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　　　プロローグ




　突つき抜ぬけるような青天。天を割らんばかりの大だい喝かつ采さい。

　各国の学生を対象とした魔獣錬磨師モンスタートレーナーの国際大会。その本戦トーナメントへと進出する七チームを決めるために行われた予選は劇的な最後を飾かざっていた。

　様々な障害を乗り越こえ、怒ど濤とうの快かい進しん撃げきにより予選通過最後の一ひと枠わくへと滑すべり込んだチームに、観客が総立ちとなり、惜おしみない拍はく手しゆと賞賛を投げかける。

　彼らが興奮するのも無理はない。

　下馬評最下位の予想を覆くつがえし最後の一枠を埋うめたチームには、最弱の代名詞、スライムの紋もん章しようを宿す学生が二人もいたのだから。

　この世に生を受けた者は皆みな、その掌てのひらにモンスターの紋章を宿す。その紋章と呼応するモンスターとのみ、人は契けい約やくを結び、パートナーとすることが出来る。古今東西の様々なモンスターと契約を交かわし、従え、自らの夢を、野望を、覇は道どうを、そして未来を切り拓ひらき、摑つかみ取る者。

　それが魔獣錬磨師モンスタートレーナーである。

　しかし、人は誰だれもが魔獣錬磨師モンスタートレーナーであっても平等ではあり得ない。神、ドラゴン、天使、悪あく魔まの四大紋章は時に、富や権力、出生すらも覆すほどのステータスとなるが、最弱の紋章であるスライムの紋章は蔑さげすみどころか、哀あわれみの対象に他ほかならない。

　生まれながらにしての敗者。スライムの紋章は無能の烙らく印いんにして、無力の象しよう徴ちようだ。会場を包み込む歓かん声せいの中には、そんなスライムの紋章を刻む学生を嗤わらう声も多い。

　だが、少なくとも今この場に集つどったスライムトレーナーたちに、その嘲ちよう笑しようはまったくと言っていいほど響ひびかなかった。

　スライムの紋章をその掌に刻むレイン・エルハルトが、揺ゆるぎない誇ほこりを双そう眸ぼうに宿し、降りかかる嘲笑を笑い返す。

　笑うなら笑っていろとばかりに。

　その全すべてを覆してやると言わんばかりに。

　そう……ついさっきまでは──




　　　　＊




　レインが渋じゆう面めんを浮うかべて耳を塞ふさぎ、せっかくの拍手を遮さえぎる。万ばん雷らいの拍手を押し退のけて耳に突き刺ささる小言の嵐あらしに、先ほどからレインは為なす術すべもなく精神を削けずられ続けていた。

「ハルさ～ん、俺が悪かったって。本当に反省してるから、そろそろ勘かん弁べんしてくれねぇか？」

「何が『勘弁してくれ』ですか！　君は、自分が何をしでかしたか分かっているんですか!?」

　両手を上げて降参のポーズを取るレインに、軍服を着込んだ男がさらに口調を荒あらげる。エルグ王国の軍師であるハルのお説教が始まってそろそろ十分が経たとうとするが、その勢いは留とどまるどころか激しさを増すばかりだ。

「ぴぎ～、ぴぎぴぎ」

　その際限なく飛び出すお説教の合間に、どこか気の抜けた鳴き声が滑り込む。レインの頭の上からひょいっと身を乗り出したそのモンスターは、顔を真っ赤にするハルのことを困った表情で覗のぞき込んでいた。

　愛くるしいつぶらな双眸。瑞みず々みずしいゼリー状の身体からだ。下手をすれば人間の子供にすら力負けしてしまう、全モンスター中最多の固有数を誇ると同時に最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられたレインの相棒が、主あるじに顔を寄せて唾つばを飛ばすハルをなんとか和なごませようと、すこし大げさなくらい身体を揺する。しかし、そんなペムペムの努力は全くと言っていいほど効果をなさなかった。

「ほんとにっ！　貴方あなたたちはストレスで僕を殺すつもりですか!?」

　苦々しい言葉を吐はき出し、ハルが綺き麗れいに整えられた髪かみを搔かき乱す。

　そして、ハルが再びレインを糾きゆう弾だんしようとした、その時。

「フェティが行きたいってお願いしたの。お兄ちゃんたちは悪くないの！」

　目め一いつ杯ぱいに広げられた小さな手と幼い声が、ハルの喉のどまで出かかった説教を押し返した。

　犬耳フードから零こぼれる萌もえ葱ぎ色の髪。一いつ生しよう懸けん命めいに開かれた瑠る璃り色いろの瞳ひとみ。長い袖そでに隠かくれた小さな掌に神の紋章を宿し、額に虹にじ色いろの宝玉を持つ生命の誕生と加護を司つかさどる幼神、傍はた目めにはどう見ても子犬にしか見えないパラパを連れる少女、フェイティア・ルン・エルクードが、叱しかられ続けるレインを庇かばうようにハルの前に立ち塞がる。

　その登場に焦あせったのはレインの方だ。

「おい、フェティ。隠れてろって言ったろ」

　慌あわててその小さな両りよう肩かたを摑み、大衆から隠すように引き寄せる。

　フェティは今、あまり人前に姿を出すことの出来ない立場にいた。

　事の発ほつ端たんは、今から約一ヶ月前、フェティの中に存在するもう一つの人格、天才少女のフェルがいかなるモンスターの攻こう撃げきをも吸収する最強の魔ま獣じゆう《キメラ》を創造したことに遡さかのぼる。結論だけを言えば、暴走したキメラはレインとペムペムにより討とう伐ばつされたが、偉い業ぎようであることには変わりは無い。そんな天才的な頭脳を世界が放ほうっておくはずもなく、フェティとフェルは世界から狙ねらわれるようになってしまった。

　レインが大会で奮ふん闘とうするのは、そんな彼女たちを助けるためだ。『望むものをなんでも願うことができる』という各国のメンツをかけた副賞ならば、今後のフェティとフェルの身の安全を、各国に約束させることができる。

　まぁ、その世界から狙われるフェティを連れて予選に出場してしまうというとんでもない大ポカをやらかして、ハルから大目玉を食くらっているのだが……

「お兄ちゃん。離はなして！」

　頰ほおを膨ふくらませたフェティが、嫌いや々いやと首を振ふる。

　そんなフェティに、レインは困った表情を浮かべながら人差し指を唇くちびるに当てると、サッと反対の手で小さな口を覆おおい隠した。

「フェティ、今は黙だまっててくれ。頼むから」

「む～～～」

　納なつ得とくいかないとフェティが唸うなり、唇から漏もれる息がレインの指の隙すき間まから零れ落ちる。ふくれっ面つらを浮かべるフェティに、レインは優やさしく微ほほ笑えむと、フードの隙間に指先を差し込んだ。小さな耳を擽くすぐった途と端たんフェティの顔があっと言う間に綻ほころび、甘えるような声が零れる。

　子犬のように喉を鳴らして身を委ゆだねるフェティに、いつも振り回されてばかりいるハルは感心したように呟つぶやいた。

「これはまた、随ずい分ぶんと小さな女の子の扱あつかいに慣れていますね」

「誤解されるような言い方するなよ。弟や妹が多いんだよ、俺は」

　幼女趣しゆ味み疑ぎ惑わくを早々に払ふつ拭しよくしながら、レインが改めてハルと向かい合う。ハルは今になって心労がドッと押し寄せたのか、怒おこっているというより疲つかれた様子で呟いた。

「まったく。レースでフェティさんが無事だから良かったものの、何かあったら、僕だけでなく、貴方たちの首も飛んでましたよ。もちろん、物理的な意味で。ちょっとは緊きん張ちようして下さい」

　剣けん吞のんな眼まな差ざしを浮かべたハルが、静かだが重い口調で語気を強める。

　だが、その忠告はレインの耳に届いていなかった。

「あれ？　ハルさん、俺たちのレース見てたんだよな？」

「ええ。当たり前じゃないですか。というか、フェティさんを乗せて走る貴方がたを、僕がどんな思いで見ていたか分かりますか？　胃腸薬が空になってしまいましたよ」

「だから、それは悪かったって。でもよぉ、最初から最後まで見てたのか？」

「いや、それは……。途と中ちゆうまで、ですが」

「途中まで？」

　同じ言葉を繰くり返かえしたレインが不思議そうに首を傾かしげる。

　ハルは眉み間けんに寄った皺しわを指先で解ほぐしながら、歯切れ悪く答えた。

「レースの後半戦は、盛り上げるために先頭集団の情報しか入ってこなかったんですよ。まぁ、貴方たちのチームが先頭集団にいないのは予想通りでしたし、予選突とつ破ぱもほぼ無理だと思ってましたからね。──それが、まさかフェティさんを連れた上で予選突破をしてしまうとは。まったく、スライムトレーナーは誰も彼も非常識で困ります」

「そりゃ、俺のことを言ってんのか？　ハゲルーク」

「僕は禿はげてません！　って、うわっカルナさん!?　いつの間に!?」

「よっ！　相変わらずどっか抜けてる奴やつだな。お前は」

　仰のけ反り返るハルに、藍あい色いろの外がい套とうを羽織った青年が陽気な笑えみを浮かべて片手を上げる。そんな彼の肩かたには、ペムペムよりも強い存在感を放つ藍色のスライムが乗っていた。

「カルナー！」

「カルナさん!?」

　ひまわりのような満面の笑みを浮かべたフェティが青年に飛びつき、レインが双眸を憧どう憬けいに輝かがやかせる。青年の登場は、レインからレースの疲ひ労ろうを完全に吹ふき飛ばしてしまった。

　海の如ごとく青みがかった黒髪に、自分とパートナーへの揺るぎない信しん頼らいに固められた黒こく瞳とう。右眉まゆを切り裂さくように刻まれた古傷に、首下で揺れるスライムの紋もん章しようを模した首くび飾かざり。各国の首脳にすら一目置かれ、相棒である藍色のスライム、ロググと共に不敵な笑みを絶やさない希代のスライムトレーナー。

　カルナ・マルナークス。

　レインにスライムトレーナーの生き甲斐がいを教えた張本人は、どこか擽ったそうに肩を竦すくめると、「バーカ」と軽い口調で微笑んだ。

「固っ苦しいのは好かねぇからさん付けなんていらねぇよ。カルナでいい。──にしても、レースじゃまんまと出し抜かれちまったな。いいチームだ」

　賞賛を送りながらどこか挑いどむように双眸を細めたカルナに、レインの肌はだがピリリとひりつく。口調そのものは穏おだやかだが、言葉の端はし々ばしには熱を帯びた闘とう志しが漏もれ出していた。

「ガキみたいで悪いが、借りはキッチリ返すぞ。やられっぱなしは、性しように合わなくてよ」

「だったら俺たちだって。次は、一対一であんたを倒たおす！」

「ぴぎぴぎ！」

　カルナに負けない闘志を滾たぎらせ、レインとペムペムが力強く頷うなずく。闘志をぶつけ合う主たちに負けじと、ペムペムとロググが力強く身体を揺する。

　そして十分に闘志の応おう酬しゆうを楽しんだカルナはふっと口元を和やわらげると、今度は腰こしに抱だきつくままにしていたフェティへ視線を傾かたむけた。

「──とまぁ、本戦前の挨あい拶さつはこのくらいにして。フェティ、お前はハルの世話になってろ。んで、絶対にここからは勝手な行動を取るな。分かったな」

「え……。お兄ちゃんたちと一いつ緒しよじゃダメ、なの？」

「ダメだ」

　悲しげな表情で見上げるフェティに、カルナがキッパリとした口調で答える。フェティはしばし無言のまま訴うつたえ続けたが、カルナが首を縦に振ることはなかった。

　ぎゅっとパラパを抱き締しめて俯うつむくフェティに、カルナが困った表情を浮かべ、犬耳フードの上にスライムの紋章が刻まれた掌てのひらをポスッと被かぶせる。

「お前のじいさんには世話になった。お前に万が一のことがあったら合わせる顔が無いんだよ」

　嚙かみ締めるように漏らしながら、カルナがフェティの頭に乗せていた掌を柔やわらかな頰へと滑すべらせる。そして、今一度真しん剣けんな表情を浮かべて同じ言葉を繰り返した。

「フェティ、もう一度言うぞ。今は、ハルのところにいろ。ああ、それと。ハルが何か変なことをしたらすぐ呼べよ。三秒で飛んでいくからな」

「やめて下さいカルナさん！　こんな小さな子に何もしませんよっ！」

「でかい声を出すなよ。ほんっと、冗じよう談だんの通じない奴だな。そんなんだから、フェティが怖こわがってお前と行くのを嫌いやがるんだよ」

　カルナがやれやれと首を振りながら腰を持ち上げ、前のめりになるハルの肩にポンと手を乗せる。その時、不意にカルナの唇が素す早ばやく動いた。声が聞き取れず小首を傾げるレインとは対照的に、ハルの表情が僅わずかに硬かたくなる。

「────当ですか？」

「噓うそ──かよ。──は──だ」

　今度は少しだけ聞こえたが、会話の内容までは摑つかめない。だが、硬い声こわ色いろと二人の表情を見れば、あまりいい話でないことはなんとなく想像できた。

「フェティさん。カルナさんの言うことを聞いて下さい」

　改めてフェティに視線を落としたハルが、今までよりも語気を強める。フェティは困ったようにカルナの方を向いたが首を横に振られ、続けてレインの方を振り返った。

　レインは黙って首を横に振った。

「おにぃちゃん……」

　悲しげな表情が、ぐさっと胸に突つき刺ささる。しかし、レインは奥歯を嚙み締めながら、無言の拒きよ絶ぜつを貫つらぬいた。

　口を尖とがらせながら、フェティがようやく首を縦に折る。

「うぅ～。わかっ……た」

「そんなにしょげるなよ。ほら、しばらくロググを貸してやるからよ」

「ぎゅぴ！」

　俯くフェティの肩に、元気の良い声を上げたロググが飛び降りる。フェティは袖で鼻を擦こすると、小さな腕うでの中でロググとパラパを一緒に抱き締めた。二匹ひきに口元を埋うずめるフェティはまだ未練を瞳に残していたが、健けな気げに口を噤つぐむと、それ以上のわがままは言わなかった。

「よし。じゃぁ、行くか。途中までは俺も付いていくからよ」

　フェティの背に手を添そえたカルナが、ほっと息を吐ついているハルを促うながす。

　その声にハルはすぐに頷いたが、ふと何かを思い出したように足を止めると、気き遣づかうようにカルナの顔色を窺うかがった。

「いいんですか、カルナさん。もう少しお話ししなくても。昨日はディバード王子に邪じや魔まされたんでしょう？」

「いいんだよ。なぁ、レイン」

「ああ。続きは、試合で」

　まるで以前からの約束を確かめるように、カルナとレインが不敵に微笑み頷き合う。ハルもこれ以上気を回す必要はないと悟さとったのだろう。最後にもう一度だけフェティがレインたちを振ふり返り、三人の姿が来らい賓ひんたちの移動する列へと消えていく。

　そんな彼らと入れ替かわるように、突とつ如じよ、夏の暑さを搔かき乱す旋せん風ぷうが吹き荒あれた。

「な、なんだ!?」

「ぴぎぎいいい!?」

　レインが目を瞠みはり、ペムペムが風に飛ばされまいとレインの頭にしがみつく。巻き上げられる芝しば生ふを追って上空を見上げると、太陽を遮さえぎる二つの影かげが目に飛び込んできた。

　会場のどよめきを割り、片方の影の主、黒こく髪はつ黒こく眸ぼうの少年が声を張り上げる。

「よぉ、レイン！　お前らも予選通過しやがったか！」

　快活とした声を張り上げたのは、極東の島国である《ムサシ》から来た魔獣錬磨師モンスタートレーナー、ギンジだった。彼のパートナーである赤ら顔に長い鼻、修しゆ験げん者じや姿という異様な出いで立ちの悪あく魔ま、《天てん狗ぐ》の風ふう天てん丸まるがその手に持った扇おうぎを振るって風を操あやつり、ギンジの身体からだを啞あ然ぜんとするレインの前へと導く。

　地上に降りたギンジはお構いなしにレインと肩を組むと、人ひと懐なつっこい笑みで破顔した。

「いや～、最後の追い上げは圧巻だったぜ。あの無茶苦茶なスライム使いに喧けん嘩か売る胆たん力りよくもそうだが、お前のとこのメンバーはどいつもこいつも馬ば鹿かばっかだな！」

「馬鹿ばっかって、それ誉ほめてんのかよ？」

「あったり前だ！」

　眼めを輝かせて即そく答とうするギンジに、誉められ馴なれていないレインが照れ笑いを浮うかべて頰ほおを搔く。そんなレインに、まくし立てていたギンジの勢いがより一層加速した。

「やっぱり、俺はお前らが気に入った。なぁ、頼たのむぜ。この大会が終わったら、俺たちと一緒にムサシに来いよ。全員で国くに盗とりとしゃれ込もうぜ！」

「ちょっと待て、落ち着けギンジ。話が飛ひ躍やくしてんぞ！　あと、俺は国とかそういうのには興味がな……」

「興味なんかいらねぇよ。俺はお前を連れて行きたいし、お前と国盗りがしたい。それで十分だ！」

　レインの主張などお構いなしに、今すぐ行くぞと言わんばかりの迫はく力りよくでギンジが口の端はを吊つり上げる。その熱い心意気は嫌きらいではないのだが、だからといって首を縦に振るわけにもいかず、レインが困ったように頰を搔く。

　そんな二人の目の前に、突然ボッと鬼灯ほおずき色の炎ほのおが灯ともった。レインがギョッと目を見開き、隣となりにいたギンジの口から「やべぇっ！」と声が漏れる。

「後ろから刺されても文句は言えない。忠告、しましたよね。帝みかど」

　聞こえた次の瞬しゆん間かんには耳から消える、余よ韻いんのない不思議な声。身体を強こわ張ばらせるギンジの代わりにレインが首を捻ひねると、三日月のように眼の細い狐きつねの面が飛び込んできた。声や身体つきから察するに女の子のようだが、一体いつの間に現れたのか。まったく気配を感じ取れなかったレインが、ペムペムと一緒に瞬またたきを繰り返す。

　一方ギンジはというと、変な角度で腰を捻りながら、面おも白しろいくらい顔を引き攣つらせていた。その珍ちん妙みよう極きわまる奇き行こうの意味をレインはすぐに理解する。

　影のように寄り添う狐こ面めんの少女の手にはクナイと呼ばれる菱ひし形がたの短刀が握にぎられ、その切っ先がギンジの背中に押しあてられていた。

「聞き分けのない帝には折せつ檻かんが必要ですね」

　ため息と共に冷たい声を零こぼした狐面の少女が、微かすかにその身体を傾ける。当然クナイは背中に食い込み、慌あわてて背中を反らしたギンジの情けない悲鳴が辺りに響ひびいた。

「イってててて！　ミズキ！　主君に対して無礼だぞ！」

「確かに、このミズキはテンドウ家へ仕えておりますが、我が君主はシイナ様です。そこのところお忘れなく」

「くっそぉ～。相変わらずお堅かたい奴やつめ！　風天丸、なんとかしろ！」

　苦々しく口元を歪ゆがめたギンジが、風天丸に助けを求める。

「こぉん？」

　返ってきたのは、なんともこそばゆい鳴き声だった。声の主は風天丸の肩かたに乗っている、真っ白な子狐だ。小さな前足で尖った耳を搔き、大きなあくびを零しては風天丸の無骨な顔を小さな舌でぺろぺろと舐なめている。

　錫しやく杖じようを握る風天丸が困ったように眉まゆ尻じりを下げる。その心の内が、レインは手に取るように分かった。子狐の可愛かわいさは、ペムペムやパラパに匹ひつ敵てきする。

　反則だ。確かに、あれは動けない。

「こら、天てん狐こ！　邪魔するな！」

「こん」

　嫌われているのだろうか、天狐と呼ばれた子狐がギンジの声にぷいっと顔を背そむけて丸くなる。その愛らしい姿に女子陣じんから思わず歓かん声せいが上がり、ギンジが分かりやすく顔を顰しかめた。

「天狐の野や郎ろう。前にいなり寿ず司し取ったことまだ根に持ってんだな。ああ～もう。レイン、なんとかしてくれ！」

「俺かよ!?」

　突然白羽の矢を立てられ、今度はレインが顔を顰める。だが、レインが次の言葉を漏もらす前に、細長い何かがギンジの足あし下もとから頭の先へと巻き付いた。

「もがもがもが!?」

「はぁ……帝。もういい加減にしてください」

　深いため息を伴ともなった声を発したのは、どこか清せい浄じような気を漂ただよわせる少女だった。黒こく檀たんを思わせる黒くろ髪かみと麗うるわしい黒眸。ギンジの従姉妹いとこにあたるシイナが、辛しん辣らつな眼まな差ざしでギンジを睨ねめ付ける。フェティと同い年とおぼしきシイナの手は長い着物の中に隠かくれていたが、その代わりに袖そで口ぐちから伸のびてきた細長いモンスターがギンジの身体を締め上げていた。

　それは、露つゆ草くさ色の鱗うろこを纏まとった蛇へびだ。赤い舌をチロチロと覗のぞかせる細身の蛇が、ギンジの足から胴どう、そして口に巻き付き、その動きを封ふうじ込めている。

　ギンジがなにやらモガモガと呻うめいているが、蛇は素知らぬ顔で首を振ると、勢いよくその身体をシイナの袖の中へと引き戻もどした。

「あ……」

「ぴぎ……」

「もがっ！」

　一瞬宙に浮いたギンジの身体が、派手な音を立てて転てん倒とうする。受け身が取れない上に打ち所が悪かったのか、ギンジはピクピクと痙けい攣れんすると、そのまま沈ちん黙もくしてしまった。

「できの悪い従兄弟いとこがご迷めい惑わくをおかけしました」

　シイナがお手本のような角度で腰こしを折り、彼女の簪かんざしに飾かざられた鈴すずがチリンと鳴る。その傍かたわらでは、情けなさそうに口元を歪めた風天丸が、完全に伸びてしまったギンジをやれやれと担かつぎ上げていた。

　目の端はしでその様子を捉とらえながら、シイナが半身を残して振り返る。

「では、私たちはこれにて」

　再び小さく頭を下げたシイナが、風天丸とミズキを連れ立だってその場から歩き出す。

　嵐あらしの如ごとく現れたギンジは、そのまま人ひと混ごみへと紛まぎれてしまった。

「なんか、ほんと。独特な雰ふん囲い気きがあるよな。あいつら」

　消えていくギンジの姿を最後まで見送りながら、レインがポツリと言葉を零す。極東の男子は皆みなギンジのように騒さわがしく、女子はミズキやシイナのように苛か烈れつなのだろうか？

　そんなことを考えていると、突然レインの視界が闇やみに覆おおわれた。

「な!?」

「うふふ。ふぅ～」

「ぃっ、っあああぁっぁあああ!?　だ、誰だれだ!?」

　訳も分からず身体を硬こう直ちよくさせたレインの耳に、からかうような笑い声と、熱っぽい吐と息いきが潜もぐり込む。一瞬息を吞のんだレインが、飲み込んだ何倍もの悲鳴を張り上げると同時に、強きよう烈れつな殺気が背中越ごしに膨ふくれ上がった。

「貴様！　なにをしている！」

「レイン君から離はなれて！」

「エロっち、退どくっ！」

「あらあら、皆さんやきもちですか。いいですねぇ～、でも、ちょっと大人しくしていてくださいまし。ミフェリア」

「ほどほどに」

　塞ふさがれた視界の周りで轟ごう音おんと熱風が吹ふき荒れ、観客たちの歓声が突如として沸わき上がる。身の危険を感じたレインが目を覆っている細い指先を振り払はらって大おお慌あわてで身を翻ひるがえすと、艶つややかな唇くちびるに悪戯いたずらっぽく指先を添える一人の少女が、身み震ぶるいするほど蠱こ惑わく的な笑えみを浮かべながら佇たたずんでいた。

「ふふ、初心うぶな反応も可愛いですね」

　淫いん靡びな声に、レインの背中がぞくりとざわめく。その声は、まるで指先で背中を撫なでるかの如く耳を愛あい撫ぶした。男ならまず陥かん落らくするだろうが、直後仲間たちから浴びせられた猛もう烈れつな怒ど気きに、レインはすんでのところで踏ふみ留とどまる。

　そんなレインに、彼女は学生の身には不ふ釣つり合あいなほど成熟した笑みを浮かべて目を細めた。それは、獲え物ものを狙ねらう捕ほ食しよく者の笑み。雌めすライオンの微ほほ笑えみだ。ペムペムの力を借りるまでもなく本能が危険を察知し、レインが大きく一歩後あと退ずさる。

「あらあら強がっちゃって。やっぱり、あなたは可愛いわ」

　退さがりながらも決して視線を逸そらさないレインに、少女はお気に入りのペットを愛めでるように微笑んだ。

　誘さそうように、そして挑ちよう発はつするように波打つ黒こく褐かつ色しよくの髪。気品と、魅み力りよく、そして、その中にも乙女おとめの無む邪じや気きさを漂わせる濃のう緑りよく色しよくの瞳ひとみ。紅べに色の眼鏡に知性を、メリハリのある身体つきに色気を、佇まい全すべてにえもいわれぬオーラを醸かもす彼女の名は、レーニェ・Ｌ・ディバード。

　その掌てのひらに悪魔の紋もん章しようを宿し、辺りに飛び散った炎や氷の残ざん滓しからも主を守る彼女の侍じ女じよ悪魔の《吸きゆう血けつ鬼き》、ミフェリアを連れるレーニェは、大会参加者の学生であると同時にディバード王国の王族だ。

「いきなりなんなんだよ！」

　昨日のパーティーで熱烈なアプローチ、もとい彼女の愛あい玩がん欲よくを満たすペットとしてのご指名を受けてしまったレインが、最大限の警けい戒かいを込こめながらレーニェを睨にらみ付ける。

　ただそれは、レーニェの微笑みを深くしただけだった。

「ふふ、なんでそんなに警戒しているの。何もしないわよ。それとも……何かしてもらうのを期待しているのかしら？」

「な、何も期待してねぇよ！」

「うふふふふ。そうやって興味がないフリをするのもいじらしいけれど、少しは欲望に身を焦こがれ積極的になるのも良いものよ」

　滑なめらかな肩のラインを大きく露ろ出しゆつした服をいやらしくなく着こなすレーニェが、そのたわわな乳ち房ぶさを持ち上げるように腕うでを組む。その仕草に、移動を始めていた観客たちが一いつ斉せいに足を止めた。女性がレーニェに送る眼差しは嫉しつ妬とを超こえて羨せん望ぼうとなり、男子がレインに送る眼差しは羨望を超えて殺意に変わる。巻き起こるブーイングの嵐。外野はいい気なものだ。彼らにすれば垂すい涎ぜんものの話だろうが、レインにしてみれば雌ライオンが口を大きく開けて待ち構えているようにしか見えない。

「ミフェリア。あなたはこの子のどんな姿を見てみたい？　たまには、あなたの趣しゆ味みを聞かせてほしいわ」

「ご安心下さい。レーニェ様の愛情表現と張り合えるような特とく殊しゆな性せい癖へきはございません」

　パートナーへ尋たずねるレーニェに、吸血鬼にもかかわらずメイド姿に身を包んだミフェリアは対たい峙じする少女たちへの警戒を怠おこたらず、そっとレインに同情の眼差しを送りながら首を横に振ふる。

「もぉう──つれないわね」

　レーニェが完成された美び貌ぼうを崩くずし、子供っぽく口元を尖とがらせる。だが、レーニェはすぐに妖あやしげな笑みを取り戻すと、長い睫まつげに飾られた双そう眸ぼうをレインへと傾かたむけた。

「じゃあ、彼の趣味に合わせてあげようかしら。ねぇ、あなたはどっちが得意？」

　口元に色っぽく指先を添そえながら、レーニェがレインに尋ねる。その甘い声こわ色いろは、じぃんと否いや応おう無しにレインの脳を刺し激げきした。淫いん魔ま《サキュバス》に匹敵するほどの、直じかに男心を擽くすぐる魔ま性しようの声。

　その声に、レインが理性を保つようにペムペムを抱だき締しめ、ミフェリアと対峙していた女子たちが再び攻こう撃げきを開始しようとした、まさにその瞬間。

「やはりここにいたか、レーニェ」

　不ふ遜そんに満ちた声が、青い空から降ってきた。

　上空を仰あおぎ見たレインが、その口元を引き攣らせる。戦せん慄りつするほど美しい巨きよ軀くと、太陽の光を乱反射する銀ぎん鱗りん。会場の視線の全てを奪うばい去る幻げん想そう的な竜りゆう、《ミラードラゴン》が突とつ風ぷうを吹き荒あらしながら大地に降り立ち、何者かがその背から飛び降りる。

　背中で括くくられた黒褐色の髪。品位と野心を高い次元で融ゆう合ごうさせた濃緑色の双眸。武芸者の如く鍛きたえられた手にモンスター界の王者ドラゴンの紋章を宿し、凜りん烈れつと美しいミラードラゴンのゼノを従えた彼の名はゴルド・Ｌ・ディバード。

　この大会の優勝賞品としてこともあろうにレインの仲間を妾めかけにすると言ってきた、正しよう真しん正しよう銘めいの王族だ。

　ゴルドの登場に不ふ穏おんな空気が流れ、誰もが揃そろって息を吞む。

　そんな中、ゴルドの妹であるレーニェだけはマイペースを保っていた。

「あら、お兄様。本戦会場へ向かわれたはずでは？」

「お前を放ほうっておくと節操無しに男を拾ってくるからな」

「人聞きが悪いですわね。ふらっと出かけたと思えば、ドラゴントレーナーの少女を三十人も攫さらってきた兄様には敵かないませんよ」

「おいおい、攫ってきたわけではないぞ。ちゃんと、家の者たちには一生掛かけても使い切れない金を渡わたしてきた。全て合意の上──と、おいおい貴様等。この俺が出向いてやったのに、一体どこへ行くつもりだ？」

「っげ。バレた」

　呼び止められたレインが、露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

　対照的に、ゴルドは逃にげようとしていたレインたちに気を悪くするどころか、楽しげに眉まゆを吊つり上げた。

「まぁいい、特別にその無礼を許してやろう。今の俺は気分が良い」

　腕を組むゴルドの眼光が、レインを追い越こし一人の少女を射い貫ぬく。ゴルドは嬉うれしくて堪たまらないとばかりに愉ゆ悦えつを頰ほおに張り付かせると、ドラゴンの紋章が刻まれた掌を握にぎり締めながら、その喉のどを震ふるわせた。

「ドラゴンの【昇しよう華か】なんぞ、この俺でさえ初めて見たぞ。しかも、この土ど壇たん場ばでそれをなす度胸。胆たん力りよく。ますますもって気に入った。さすがは俺の嫁よめになる女だ」

「誰が貴様の嫁なんぞになるか！」

　怒いかりに燃えたその声は、ゴルドの笑みを真っ向から跳はね返した。レインの後ろにいた少女が、ハッキリとした拒きよ絶ぜつを双眸に刻んでゴルドの視線と切り結ぶ。

　太陽の光を浴びて力強さを増す朱しゆ色いろの髪。大だい声せい援えんに吞み込まれず泰たい然ぜんと輝かがやく煉れん瓦が色いろの瞳。その掌に誰もが憧あこがれるドラゴンの紋章を宿し、背中に携たずさえた炎ほのおの如き翼つばさが見るものを圧あつ倒とうする《ホースドラゴン》のキールと契けい約やくを結んだ彼女の名は、エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。

　レインにとって、絶対に誰にも渡せない、渡したくない大切な仲間だ。

　エルニアが厳しい表情でゴルドを睨み返し、傍らに控ひかえるキールがその口こう腔こうに炎を燻くすぶらせる。臨戦態勢を整えるキールに、今度はゴルドの後ろに控えるゼノの身体からだが煌きらめいた。

（ゴルド様に対してその殺気。昨日から思っていましたが、貴方あなたにはドラゴンとしての品位が欠けているようですね）

（ふん。我が主あるじに向けて妄もう言げんを吐はく下王に、払う敬意などあるものか！）

（この……世よ迷まい言を！）

　キールの双眸がごうと燃え上がり、ゼノの双眸が零れい下かの輝きを放つ。二頭のドラゴンの間で繰くり広げられる殺気の応おう酬しゆうに、大地が震え、大気がざわめいた。ぶつかり合う気き迫はくが烈風を生み、互たがいの主の髪を弄もてあそぶ。

　しかし、エルニアとキールが放っていた殺気は、唐とう突とつに寸断された。

「レイン・エルハルト？」

　目の前に飛び込んできた背中に、エルニアの双眸から怒りがふっと和やわらぐ。

　その気配を感じながら、レインは背中に庇かばったエルニアに顔半分だけ振り返った。

「エルニア。お前は下がってろ」

「な、なぜだ。奴やつは私を名指ししてきたのだぞ！　私が言い返してやらないでどうする！」

「言い返したい気持ちは分かるけど──まぁ、ここは任せとけ。んで、お前はその元気を取っとけよ。本戦も期待してっから」

「なっ！　うぅっ……そ、そこまで言うならば仕方がないな」

　なぜか慌あわててレインから目を逸そらしたエルニアが、思いの外ほか素す直なおに引き下がる。その反応に拍ひよう子し抜ぬけ感を覚えながらも、レインはすぐにエルニアから視線を切った。

　腹の底に力を込め、レインが改めてゴルドと向かい合う。そしてようやく、レインは先ほどまで笑みを浮うかべていたゴルドが怪け訝げんな視線を自分に傾けているのに気が付いた。

「なんだよ、変な顔して？」

「それはこっちのセリフだ。お前、なぜ笑っている？」

「笑ってる？　俺が？」

　ゴルドに指し摘てきされ、レインが自分の頰に手を当てる。笑っているつもりはなかったが、自然と頰が笑みの形を作っていた。不思議に思いつつ、レインは気を取り直してゴルドとまっすぐに向かい合う。

　そんなレインをゴルドは不思議な生き物でも見るように睨み返した。

「それでなんだ。なにかこの俺に言いたいことでもあるのか？」

「ああ、まぁな。とりあえず、エルニアを嫁にするのは止やめとけ。ロックドラゴンの群れの中に一人で突つっ込んでいくわ、人の気も知らないで後先考えずに勝手に喋しやべって自じ爆ばくするわ。その上、作る飯にモンスター用の精力剤ざいを盛ってくるし、あんなのを嫁にしたらぜっっったいに手を焼くぞ。俺が全力で保証する！」

　レインが拳こぶしを力強く握り締めて力説する。そんなレインの熱弁にエルニアが羞しゆう恥ちと怒りで顔を真っ赤にする一方、ゴルドはさも楽しげに口の端はを吊り上げ哄こう笑しようした。

「ふはははは、大いに結構。俺様の嫁になるなら、そのくらいの者でなければ困る。むしろ、寝ね首くびを搔かくぐらいの度胸がなければ王の嫁など到とう底てい務まるまい。そして、それを受け入れればこその王の器うつわだ」

　ゴルドが自分の首筋を手刀で叩たたき、続けてドンッと力強く胸むな板いたを打ち鳴らす。

　堂々とした宣言にレインが呆あつ気けにとられると、今度は逆にゴルドがレインに問い質ただした。

「しかし、随ずい分ぶんと嫌きらっているものだな。もっと称たたえるべきではないのか？　貴様のような十じつ把ぱ一ひと絡からげの魔獣錬磨師モンスタートレーナーが最下位とはいえ予選を突とつ破ぱできたのは、その女のおかげだろう？」

「最下位で悪かったな。そういうお前は何位だったんだよ？」

「愚ぐ問もんだな。王たる俺が一位以外の席に座るわけがないだろう。まぁ、一位を祝福する花火が一発というのは、甚はなはだ遺い憾かんだがな。俺様のチームが真っ先に突破するのは分かっていたことだ。五万発ぐらいは用意してもらわねば困る」

「どんだけ打ち上げる気だよ!?　てか、打ち終わるのに何時間かかるんだ、それ？」

「それはお前の身で体験しろ。すでに手配は済んである」

「優勝宣言てことでいいのか？　神の紋もん章しようもいるってーのに、すげぇ自信だな。あと、一いつ緒しよくたにスライムの紋章を馬ば鹿かにするなよ。──いるぜ、お前の常識をぶち壊こわすようなスライムトレーナーが。この大会によ」

　レインが挑ちよう戦せん的な視線をゴルドに叩き付ける。だが、レインの言葉を受けたゴルドは、不遜な笑みを崩さないまま、バカバカしいとばかりに肩かたを竦すくめた。

「随分と俗ぞくな話をするな。神の紋章？　それがどうした？　神なんぞ、モンスターの一種族に過ぎん。そんなものに固こ執しゆうするとは、貴様の程度も知れているな」

「なにぃっ！」

　反射的に、レインの双眸が燃え上がる。一方、ゴルドはそんなレインを意に介かいさず両手を大きく広げると、その濃のう緑りよく色しよくの瞳ひとみに凶きよう暴ぼうな光を宿し、その声の届く限りにいる全すべての魔獣錬磨師モンスタートレーナーに向けて叫さけんだ。

「いいか、良く聞け！　神の紋章を携えただけで身の丈たけに合わない喜びを嚙かみ締める者たちよ！　他愛のない紋章を宿し、なおも天に向かって健けな気げに吼ほえる者たちよ。貴様らの誇ほこりとやらを胸に持てる力の全てを賭として挑いどんでこい。そして教えてやろう。神の紋章も、スライムの紋章も、いかなる紋章も王たる俺様の前には全て平等に下等であるということを！」

　一ひと欠片かけらの負い目もない覇は気きが、ゴルドを中心として渦うずを巻く。その渦は、一いつ斉せいに向けられた殺気や闘とう志しを飲み込み、次の瞬しゆん間かんには数倍に膨ふくれ上がった。

「ぴ、ぴぎ……」

　爆発的な闘気の奔ほん流りゆうに、ペムペムが戦おののくように声を漏もらす。あらゆる難敵に対していつでも真っ向から勝負を挑んできたレインですら、知らず知らずのうちに足を引いていた。

　神の紋章もドラゴンの紋章も関係ない。スライムの紋章を宿した自分が、スライムのペムペムが、その全てを乗り越える。それがレインの信念だった。

　だが、ゴルドは違ちがう。見ている世界が違う。ゴルドにとって自分以外の全ての紋章は、たとえ神の紋章であってもただ一つの個に過ぎない。

　そして、その場に居合わせた誰だれもがゴルドに反論することが出来なかった。この男に対して、口先から出る言葉では歯が立たないと誰もが悟さとったのだろう。

　絶対的な自信に固められたゴルドの言葉を覆くつがえすには、ゴルドの自信そのものを打ち壊す以外にあり得ない。

　威い圧あつ的な表情を浮かべていたゴルドが、フッと表情を崩し、慈じ悲ひを込こめた双眸をエルニアへと傾ける。

「誰にもその身を許すなよ。お前は、この俺様が頂く。──行くぞ、レーニェ」

「まったく。お兄様は何歳になっても、幼よう稚ちでわがままですね、まぁ、それでこそディバード家の嫡ちやく子しですけども。では、私もこれで失礼しましょうか。皆みなさん、特に、そちらのスライムトレーナーさん、くれぐれもごきげんよう」

　これで話は終わりだとばかりにゼノへと飛び乗ったゴルドを、レインに対して一ひと際きわ熱っぽい流し目を送ったレーニェが優ゆう雅がに追い掛ける。

　しかし、ゼノが主たちを乗せて羽ばたく寸前、ゴルドは何かを思い出したように銀ぎん翼よくの縁ふちからその顔を覗のぞかせた。

「おい、下民。あの小こ娘むすめはどうした？」

「それが人にものを尋たずねる態度かよ！」

「答えぬなら、それでもいい。大した興味もない。が、あの小娘、大事にしておけよ。この俺が王位に就つくための大事な大事な鍵かぎだ。どこぞの奇き天てれ烈つな奴らに奪うばわれたら、その首、百回落としてやるから覚かく悟ごしろ」

「なっ!?」

　意味深な笑えみを浮かべながらゴルドが放った言葉に、レインの心臓が跳ね上がる。間違いない。ゴルドは、予選でレインたちがあるチームから襲しゆう撃げきを受けたことに気が付いている。

　旋せん風ぷうを巻き上げて舞まい上がるゼノの風圧に押されながら、レインは遠ざかるゴルドに向かって声を張り上げた。

「おい、どういうことだ？　お前、あいつらを知ってんのか!?」

「それが王にものを尋ねる態度か？　知りたいならば奪ってみろ」

　最後まで挑ちよう発はつ的なゴルドの声を残し、ゼノの姿が乱反射する光の中に飲み込まれ、次の瞬間跡あと形かたもなく搔き消える。

　姿を消した王の残ざん影えいを探しながら、レインは頰を膨らませて足を踏ふみ鳴らした。

「くっそ。どんだけ自分勝手なんだ」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴぎ！」

　レインの怒いかりに呼応するように、ペムペムがその愛あい嬌きようのある瞳を吊り上げる。だが、その怒りを押し退のけるように、レインの額からドッと汗あせが噴ふき出した。思った以上に、ゴルドの放つ覇気に当てられていたらしい。

　昂たかぶる気持ちを静めるように、レインが大きく鼻から息を吐く。いつまでも、ここで苛いらついているわけにはいかない。レインたちも、本戦の会場へ向かわなければならないのだ。

　だが、踏み出したレインの足は、背後から突き刺ささる強きよう烈れつな殺気によって強制的に止められた。
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「びぎゃ!?」

　レインとペムペムの喉のどから奇き妙みような声が飛び出る。

　唾つばを飲み込みながら振ふり向くと、朱あか髪がみを戦慄わななかせるエルニアがこめかみをひくつかせて立っていた。その後ろでは、レインのチームメイトたちがやれやれと言った表情で目を伏ふせている。

「なるほど。よーくわかったぞ、レイン・エルハルト。貴様が、私のことをどう思っているかがな」

　一言一言を嚙み締しめるように、エルニアがゴルドに向けていたものよりも遥はるかに純度の高い怒りをその双そう眸ぼうに込めながら、ドラゴンの紋章に【契けい約やくの絆きずな】の燐りん光こうを纏まとわせる。

　キールの口から放たれた紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、弁解の時間を与あたえずレインとペムペムを飲み込んだ。




　　　　＊




　その少女は、炎から必死に逃にげるレインとペムペムを眺ながめながら、野性味のある双眸を楽しげに輝かがやかせていた。

「いや～、珍めずらしく読みが外れたッスね。ジェバ先せん輩ぱい」

　予選通過四位のチーム席から身を乗り出す少女、その掌てのひらに亜あ人じんの紋章を宿すレミ・アッテラートがにししと悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむ。猫ねこ耳みみカチューシャでくせっ毛の髪かみをまとめ、猫目石のように濃こい蜂はち蜜みつ色の瞳を細める姿は、まさに遊び盛ざかりの子猫そのものだ。

　ニコニコと、右へ左へ揺ゆれながらレミが返ってくる言葉を待つ。

　だが、待てど暮らせど、レミがジェバと呼んだ青年はピクリともその表情を動かさなかった。

「ちょっと、無視は酷ひどくないッスか、無視は。あっ！　もしかして、照れ隠かくしっすか！　いやいや、レミさん、全然気にしてないっすよ。『今からでは間に合わないだろう。絶対にな』って、ジェバ先輩がキメキメで言った事なんて、これっぽっちも覚えてないッスから～」

　怖こわい物知らずなレミの言動に、隅すみの方で本を読んでいた少女がビクッと身体からだを竦ませる。おそるおそる彼女が本からジェバへ視線を移すが、ジェバは眉まゆどころか、頰ほおの筋肉一つ動かすことはない。

　だが、これが逆にレミの心に火を付けた。

「ちょっとちょっとちょっと、これでも無視とか逆に本当っスか？　これじゃあ、レミさんがただ騒さわがしい美少女になっちゃうじゃないッスか。ちょっと、聞いてます？　このぉ～、ジェバ先輩の、鬼おに、悪あく魔ま、人でなし！　冷れい徹てつ魔ま。鉄仮面。アンデッドオタク！」

　腕うでをめちゃくちゃに振り回しながらレミが日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを今こそ返すとばかりに、思いつく限りの悪口をジェバに叩き付ける。

　それでもなお口を閉とざすジェバの代わりに、控ひかえ室を満たす禍まが々まがしい瘴しよう気きが動き出した。耳の痛い鞘さや走ばしりの音を響ひびかせ、瘴気と闇やみの狭はざ間まから首なし騎き士し《デュラハン》が漆しつ黒こくの刀身にレミの顔を映しながら現れる。

　漆黒の刀身に映るレミの顔が、面おも白しろいように引き攣つった。

「あ、あはははは。冗じよう談だんッスよね、ジェバ先輩。落ち着くッス、落ち着くッス。良く考えるッス！　レミさんみたいなお利口さんで役に立つエリートはなかなかいないッスよ！」

　レミが大量の汗をこぼしながら、乾かわいた笑みを浮うかべてジェバの顔色を窺うかがう。相変わらず無表情なまま予選最下位チームを見つめるジェバの顔には、おおよそ感情というものが浮かんでいなかった。レミに対して剣けんを抜ぬいたデュラハンの方が、まだいくらかは感情的だろう。

　そのデュラハンといえば、静かに、だが確実にレミをその間合いのうちに捉とらえていた。

　いい加減笑えなくなってきた状じよう況きように、レミの細い身体が震ふるえ始める。

「え？　え？　えーっと。冗談、ッスよね。いくらジェバ先輩でも、パートナーのいないレミさんを本気で攻こう撃げきさせたりしないッスよね。ちょっと、脅おどかしているだけ、ただのお仕置きッスよね。ねぇ、ジェバ先輩ぃぃぃいいいい、こっち見るッスよぉおおぉおお！」

　悲鳴を上げるレミ。一いつ顧こだにしないジェバ。黒剣が闇を纏まとって振り下ろされ、数本のねこっ毛が宙に舞う。

　息を止めて風に攫さらわれる毛を見送ったレミは、たっぷり間を置いてから、ようやく喉の奥でせき止めていた息を吐はき出した。

「パンフォットぉ～。ナ、ナイスッす……」

　全身の緊きん張ちようを解きながら、レミが首を反らして自分を抱かかえる偉い丈じよう夫ふを仰あおぎ見る。浅黒の肌はだと、殺気を纏った灼しやく眼がん。今は人型を取っている人じん狼ろう、《ワーウルフ》のパンフォットが獰どう猛もうに喉を鳴らしながら、漆黒の霧きりをこちらに向けて揺らめかせるデュラハンを牽けん制せいする。

「レミ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　全身の筋肉を絞しぼり上げるパンフォットが、デュラハンを視界に収めながらレミに尋ねる。しかし、レミはパンフォットの質問には答えず、自分の身体を抱だくパンフォットの左ひだり腕うでに目を見開いた。

「パンフォット！　左腕、もう治ったんッスか!?」

　レミが小さな手でパンフォットの腕を撫なでながら声を弾はずませる。キメラという人造魔ま獣じゆうの細さい胞ぼうが移植されたその腕は、予選で勝負を挑いどんだちんちくりんなスライムとの戦いで失われたはずだった。

　だが、今確かに、その左腕はしっかりとレミを抱き締めている。

　説明を求めるように灼眼を覗き込むと、パンフォットの脇わきからひょっと現れた優やさ男おとこがレミの疑問を預かった。

「いやはや、流石さすがは狼おおかみ系の亜人は逞たくましいね。この短時間で大した回復力だよ」

「あ、提供者さん」

「レミ君、その呼び方は止やめてくれるかい。同じチームなんだから名前で呼んでくれて構わないよ」

「了りよう解かいッス。ドルフさん」

　素す直なおに名を呼んだレミに、微かすかなスパイスの香かおりを纏わせた青年が朗ほがらかに微笑む。その掌に狼の紋もん章しようを刻み、額に剣けん角かくを携たずさえた《剣けん狼ろう族》のイーブルを連れた彼の名は、ドルフ・ハンドルーク。かつて、レインたちが在ざい籍せきする魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》に籍せきを置き、のちに《楽園エデン》という組織に流れた腕うで利ききの魔獣食育師フードプランナーだ。

　ドルフはパンフォットの逞しい左腕を見ながら再び感心したように声を零こぼした。

「それにしても、キメラの細胞には恐おそれ入ったね。それとも彼の食欲と再生力が特別なのかな。大型魔獣十匹ぴき分はある料理をぺろりだもんね。いやいや、作りがいがあったよ」

　楽しそうに話すドルフが、肩かたを解ほぐすように腕を回す。何気なく言っているが、キメラ細胞が埋うめ込まれた魔獣の食育を正しく管理できるのは、かつてキメラの食育を担になっていたドルフだけだ。まだ学生の身分ではあるが、ドルフの調理に対する理解、そして適切な食材を選び出し料理する腕は群を抜いている。

　パンフォットも、彼の料理がなければここまで早い回復は出来なかっただろう。灼眼に謝意を込め、レミを抱いたまま小さくその頭こうべを垂れる。

「料理、旨うまかった。本当に感謝する」

「いいっていいって。あれだけ気持ちよく食べてくれたんだ。魔獣食育師冥みよう利りに尽つきるよ。また作ってあげるから、その時も豪ごう快かいに頼たのむよ」

「是ぜ非ひ願う！　次は、出来ればもう少し肉を多めに。もちろん、レミも一いつ緒しよにだ」

「パンフォット～……。大好きッス！」

　猫なで声を漏もらしたレミが、クルリと身体を反転させてパンフォットを抱き締める。

　その様子を微笑ましそうに見守っていたドルフの双眸が、不意にその色を変えた。

「時に、レミ君。君はスライムトレーナーのいるチームと一戦交えたらしいけど。そこに、以前話した《氷ひよう狼ろう》を使うウルフトレーナーはいなかったかい？」

「あ、そうだ。忘れてたッス。はい、あのおっぱいさんのことッスよね？　ちゃんといたッスよ。本当は一緒に捕つかまえてこようと思ってたんッスけど……」

「いや──それはいいんだ。アリカ君が来ていることが分かれば、それでいい」

　重い声でドルフが静かに呟つぶやく。その双眸には愛情と憎ぞう悪おが混在していた。言葉を止めてもにじみ出る独どく占せん欲よくにレミが思わず肩を震わせ、パンフォットが哀あわれむように目を伏せる。

　そんなレミとパンフォットの耳に、あからさまな嘲あざけりの声が滑すべり込んだ。

「片腕もがれて逃げてくるとは。いいざまだな、ジャンクキッズ」

「なんスか？　ガズゥ、喧けん嘩か売ってるんスか？」

　行ぎよう儀ぎ悪わるくテーブルに腰こし掛かける少年に、レミが刺とげ々とげしい言葉を投げ返す。

　ガズゥと呼ばれた少年は、くっくっくと小こ馬ば鹿かにするように喉を鳴らして立ち上がった。

「へぇ～。帝てい都との小こ汚ぎたない路地裏に住むジャンクキッズでも、挑発されたことが分かるくらいの知性はあるらしいな。ああ、そうか。一応、被ひ験けん体たいに選ばれたんだもんな。よかったな～、運良くおまえの道具がキメラ細胞に適応して。じゃなきゃ、今でもゴミ漁あさりしかすることのない毎日だったのによ」

「いい加減にするッスよ！　パンフォットは道具じゃないッス！　大切な仲間ッス。かけがえのない家族ッス」

「レミ……」

　熱を帯びるレミの言葉に、パンフォットがどこか救われたような表情を浮かべて、小さな主あるじの身体を抱き締める。

　そんな二人の信しん頼らい関係を、ガズゥは嫌いやらしい笑えみと共に踏ふみにじった。

「おいおい、随ずい分ぶんと必死じゃねぇか。なんで、そこまで熱くなれるんだよ。ははぁ～ん、さては、お前。そのワーウルフと出来てるんじゃねぇのか？　はっはー、こりゃ傑けつ作さくだ。帝都の路地に住むネズミは、やっぱり獣けものが好きなんだな」

「っ──！」

　怒いかりのあまりに声を出せなかったレミに、ガズゥはさらに言葉のナイフを振りかざす。

「反へ吐どが出るほど幸せな脳のう味噌みそを持つお前らに教えてやるよ。こいつらなんて、使い捨ての道具だ。もっといいのがいたらさっさと契約を解除して乗り換かえる。それが、本物のエリートって奴やつだ。だから、道具は見捨てられないように必死こいて自分を鍛きたえる。なぁ、ジャウリン」

　ガズゥの問いかけに、闇に姿を隠すそのモンスターが恭うやうやしく頷うなずく。そのモンスターが放つ気配には、道具と断じられたにもかかわらず、一いつ切さいの迷いはない。

　その態度に満足げに頷きながら、ガズゥは奥歯をギリリと鳴らすレミを睨ねめ付けた。

「なんだ、その目は？　俺が気に食わないのか？　だったら、いつでも相手をしてやるぞ。掛かかってこいよ、獣好きのジャンクキッズが！」

　見下した笑みを浮かべながら、ガズゥがパチンと指先を鳴らす。その音を合図に、後ろに控えていたモンスターがゆっくりと前に歩み出た。そのシルエットは、人型を取っているパンフォットと全く同じ。ただガズゥのモンスターには顔がない。全身を黒一色に染めるその姿は、パンフォットの影かげそのものだ。

　パンフォットの姿を奪うばった影に向けて、怒りが頂点を突とつ破ぱしたレミが喉のどを震わせる。

「──言わせておけばっ！　もう限界ッス。パンフォット、【獣化ザ・ビースト】！」

「がぅっぁぁああぅうっオォォゥォオオーン！」

　主を侮ぶ辱じよくされた怒りをけたたましい遠とお吠ぼえに乗せ、パンフォットの上半身が人から獣の肉体へと変化する。ただでさえ逞しかった腕はさらに筋細胞を肥大化させ、鼻先が前へ伸のびたかと思えば鋭するどい牙きばが口の端はしから鈍にぶい煌きらめきを放つ。

　同時にガズゥのモンスターにも変化が起きていた。パンフォットと同じく身体からだが肥大化し、顔とおぼしき部分から狼の鼻がせり出す。禍まが々まがしさと凶きよう暴ぼうさを増す影に、レミは引き下がるつもりなど毛頭無かった。その掌てのひらに刻まれた亜あ人じんの紋章から灰色の燐りん光こうが迸ほとばしる。魔獣錬磨師モンスタートレーナーとパートナーの魂たましいを繫つなげてモンスターの力を増ぞう幅ふくさせる技法、【契けい約やくの絆きずな】が発動し、主の怒りを受け止めたパンフォットがその足に蓄たくわえていた力を一気に爆ばく発はつさせる。

　パンフォットと同時にガズゥのパートナーの姿が霞かすんだその刹せつ那な、

「止めてください！」

　少女の声が響き渡わたり、獣と影の激突を鈍にび色いろの甲かつ冑ちゆうが受け止めた。

「や、止めてください」

　もう一度、手に持っていた本で顔半分を隠かくす少女が、怯おびえながらも懸けん命めいにレミとガズゥに訴うつたえる。だが、二人を止めたのは少女の声ではなかった。パンフォットと影のモンスターを上回る速度で飛び出したデュラハンが獣たちの首筋に黒剣を押しつけ、寸前のところその攻撃を中断させたのだ。
















　震える少女の隣となりに身を滑らせたジェバが、感情の籠こもらない声で警告する。

「やめろ、二人とも。大たい佐さの命令だ」

　怒ど鳴なりつけられるよりも腹の底が冷えるその声に、レミだけでなくガズゥの顔色が一いつ瞬しゆんで変わった。青ざめて大人しくなる二人に、少女が鼻先が見えるくらいまで本を下ろし、精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮かべて懇こん願がんする。

「あ、あの。喧嘩はダメです。な、な、な、仲良く……は無理でも、喧嘩はとにかくダメです。わ、わわわ、私たちの目的は他ほかにあることを忘れては、なな、なりませんっ。なので、そ、その……。は、はやく決勝会場へ向かいましょう！」

　気まずい沈ちん黙もくをなんとか破り、少女が声を張り上げる。その瞬間、デュラハンが生み出していた人ひと避よけの霧きりが晴れ、天頂に昇のぼった太陽の光が差し込んできた。

　一瞬光に目が眩くらんだレミが、ゆっくりとその瞼まぶたを持ち上げる。

　いつの間にか、ゴール地点はレミたち以外誰だれもいなくなっていた。
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「さぁ、皆みな様さま。大変長らくお待たせしました。いよいよ決勝トーナメントの開幕です！」

　巨きよ大だいな闘とう技ぎ場に幾いく羽ばも解き放たれた《拡声蝶スピーカー・バタフライ》から、アナウンスの声が会場内に木こ霊だまする。熱気、歓かん喜き、興奮、期待。観覧席を埋め尽くす観客から、割れんばかりの歓声と拍はく手しゆが沸わき起こる。近年大きな戦争もなく、人々はどこか闘争に飢うえていたのだろう。

　決勝トーナメントはＡブロックとＢブロックの二会場があり、島の二カ所に分けて設置されている。予想以上に観客が集まったための緊きん急きゆう処置ではあったが、そのどちらもがもう一方に負けないくらいの熱気に包まれていた。

　血湧わき肉躍おどる激闘への期待を胸に、観客たちが闘技台を囲むように設置された選せん手しゆ控ひかえ席に視線を送る。禍まが々まがしい気を放つ悪あく魔ま。控えの席には収まりきらない巨体を誇ほこるドラゴン。洗練された威い光こうを纏まとう天使。そして、隔かく絶ぜつされた存在感を放つ神。主の傍そばで闘争心を練り上げる多種多様なモンスターたちに、観客たちの視線がさらなる熱を帯びる。

　しかし、熱気が高まれば高まるほど、まるで反比例するように冷ややかな視線が集まるチームがあった。

　嘲ちよう笑しようが混じるその視線に、レインの隣に立っていたチームメイト、その掌に雷かみなりの紋もん章しようを宿し、雷の精せい霊れいピックをパートナーにするガゼット・ガールバレスが楽しげに眼鏡を押し上げる。

「いや～、見事に期待されてないね。僕たち」

「だろうな。まぁ、俺とペムペムは慣れっこだけどよ」

　冗じよう談だんぽく笑うガゼットに、レインが小さく肩を竦すくめながら笑みを零こぼす。レインも、降り注ぐ視線に込こめられた同情や侮ぶ蔑べつには言われるまでもなく気付いていた。これだけ豪ごう勢せいなモンスターが揃そろう中でスライムをパートナーにする自分たちは、さぞかし身の程ほど知らずに見えるだろう。

　だが、だからこそ、「でもよぉ」と言葉を続けたレインは、お生あい憎にく様さまとばかりに口の端を吊つり上げた。

「今日、この場に集まったスライムトレーナーはひと味違ちがうぞ。なぁ、ペムペム。ジナ。ルル」

「ぴぎぃー！」

「がぁんば、るっ！」

「きゅぴっ！」

　水色の身体を大きく揺ゆらすペムペムに続き、長い銀ぎん髪ぱつを揺らす少女、レインと同じスライムの紋章を刻むジナ・レームライトとそのパートナーであるルルがやる気満々とばかりに声を上げる。会場の空気をものともしないその自信にガゼットは呆あきれ気味の笑いを零したが、その笑いの中には多少の期待が混じっていた。レインやジナだけではなく、斜はす向むかいの選手控え席には、デタラメ加減では二人の足あし下もとにも及およばないスライムトレーナーのカルナが意い気き揚よう々ようと柔じゆう軟なん体操をしているのだ。会場の常識をひっくり返すメンツとしては十分すぎる。

「ああ～、早く試合してぇな。一回戦の相手はどいつなんだ？」

　湧き上がる高こう揚よう感かんに我が慢まんできず、レインが力強く拳こぶしを握にぎる。レインたちのＢ会場には、先に行われた抽ちゆう選せんで四チームが振ふり分けられたが、どのチームと対戦するかは未いまだ発表されていない。

　そんな気の逸はやるレインがいる一方、選手控え室の隅すみでパートナーの《氷ひよう狼ろう》レオンの背中に隠れる少女、狼おおかみの紋章をその手に宿し、魔ま獣じゆう食育師フードプランナーを志しているアリカ・セクスレンは、目め尻じりいっぱいに涙なみだを湛たたえて縮こまっていた。

「うぅ～。恥はずかしい……。なんで、みんなそんなに平気なの？」

　心配そうに鼻先を擦こすりつけてくるレオンにぎゅっと抱だきつき、アリカが質量保存の法則の限界に挑ちよう戦せんするように身体を小さくする。

　大おお舞ぶ台たいを前にすっかり萎い縮しゆくしてしまったアリカに、エルニアはやれやれと肩かたを竦めた。

「むしろ、アリカはあの肝きもの据すわり方を見習った方がいいんじゃないのか」

（うむ。そんなことでは最後まで身が持たんぞ）

「エルちゃん。それは絶対に無理だと思う。キーちゃん、もう十分に限界なんだけど」

　レインたちに負けず堂々としているエルニアとキールに、アリカがレオンの耳と耳の間に顎あごを乗せながら全力で抗こう議ぎする。

　そのやりとりを横目に見ていたレインの耳に、観客の歓声に負けない元気の良い声が飛び込んできた。

「レ～イ～ン～！　がんばれ～！」

　特別来らい賓ひん席にいるフェティが身を乗り出し、大きく両手を振りながらレインたちを応おう援えんする。そんなフェティに、ちょっとは良いところ見せてやらなきゃとレインが意気込むと同時に、長々と出資国の祝辞を読み上げていたアナウンスがようやく途と切ぎれ、トーナメントの組み合わせの説明が会場に鳴り響ひびいた。

「ではでは、皆様。気になる本日のトーナメントの組み合わせですが──あちらの塔とうをご覧くださいっ！」

　アナウンスを務める女性の声に誘さそわれ、全すべての視線が闘技場の北側に建てられた乳白色の塔へと集中する。そこには、聖職衣に身を包んだ女性が佇たたずんでいた。紺こん色いろのローブを風にはためかせ、塔と同じ乳白色の細い腕うでが天へと翳かざされる。次の瞬間、彼女の手に刻まれた神の紋章から神こう々ごうしい白光が燦きらめき、天へと昇のぼったその光の道を辿たどって三人の女め神がみが塔の頂に降臨した。

　聖母のように微ほほ笑えむ女性が、その口を静かに開く。

　水の流れる音の如ごとく透すき通ったその声は、どよめく会場の中でも不思議とよく響いた。

「戦場に集つどいし子に、運命の女神《モイライ》の祝福を。その糸に紡つむがれる者は、前へ」

　包み込むような彼女の声に、どよめきが収まり、会場がシンと静まり返る。誰もが言葉を発せずに、ただただ塔の頂に目を奪われていた。

「クロートー。運命の糸を」

　厳おごそかに呟つぶやく神使いの声に一人の女神が小さく頷うなずき、その手に持っていた何かを天に掲かかげる。それは、淡あわい乳白色の光を放つ糸巻き棒だった。誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、巻かれた糸がひとりでに解ほぐれる。しゅるしゅると、止めどなく解ほどける白い糸。その糸は神の気まぐれの如く唐とう突とつに切れた。

　糸巻き棒から解き放たれた糸が、闘技場の空で静かに漂ただよう。

「ラケシス。運命の糸を、さだめを持つ者の元へ」

　二人目の神がゆっくりと天を歩き、優ゆう雅がに空を漂う糸を優やさしく捕つかまえる。そして、女神はそっと糸に口づけをした。そのあまりに美しい所作に、観客の誰もが思わずため息を漏もらす。だが、そのため息は次の瞬間驚おどろきに変わった。闘技場の空を漂っていた糸が命を吹ふき込まれたかの如くうねり始め、その両りよう端たんを二つの選手席へと走らせたのだ。

「のわっ!?」

「ぴぎぎ!?」

　一直線に飛来する糸の先に、レインとペムペムが思わず叫さけぶ。自在に空中を泳ぐ糸は、レインが避さける間もなくスライムの紋章が刻まれた掌へと巻き付いた。

「ぴ、ぴぎぎ？」

　女神のもとを離はなれてもなお輝かがやき続けるその糸に、レインの腕に飛び乗ったペムペムがおっかなびっくりと言った様子で身体の端はしで糸を突つつく。

「なるほど、洒落しやれてるな。神様が俺たちの運命を決めてくれるわけだ」

　ペムペムと同じくしげしげと糸を見ながら、納なつ得とくしたようにレインが頷く。

　続けて、エルニアが焦じれったそうに声を上げた。

「で、我々の相手はどこのチームなのだ？」

「あ、ああ。えっと、反対の糸の先は……っと」

　エルニアに促うながされ、レインが自分の手から伸のびる糸の先を追う。

「へぇ……一試合目はあいつらとかよ」

　真っ直すぐに闘技場を横断した糸の先を見み据すえたレインの双そう眸ぼうが爛らんと輝く。

　その背を押すように、盛せい大だいなアナウンスがレインの耳を叩たたいた。

「では、第一試合第一回戦の選手が決定致いたしました！　エルグ王国、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》のスライムトレーナー、レイン・エルハルト選手とノーマルスライムのペムペム。ムサシの国の魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《寺子屋『風ふう雅が』》のデビルトレーナー、テンドウ・ギンジ選手と《天てん狗ぐ》の風ふう天てん丸まる。モンスター、魔獣錬磨師モンスタートレーナー問わず、ダウンもしくは場外は10カウントでＴＫＯ。明らかな戦闘不能、もしくはギブアップ宣言で勝敗を決します。では、両者前へ！」

　響き渡わたるアナウンス。思い出したように歓声を上げる観客たち。

　だが、その歓声はレインとペムペムが闘技台に上がった途と端たん、熱を失った。

「ぷっ。初戦はスライムかよ。おもしろくねぇなー」

　忍しのび笑いが耳を打つ。

「まぁ、期待されてないわな」

「ぴぎぴぎ」

　レインはペムペムと共に肩を竦めた。まぁ、当然の反応だろう。スライムトレーナーを馬ば鹿かにされることも、期待されていないことも十分わかってる。

　だから、レインは同じく闘技台に上がってきたギンジと風天丸へと全神経を集中させることにした。

　そうだ。今さら、期待なんて──

「「「「レインっ！」」」」

「え？」

「ぴぎ？」

　耳を打ったその声に、レインとペムペムが揃って振り返る。

　選手席で、ガゼットたちが握り締しめた拳を掲げていた。

「「「「頑がん張ばれっ！」」」」

「っ！」

　感じたことのない熱が、レインの胸で爆ばく発はつした。考えてみれば、レインはチーム戦に出ることは初めてだった。スライムトレーナーであるレインとペムペムはいつも「足あし手で纏まといだ」と仲間外れにされていた。

　でも、今は違ちがう。

　レインとペムペムの勝利を信じて、期待してくれる仲間がいる。

　一いつ緒しよに肩を並べられる仲間がいる。

　値あたい千人に匹ひつ敵てきする仲間たちの声せい援えんは、観客たちの嘲笑を晴れ渡る空の彼方かなたへと吹き飛ばした。レインが、再び対戦相手へと面おもてを向ける。その口元が戦いとは別の喜びに綻ほころぶ。

「負けらんねぇな。ペムペム」

「ぴぎっ！」

　力強い返事がレインの耳を打つ。

　続けて、羨うらやましげな声がレインの耳に滑すべり込んできた。

「良い仲間だな。俺のとことは大違いだ」

　心底羨ましげな表情を浮うかべたギンジが、クイッと顎で後ろを指す。レインがそちらへ視線を向けると、ギンジの仲間の声援が耳に飛び込んできた。いや、声援と言うよりはヤジだろうか。極東の言葉でよく分からないが、苦く笑しようを浮かべるギンジの表情を見れば心打つ言葉でないことは察しが付く。

　レインは一いつ瞬しゆんだけガゼットたちのいる選手席に視線を走らせると、無意識のうちに微笑みながら改めてギンジと向かい合った。

「ああ、自じ慢まんの仲間だ。絶対に勝たせてもらうぞ。格好いいとこ見せたいからな」

「そー言われて、『はい、そうですか』なんて言えねぇな。羨ましいから容よう赦しやしねぇぞ」

　風天丸の背を叩きながら、ギンジが爛と双眸を輝かせる。口調は冗じよう談だん交じりだが、その口元は闘とう志し滾たぎる笑えみに塗ぬり潰つぶされた。

　レインの掌てのひらにじんわりと汗あせが滲にじむ。

「レインっ！　ペムペムっ！　いろいろ言いたいことはあるし、お前らを連れて行く話とかもしたいんだけど、今はそういうのどうでもいいわ。さぁ──」

　全身が粟あわ立だつような闘志を声に乗せ、ギンジが力の限り悪あく魔まの紋もん章しようが刻まれた拳を握り込む。その指の隙すき間まから、凄すさまじい生命力で天へと伸びる極東の植物、竹の如き若竹色の燐りん光こうが迸ほとばしった。

　ギンジが緑りよく光こうに包まれた拳を、レインとペムペムに突きつける。

「いっちょやろうぜ！」

　ギンジの声が、会場の全ての声を、音を吹き飛ばしてレインの鼓こ膜まくを殴なぐりつけた。

　レインの全身が、まるで台風を前にしたかのような緊きん張ちよう感かんに包まれる。これほど混じりっけのない闘志は久しぶり……いや、初めてではないだろうか。エルニアも幾いく度どとレインに闘志を叩き付けてきたが、ギンジのそれは質が違う。物が違う。意味が違う。

　レインの双眸が闘志に押し開かれ、頰ほおが歓かん喜きに緩ゆるむ。

　男と男だから通じ合えることがある。

　馬鹿と馬鹿だからこそぶつけたい拳がある。

　レインとギンジ。双方の選せん手しゆ控ひかえ席から呆あきれ混じりのため息が漏れる。

　そのため息をしっかりと耳で捉とらえながら、レインは水色の燐光が迸る拳こぶしをギンジに向けて突きつけた。

「ああ。任せろよっ！　嫌いやって言うほど楽しませてやるっ！」

「ぴぎぃー！」

　レインとペムペムの魂たましいの雄お叫たけびが、ギンジに負けじと会場の声と音を吹き飛ばす。

　もはや、戦場の魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちに、他の声は聞こえてはいなかった。

　そして、大会のルール上省略してもいいと知りつつ、レインとギンジは申し合わせたかのように名乗りを上げた。

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「悪あつ鬼き師し、テンドウ・ギンジ。その使い魔、風天丸」

「「己おのが紋章とパートナー（使い魔）の名に懸かけて。勝負！」」

　会場の熱気を、二人の闘志が吹き飛ばす。

　神の糸に導かれ、いよいよ大会本戦が始まった。




　　　　＊




「さぁ。行くぜ、ペムペム！」

「ぴぎぃっ！」

　レインの声に、肩かたに乗っていたペムペムが鋭するどく応こたえる。刹せつ那な、レインとペムペムを繫つなぐスライムの紋章が共鳴し水色の燐光が燃え──

　瞬またたきの間に、その燐光は霧む散さんした。

「んなっ!?」

「ぴぎ!?」

　儚はかない瞬きを残して消失した燐光。【契けい約やくの絆きずな】が結べない。驚きと同時に襲おそいかかってきたのは、とてつもない疲ひ労ろう感かんだ。レインの顔が俄にわかに引き攣つる。

「くっそ、まだ回復してねぇか」

　頰を歪ゆがめたレインが、自分自身に悪態を吐つく。予選でフェティを狙ねらう襲しゆう撃げき者を撃退したときに、レインとペムペムは全力を絞しぼり出していた。その上での決勝トーナメント初戦のいの一番。いくらレインとペムペムが体力馬鹿でも、回復するには短すぎる。

　込こみ上げる焦しよう燥そう感かん。だが、レインはそれを気き概がい溢あふれる笑みで飲み込んだ。

「やれるよな。ペムペム！」

「ぴぎ……ぴぎっ！」

　心配そうにレインの顔を覗のぞき込んでいたペムペムが、力強く頷うなずき返す。このくらいのことで白旗を揚あげるほど、レインもペムペムも柔やわな鍛きたえ方はしていない。レインが意識を掌のスライムの紋章に集中させる。微かすかに、燃え尽つきる寸前の火種程度だが、【契約の絆】はレインとペムペムを繫いでいた。

　だが、それは傍はた目めには見えないほど微かなものだ。対たい峙じするギンジが、怪け訝げんな表情を浮かべて眉まゆを寄せる。

「なんだ。不調なのか、お前ら？」

「ああ、予選で張り切りすぎた。正直、バテバテだよ。でも油断なんかすんじゃないぞ。手加減なんかしやがったら、お前の相棒の鼻をへし折ってやるからな」

「ぴぎぃーっ！」

　いったい、その気合いはどこから湧わいてくるのだろうか。【契約の絆】がほとんど使えないほど疲ひ弊へいしているにもかかわらず、レインとペムペムの双眸に燃える闘志は、万ばん全ぜんの体調の時と相そう違いない。

　そしてその気合いを、レインと同じく双眸を燃やしたギンジは、よし、と受け取った。

「おっしゃ。いいぞ、その意気だ。それでこそ、俺が見込んだ男だよ。てーことで、手加減しないぞ。行くぜ風天丸！【剱つるぎの山の大団扇うちわ】！」

　笑いを含ふくんだギンジの声に、風天丸が重々しく頷きながら懐ふところへ手を忍ばせる。引き抜ぬいた無骨な手は、壮そう大だいな山々が描えがかれた団扇を握にぎっていた。

　ひょいっと、風天丸がその団扇を真上へ放ほうり投げる。

「ほあっ!?」

「ぴぎぎ!?」

　レインとペムペムが揃そろって間ま抜ぬけな声を漏もらしながら目を見開く。だが、誰だれもその声を、その顔を、馬鹿にしようとはしなかった。

　会場にいたほとんどの人間が、啞あ然ぜんと口を開き、自分の目を疑った。

　風天丸が放り投げた団扇が、次の瞬間、城じよう壁へきもかくやと言わんばかりの大団扇へと巨きよ大だい化したのだ。ドスンと重い音を立て、大団扇の柄えが闘技場の石いし畳だたみを打ち据すえる。

　見上げる程ほどの大団扇。その大木のような持ち手を、風天丸は軽々と抱かかえ上げた。

　ぐぐぐっ、と風天丸が身を捩ねじる。

　まさか、とレインが顔を引き攣らせる。

「ギンジ。やっぱりちょっとくらい手加減してくれる気は──」

「もちろんねぇよ！」

　無む駄だと思いつつレインが漏らした懇こん願がんを、ギンジは会心の笑みで笑い飛ばした。

「ひとつ払はらえば風の盆ぼん♪」

　ギンジが口ずさむ祭り歌の音おん頭どに合わせ、風天丸が冗談のような速度で大団扇を横に薙なぐ。ただの団扇と侮あなどるなかれ。うなりを上げる強きよう烈れつな風圧は風のドラゴンの息吹いぶきに匹敵した。

「どわああぁぁあああああ！」

「ぴぎぃいいいいい!?」

　レインがペムペムを抱え込みながら身を伏ふせ、石畳の縁ふちに指を引っ掛かける。だが、レインの身体からだに摑つかみかかった風の腕うでは、容易たやすくその指先を石畳から引き剝はがした。風に翻ほん弄ろうされ為なす術すべもなく転がるレインの視界に、けんけんと片足立ちでリズムを取る風天丸の姿が滑すべり込む。

「ふたつ払えばじゃんとこい♪」

　カカッと一本歯下駄を打ち鳴らし、風天丸が大団扇を逆に薙ぐ。一撃目よりも一層強い突とつ風ぷうは、身を起こしたレインを嘲あざ笑わらうかのように再び闘技台に押し倒たおした。

　三度目はさらに速い。

「みっつみっつでちんどん屋♪」

　陽気なリズムに合わせ、凶きよう暴ぼうな暴風が吹ふき荒あれる。その風に、トドメとばかりの一ひと振ふりが加わった。

「よ～っつしまいの山王祭！」

　たった一人で祭まつり囃ばや子しのように賑にぎやかな声を張り上げるギンジに合わせ、風天丸がもはや視し認にんすら出来ない速度で大団扇を振り払う。

　轟ごうと唸うなる風の音。折り重なる突風が、レインとペムペムを闘技場の端はしまで吹き飛ばした。

「さぁ、どうするよ？　レイン、ペムペム！」

　風を追い越こし、ギンジの声がレインの耳に突つき刺ささる。挑ちよう戦せん的なその声に対する応えは、レインの懐から青い砲ほう弾だんとなって飛び出した。

「むっ！」

　ギンジが鋭く目を細め、一直線に間合いを詰つめてきたペムペムを睨にらみ付ける。レインに抱だき抱えられながら最大限までタメを作っていたペムペムが、一足飛びに風天丸へと突っ込んできた。だが、ギンジの正面を預かる風天丸は冷静だ。その隆りゆう々りゆうたる筋肉を一層隆りゆう起きさせ、主あるじの指示を待たずに肩に担かついでいた大団扇を横に薙ぐ。

　突風が砂すな埃ぼこりを巻き上げ、突撃してきたペムペムを迎むかえ撃うつ。青い砲弾と豪ごう風ふうの衝しよう突とつは、見事に予想を裏切らなかった。青い砲弾はあっさりとその勢いを殺されると、レインのもとへ押し戻もどされた。

　飛んできたペムペムを受け止め、レインが、再びその場に身を伏せる。

　その口元に浮かんだ不敵な笑みを、ギンジは見み逃のがさなかった。

「風天丸、レインたちを侮るな！　左右から来──」

「「ぴぎぃー！」」

　ギンジの警告を、闘技場の外から回り込んできた二体のペムペムが吹き飛ばす。場外は10カウントで負けになるが、逆に言えば十秒間も猶ゆう予よがある。風天丸が巻き上げた砂さ塵じんは格好の目め隠かくしだった。

　身体を跳はね起こしたレインが、微かに目を見開く風天丸を睨み付ける。体力もギリギリのレインに何が出来ると侮っていた悪魔に向けて、レインは悪魔的以上に好戦的な笑みを振り撒まいた。

「油断すんなって言ったろ！　行け、ペムペム！　【体当たり】！」

「「ぴぎぃー！」」

　馬ば鹿かにするなとばかりの憤ふん激げきを迸らせながら、ペムペムが左右から風天丸を挟はさみ込む。その時、ようやく風天丸の表情に変化が起こった。泰たい然ぜんとした山の如ごとき双そう眸ぼうが、烈れつ火かの如き炎ほのおを宿す。

　痛烈な蹴けりが、押し迫せまる分ぶん裂れつ体をものの見事に蹴り飛ばした。文字通り敵を一いつ蹴しゆうした風天丸の肩を白い歯を見せて笑うギンジがぽんと叩く。

「分かったろ？　遠えん慮りよはいらない相手なんだよ風天丸。【鳴なる門と大駒コマ相撲ずもう】！」

　発破を掛けるギンジに、風天丸が大団扇を投げ捨て素す早ばやく両手を懐に忍しのばせる。引き抜かれた両手には、極東の島国の玩がん具ぐ、コマが握られていた。風天丸が一本歯下駄を軸じくに旋せん回かいし、左右ほぼ同時に手にしていたコマを放り投げる。途と端たん、団扇の時と同じく回転するコマが見上げるほどに巨大化し、蹴り飛ばされた勢いを上乗せして加速していた分裂体に襲いかかってきた。

「「ぴぎゃ!?」」

　圧あつ倒とう的な質量差に、コマと衝突した分裂体があっけなく吹き飛ばされる。鞠まり玉だまのように飛ばされる分裂体を尻しり目めに、風天丸はさらに四つのコマを懐から取り出し、それを今度はレインに向かって投げつけてきた。削さく岩がん機きのように軸で闘技場を抉えぐる大ゴマが、お互たがいを突き飛ばしながらレインに向けて肉にく薄はくする。

「物を巨大化させる能力か？」

　視界を覆おおい尽くすコマの群れに冷ひや汗あせをかきながら、レインが意外と冷静な声を零こぼす。風天丸の攻こう撃げきには、悪あく魔ま特有の禍まが々まがしさがない。レインの知っている悪魔は鎖くさりを能力の契けい機きにしていたが、風天丸の団扇やコマからはそれがないのだ。

　【契約の絆】が使えないハンデを覆くつがえそうと、レインはとにかく頭をフル稼か働どうさせて風天丸の能力を分ぶん析せきした。そして、それは今のレインにとってかなり絶望的な現実だった。

　悪魔の膂りよ力りよくに巨大化の異能。その単純な組み合わせがいかに恐おそろしいかは、コマに押し潰つぶされるレインとペムペムに思わず悲鳴を上げた観客が物語っている。

　だが、それでもレインは顔に笑えみを浮うかべ続けた。

　見上げるほどの巨大な敵なら、ペムペムは今まで幾いく度どとなく乗り越えてきたからだ。

「あのコマの回転、逆に利用させてもらおうぜ。ペムペム、【体当たり】だ！」

「ぴぎ！」

　レインの声に、ペムペムが迷い無くその身を襲いかかるコマに向けて跳ね上げる。観客の悲鳴が木こ霊だまし、ペムペムはあえなく弾はじき飛ばされた。その上、飛ばされた先には別のコマが回っている。コマとコマに囲まれたペムペムが、まるでピンボールのように翻弄される。

　弄もてあそばれるペムペムに、観客の女性が耐たえきれなくなり審しん判ぱんに向けて制止を呼びかける。

　しかし、その声は、次の瞬間、わっと驚きに沸く歓かん声せいに飲み込まれた。

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　観客たちが目を瞠みはる。コマに囲まれ、弾かれるだけだったペムペムが、徐じよ々じよにコマを闘技場の外へと押し出し始めたのだ。

「おっし！　いいぞ、ペムペム。その調子だ！」

　レインが拳こぶしを握り締しめながら、ペムペムに檄げきを飛ばす。その双眸が見み詰つめる先で跳ね回るペムペムは、コマに匹ひつ敵てきする速度で回転していた。もともと、スライムの軟なん体たいに打撃は効き難にくい。その特性をフルに活いかしてコマの中に突っ込んでいたペムペムは、跳ね飛ばされる度たびにコマの回転運動を自分の回転力に上乗せしていったのだ。

　だが、悠ゆう長ちようにしている暇ひまは無い。コマの一つが、ガガガガガガガガガッと凄すさまじい音を立ててレインへと迫っていた。

「ぴぎぎ！　ぴっぎゅう！」

　主あるじの危機に、ペムペムが吼ほえる。ペムペムは一度地面に着地すると、回転力を殺さずにそのまま闘技場を転がり、レインに迫るコマの近くで旋回していた別のコマへと体当たりを繰くり出した。ペムペムの回転力はまだまだコマに比べて劣おとっていたが、僅わずかに傾かたむいたコマはそのまま大きく弧こを描えがき、レインに迫っていたコマと衝突した。爆ばく発はつに似た衝撃音が轟とどろき、二つのコマが全く別の方向へと弾き飛ばされる。コマの一つは闘技台から弾き飛ばされて観客を護まもる外がい壁へきへとめり込み、別のコマはさらに別のコマへと衝突した。轟ごう音おんが連続して弾け、コマが次々に闘技台の外へと弾き飛ばされる。

　その混乱の最中、コマの回転力を十二分に吸収したペムペムが闘技台を転がり、風天丸へと強きよう襲しゆうを仕掛けた。身体を跳ね上げたペムペムの体当たりが、僅かに身を逸そらした風天丸の長い鼻先を掠かすめる。鼻先をチリリと摩ま擦さつで焦こがした風天丸は、馬鹿にしていたペムペムの意外な奮ふん闘とうを見て面おも白しろいとばかりに口元を歪ゆがめると、烏からすを思わせる翼つばさを羽ばたかせ、天高く飛ひ翔しようした。

「【大おお江え戸ど温泉大メンコ】！」

　ギンジが楽しげに喉のどを震ふるわせ、太陽を背負う風天丸が三み度たび懐ふところへ手を滑すべらせる。取り出したのは、長方形の小さなカードだ。両面に湯の絵が描かれた絵札を掌てのひらに乗せた風天丸が、闘技台を転がるペムペムに狙ねらいを付けて、一気にその手を振り下ろす。風天丸の手を離はなれた瞬間、メンコは天を覆うほどに巨大化した。

「ぴぎゅっ!?」

「ペムペム、逃にげろ！」

　メンコの影かげに覆われたペムペムが、目を丸くしながら必死にその身体を転がし続ける。辛かろうじて、ペムペムは地面とメンコに挟まれる間ま際ぎわにその射程圏けん外がいへと離り脱だつした。スライムの逃げ足の速さはモンスターの中で随ずい一いち──

「ペムペム！　もう一枚来たぞ！」

「ぴぎぃーっ!?」

　レインの声に、微かすかに緊きん張ちようを解いたペムペムが悲鳴を上げる。遊ゆう戯ぎの心があるからなのか、風天丸の攻撃にはとにかく殺気が無い。だから、転がり続けて視界の狭せまいペムペムは、天から降り注ぐもう一枚のメンコに対する反応が遅おくれてしまった。

　転がっていては逃げ切れないと悟さとったペムペムは、回転力を犠ぎ牲せいにする代わりに、その身体を百八十度後ろへ跳ね上げた。闘技台の五分の一を覆う一枚目のメンコの上へ離脱したペムペムが、ふぅっと胸を撫なで下ろす。

　それが甘い考えだとペムペムはすぐに思い知らされた。巻き上がる風圧。地面を打ち据すえた二枚目のメンコに一枚目のメンコが掬すくい上げられ、ペムペムがバランスを大きく崩くずす。慌あわてふためくペムペムの身体を、今度はシャンッという厳おごそかな音が撫なでた。浮き足だったペムペムの身体に、横よこ薙なぎにした錫しやく杖じようの柄えが食くらいつく。

　その瞬しゆん間かん、レインの双眸が煌きらめいた。

　自ら接近してペムペムを討うちに来た風天丸に、レインが拳を突き上げる。
















「ペムペム、弾け！」

「ぴぎゅう！」

　鋭するどい指示を受け、身体に錫杖を食い込ませたペムペムが刹せつ那なの時を見誤らずに身体を捻ひねる。軟体に包み込まれた錫杖はスライムの身体にからめとられるや否いなや、天に向けて弾き上げられた。

　これには流石さすがに風天丸もギョッと目を見開く。

　その隙すきを、レインとペムペムは見逃さなかった。

　攻せめに転じるには今しか無い！

　レインがありったけの闘とう志しをスライムの紋もん章しように叩たたき付ける。か細い瞬またたきではあったが、微かに水色の燐りん光こうがその掌に灯ともった。同時に、青い砲ほう弾だんが闘技場の両りよう端たんから打ち上がる。コマに弾き飛ばされてからずっと気配を殺し、身を隠かくしながら最大限まで身体からだを撓たわめかせていた二体のペムペムが青い軌き跡せきを残して殺さつ到とうする。

　二発の青い砲弾は、再び振り下ろされた錫杖よりも早くペムペムの身体を挟み込んだ。

「【崩ほう身しん】！」

「ぴっぎゃう！」

　渾こん身しんの声を張り上げたレインに、ペムペムが力強く応こたえる。そこへ振り下ろされた錫杖は、身を捻るペムペムに再び弾かれた。いやただ弾き返されただけではない。その反動に耐えきれず風天丸の手から錫杖がすっぽ抜ぬける。

　規格外のエネルギーを身体の中で脈動させるペムペムに、痺しびれた手首を擦こする風天丸の双眸が驚おどろきと、僅かな尊敬に見開かれる。

　スライムの身に起こった変へん貌ぼうに、観客の誰だれもが息を吞のむ。その時、広い選手控ひかえ室を一人で独どく占せんするカルナが、子供のようにはしゃぎながら大きく身を乗り出した。

「おいおい、【崩身】まで使えるのかよ!?　やるなぁ～、レインもペムペムも！」

　カルナが興奮を堪こらえきれずに口の端はを吊つり上げる。超ちよう振しん動どうを加えることにより身体の細さい胞ぼうを崩ほう壊かいさせ巨きよ大だいなエネルギーとする【崩身】を生みだしたのは、他ほかでもないカルナだ。故ゆえに、修得するまでどれだけ狂きよう気きじみた荒あら行ぎようが必要になるか、カルナが誰よりも知っていた。武む者しや震ぶるいを抑え切れないカルナが、湧わき上がる衝しよう動どうのままに手すりへと足を掛かける。

「ぎゅぴ！　ぎゅぴぎゅぴ、ぎゅぴぴぴ！」

「とっとと。分かってるよ、ロググ。我が慢まんするって」

　今にも参戦しようとしたカルナを、肩かたに乗るロググが慌てて押し止とどめた。目め尻じりを吊り上げる相棒に、カルナが所在無げに持ち上げた足を下ろしながら、誤ご魔ま化かすように笑いを零す。

　そんなカルナに見守られているとはつゆ知らず、レインは声を張り上げた。

「今だ、ペムペム！　叩き込め！」

　頼たよりない燐光を精せい一いつ杯ぱいに瞬かせながら、レインが拳を突つき上げる。同時に、青い砲弾が錫杖を拾い上げる風天丸の顎あごを打ち抜いた。突き出た顎に体当たりを食らった風天丸は、低く唸うなりながら即そく座ざに錫杖を掌で回転させる。掬い上がる錫杖に、ペムペムは構わず風天丸の顎から飛び退のいた。空中に放ほうり出されるペムペムを【崩身】を手助けした分ぶん裂れつ体たいが受け止め、再び風天丸の顔面へと跳ね上げる。愚ぐ直ちよくに飛び込んできたペムペムに、風天丸は素早く懐へ手を忍ばせた。研ぎ澄まされた脇わき差ざしの刃やいばが降り注ぐ太陽の光を切り裂さいて煌めき、ペムペムへと振ふり下ろされる。斬撃はスライムにとって致ち命めい傷しようだ。だが、脇差しと交わるはずだったペムペムの軌き道どうは、脇から飛び込んできたもう一体の分裂体の体当たりにより強ごう引いんに変へん更こうされた。脇差しは空を切り裂き、ペムペムの体当たりが風天丸の屈くつ強きような腹部へと突き刺ささる。腹筋を貫つらぬく衝撃に、風天丸の強面こわもてが一層険しさを増した。

　そこでようやく、空中に翻ひるがえっていたメンコが闘技場を叩き、粉ふん塵じんを巻き上げる。

　風天丸に痛打を浴びせたペムペムは、そのメンコに続き迷うことなく飛び降りた。ペムペムの狙いに気がついた風天丸が、黒い翼を羽ばたかせて一気に滑かつ空くうする。闘技場を横切るペムペムを追い越こした風天丸は、ギンジの前に滑り込むや否や即座にその身を翻した。

　大団扇うちわ、大独コ楽マ、そしてメンコが散らばる闘技場で、天てん狗ぐとスライムが衝しよう突とつする。脇差しを腰こしに携たずさえ低く構えた風天丸が放ったのは、明確な殺気だ。だからこそ、スライムのずば抜けた危機察知能力が反応する。逆袈け裟さ斬ぎりに脇差しが振り上げられる直前、ペムペムは身体を急停止させた。拉ひしげた身体に蓄たくわえられたエネルギーを、そのまま胴どうを上げた風天丸へ放出する──ように見せかけて、ペムペムはさらにタメを続行した。ペムペムの気き迫はくに直すぐさま翻った脇差しが、叩き付けられた気合いのみを切り裂き虚こ空くうを薙なぐ。

　風天丸の身体が大きくぐらついた。脇差しを振り下ろしたタイミングに合わせて、分裂体たちが膝ひざと肘ひじに突き刺さったのだ。バランスを崩した風天丸に、限界まで身体を拉げさせていたペムペムの体当たりが突き刺さる。

　ガッと音を立てて、一本歯下駄が闘技場の石いし畳だたみにめり込んだ。胸むな板いたに突き刺さるペムペムの体当たりを、風天丸が剛ごう脚きやくをもって支えきる。

「くっそ。やっぱり軽いか」

　レインが口くち惜おしそうに呟つぶやく。今の一撃は十分に手て応ごたえはあったが、やはり万ばん全ぜんでは無い【契けい約やくの絆きずな】は所々に綻ほころびがある。今の体当たりにしろ、先の体当たりにしろ、ペムペムの体当たりにはここ一番の力が欠けていた。速度そのものが落ちていないのは救いだが、絶対的に決め手に欠ける。

　それでも、レインの目に失望は浮かんでいなかった。残された気力と体力を、経験則とで秤はかりに掛ける。か細い【契約の絆】を最低限維い持じ。なんとか、こちらの準備が整うまで、風天丸の攻こう撃げきを避よけきる。ペムペムの逃げ足の速さなら、可能なはずだ。

　モンスターが自分の壁かべを乗り越えたときに発現する奇き跡せき。【昇しよう華か】の発動を見み越こして、レインが今にも途と切ぎれそうになる意識を繫つなぎ止める。

　張り付くように決して間合いを開けず跳ちよう躍やくを繰り返すペムペムに、風天丸が煩わずらわしそうに顔を歪める。武術の心得があるのか、先ほどの大おお技わざとは違ちがい、脇差しを操あやつるその動きは繊せん細さいにして俊しゆん敏びんだ。事実、【崩身】により速度を跳はね上げているペムペムの身体が、避けきれない斬撃に幾いくつもの傷を刻まれていく。その傷は、レインの肌はだにも薄うすい血の線となって現れていた。【契約の絆】が結ばれていれば、モンスターの受けるダメージもまた魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還かん元げんされる。

　頰ほおや首筋、指先に走る幾いく重えもの血の筋を無視して、レインは風天丸の一挙手一投足を睨にらみ続けた。必要であればペムペムに指示を飛ばせるよう、全神経を敵の動きを見切ることに注ぎ込む。

　その時、突とつ如じよとして猛もう烈れつな寒気がレインの首筋に這はい上がってきた。

「なっ!?」

「ぴぎ!?」

　叩き付けられた強烈な怒ど気きにレインが思わず息を詰つまらせ、ペムペムが身体を強こわばらせる。跳ね上がった風天丸の膝は、その一瞬の停てい滞たいを見み逃のがさなかった。衝撃を緩かん和わするために飛び込んできた分裂体ごと、ペムペムの身体がレインのもとへと蹴けり飛ばされる。咄とつ嗟さにペムペムを受け止めたレインは、そのあまりの速度に身体を仰のけ反らせた。

　大きな隙を作ってしまったレインが慌てて上半身を起こし、風天丸に視線を走らせる。

　だが、風天丸は追撃を仕掛けようとせず、ギンジの傍かたわらへと飛び退いた。

　バサッと黒翼をはためかせた風天丸が、その切れ長な双そう眸ぼうをギンジへと定める。風天丸の視線を受け止めたギンジは、意外そうに目を丸くした。

「おいおい、珍めずらしいな風天丸。お前の方からせがんでくるなんて。──俺の見立て通り、あいつらは手強かったか？」

　楽しげに双眸を細めたギンジに、風天丸が重々しく頷うなずく。そして、僅わずかな慢まん心しんも油断も無くレインたちと対たい峙じし直した風天丸に、ギンジは肩を揺ゆらしながら哄こう笑しようした。

「ハッハッハ！　そうかそうか悔くやしかったか。分かったぜ、風天丸。お前の悔しさ、晴らしてやるよ！」

　悪あく魔まの紋章が刻まれた掌を、ギンジが小指からゆっくりと握り締しめる。

「いけませんっ！　帝みかど！」

　ギンジ側の控え席にいた誰かが切せつ羽ぱ詰つまった声を上げる。その声は、ギンジを止めることは出来なかった。

　ギンジが最後に残った親指を折り畳たたむ。

　その間際、レインは確かに見た。

　ギンジの掌に刻まれた悪魔の紋章に、異国の文字が浮うかび上がっているのを。

「【掌しよう握あく】！」

　ギンジが握った拳こぶしを天に向けて突き上げる。その瞬しゆん間かん、掌から迸ほとばしっていた若竹色の燐光が弾はじけ、天を突き破るような光の柱へと姿を変えた。同時に、風天丸が天に向かって咆ほう哮こうを上げる。その身から迸る覇は気きが、別次元へと跳ね上がる。

「な、なんだ!?」

　目の前の光景に、レインの背筋を電流が貫く。【昇華】ではない。しかし、【崩身】でもない。共鳴するように輝かがやきを増す燐光が見せるそれは、【契約の絆】の輝きであって【契約の絆】ではなかった。もっと深く、強く、熱い魂たましいの絆が、風天丸の身体を若竹色の光で包み込む。

　闘とう技ぎ場の全すべての視線を奪うばった風天丸は、片手の手首をもう一方の手で握り締めると、腰深く構えた。鍛きたえ上げられた指先が撓み、掌しよう上じようの空間が陽炎かげろうのように揺らめく。

　あれはヤバい、と直感するレインの耳にギンジの声が突き刺さった。

「レイン、お前がもし風天丸の能力を物をでかくするものかなんかと思っているなら、それは大きな間違いだよ」

「違う、っていうのかよ」

　攻撃のタイミングを計っていたレインが、ギンジの声に思わず応える。おそらく、レインはかなり悔しげな表情をしていたのだろう。

　ニッと微ほほ笑えむギンジは得意げにその口の端を吊り上げた。

「ああ、違う。むしろ逆だよ。風天丸の能力は物をでかくするんじゃなくて、小さくする力だ。【万ばん物ぶつ掌しよう上じよう】、それが天狗の持つ神通力の名だ。俺たちは、この力をもってして天下を取る！」

　滾たぎる声に野望を乗せ、ギンジが吼ほえる。その声に応えるように若竹色の輝きが増し、風天丸の掌の揺らめきが大きくなった。レインの背筋がぞっと強ばる。それは、この辺り一帯の空間が引き歪ゆがむ悲鳴を聞いたからかもしれない。だが同時に、レインは納なつ得とくできなかった。これほどの力があるのに、ギンジと風天丸は初めからこの力を使わなかったのか。

　疑問は、レインの視線が風天丸の双眸と激突した瞬間に吹ふき飛んだ。顔から大おお粒つぶの汗あせを滴したたらせる風天丸の放つ気迫は尋じん常じようでは無い。もはや、なりふり構ってはいられなかった。隙すきの無い風天丸の隙を作ろうと、レインの視線を受け止めたペムペムが分裂体と共に風天丸に向けて身を打ち出す。

　世界が弾けたのは、その時だ。

　それは、無む音おん無む明みようの爆ばく発はつだった。ただ衝しよう撃げきだけが吹き荒あれ、闘技場を蹂じゆう躙りんする。飛び出したペムペムが為なす術すべも無く吹き飛ばされ、観客たちの帽ぼう子しやケープが一いつ斉せいに宙を舞まった。飛んできたペムペムをレインが受け止められたのはそれこそ偶ぐう然ぜんに他ほかならない。

　本能がレインの目を閉じさせ、ゴロゴロと闘技場の上を転がされる。その耳が、微かすかに音を捉とらえた。石畳を蹴る音と風を切る音。その二つの音を纏まとう闘気に、ようやく衝撃の呪じゆ縛ばくから解放されたレインが慌あわてて薄目を開ける。

　眩まぶしい太陽の中から、無骨な手が翳かざされた。レインが声を上げる間もなく、その掌が抱だき締めていたペムペムを捉える。その瞬間、レインの腕うでが虚空を抱き締めた。胸の中にいたペムペムの重さが消え、レインの顔がサッと青くなる。

「ペムペム！」

　全身を襲おそう痛みを無視して、風天丸の手を払はらったレインが身体からだを跳ね起こす。いない。ペムペムの姿が、どこにも無い。

　ペムペムが……消された!?

「て、てめぇ！」

　カッと血流が沸ふつ騰とうするほどの怒いかりを爆発させたレインが、無我夢中で拳を繰くり出す。だが、その拳が微び動どうだにしない風天丸の頰を捉える寸前、レインの鼻先に水色の小粒が飛び跳ねてきた。

「ピぎぃー。ピぎピぎー。ピッぎー！」

「へ？……ペ、ペムペム？」

　慌てて拳を止めたレインの口から、気の抜ぬけた声が漏もれる。鼻の上で飛び跳ねる小さな小さなペムペムは分裂体を細かくする【分散】よりもさらに小さい。それこそ小指の爪つめほどまで小さくなったペムペムが、必死にレインの鼻の頭の上で飛び跳ねていた。

　へなへなと、気を抜いたレインがその場に腰を落とす。ペムペムがこれでは、いくら何でも戦えない。踵きびすを返す風天丸の背を目で追うと、戻もどってきた風天丸の肩かたを頼たのもしげに叩たたくギンジの笑えみが飛び込んできた。

「惜おしかったな、レイン。次は万全の時にやろうぜ」

　眩しいくらいの笑みを浮かべるギンジに、レインが負けじと空から元げん気きの笑みを返しながら、全身の力を抜いて背中から倒たおれ込む。気の抜けたところへ、特大の疲ひ労ろうが襲いかかってきた。突然倒れたレインに、ペムペムが大おお慌あわてで小さな身体をノミのように跳ね上げる。

　そんなペムペムに「大だい丈じよう夫ぶだ」と答えながら、レインは暫しばし身体を包み込む心地よい疲労と敗北感の余よ韻いんに浸ひたり続けた。
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「悪い。負けちまった」

「ピぎ～……」

　豆まめ粒つぶペムペムを鼻の上に乗せながら、レインは控え席に戻るなり両手を合わせて謝罪した。意気込んでいったのに、結果は見事に完敗。声せい援えんを送ってくれた仲間に合わせる顔が無い。耳に突つき刺さる沈ちん黙もく。出来れば先制してチームに勢いを付けたかったレインが、込こみ上げる悔しさにぐっと奥歯を嚙かみ締める。

　慌てた声がレインの耳を叩いたのはその時だった。

「ううん。レイン君もペムちゃんも頑がん張ばったよ！」

「アリカ？」

　おずおずと顔を持ち上げるレインに、アリカが駆かけ寄って来た勢いのままレインの手を取り胸むな元もとに抱きしめる。指先を包んだ柔やわらかな感かん触しよくに顔を真っ赤にするレインを余所よそに、アリカは優やさしくも力強く微笑んだ。

「そんなに落ち込まないで。ね。それよりも、ペムちゃんは大丈夫？　ちっちゃいままだけど、元に戻るの」

「あ、ああ。しばらくすれば元に戻るって、ギンジが」

「よかった～。ちっちゃくて可愛かわいいけど、このままだと困るもんね」

　ほっと胸を撫なで下ろしたアリカが、レインの手から離はなした指先をゆっくりと持ち上げる。心配されたことが嬉うれしかったのか、ペムペムはレインの頭から勢いよくアリカの指先に飛び移った。

「ピぎピぎピぎぃ～」

　指先に小さな身体を擦こすりつけるペムペムに、アリカが擽くすぐったそうに微笑む。

　そんなアリカの目の前を、桃もも色いろの何かが横切った。

「きゅーぴ！」

「ピぎぎゅぎゅぎゅっ!?」

　咄嗟に逃にげようとしたペムペムを、ルルが大きく開けた口で丸まる吞のみにする。豆粒ペムペムを口に含ふくんだルルは、敗北したのに全然堪こたえない敗者へのお仕置きとばかりに、その身体を思いっ切り回転させた。

「きゅぷきゅぷきゅぷ！」

「ピぎぃーーっ！」

　回転に合わせてもごもごと口を動かすルルに、ペムペムが目を回しながら悲鳴を上げる。

「お、おい。ちょっと、ル──」

　ルルを止めようと前まえ屈かがみになったレインを、ビシッと突き出された白い指先が押し止とどめた。そのままレインの鼻にぎゅっと指先を押し込んだジナがフンッと小さく鼻を鳴らし、半分閉じた瞼まぶたから覗のぞく双そう眸ぼうに確かな自信を込めて頷うなずく。

「婿むこ様元気だ、す。大丈夫。次は、勝つ！」

「ジナ。──ああ、ありがとな」

　何一つ疑わないその瞳ひとみに、身体を起こしたレインが照れ臭くさそうに頰ほおを搔かく。そんなレインの肩が、突とつ然ぜん後ろから引っ張られた。疲つかれ切っていたレインは踏ふん張ることが出来ず、そのまま尻しり餅もちをつくようにベンチへと腰こしを落とす。

　朱あかいおさげ髪がみをレインの肩に乗せ、横から顔を覗き込んできたのはエルニアだった。ジナに負けないくらいの信しん頼らいを双眸に刻むエルニアが、思わずドキッとするほど優しい笑みをレインへと投げかける。

「皆みなの言うとおりだ、レイン・エルハルト。あまり、一人で気負うな。貴様が予選で力を使い果たしたのは重々に知っている。今は休んでいろ。借りは、私たちが必ず返す！」

「ちょっと皆みんな。レインに甘すぎじゃないかい？」

　口々にレインを励はげます三人に、ガゼットが腰に手を当てながら苦く笑しようする。ただ、その声には責めるような響ひびきはなかった。眼鏡の位置を整えたガゼットが、労ねぎらうように微笑む。

　仲間たちの労いに、レインの目め頭がしらが熱くなる。それを悟さとられまいとレインが照れ隠かくしの苦笑を浮かべたその時、《拡声蝶》の羽から次の試合を告げるアナウンスが響き渡わたった。

「さぁて、一試合目から白熱したバトルが繰り広げられました！　では、熱の冷めないうちに、次のカードの発表といきましょう！　運命の女め神がみ様、お願いします！」

　進行役の女性が大きく腕を振ふり上げ、塔とうに立つ聖母へ次なる対戦相手の選せん抜ばつを申しん告こくする。ローブを羽織った聖母は恭うやうやしく頷くと、三人の女神を仰あおぎ見た。

　思わずため息が漏れるほどの完かん璧ぺきな微び笑しようを浮うかべ、三人の女神たちが再び運命の糸を紡つむぐ。乳白色の糸は暫しばし空中を漂ただようと、一直線に滑かつ空くうし、ガゼットの腕に巻き付いた。

「おっ、次は僕たちか？　よし、ピック。ちょっとレインの弔とむらい合がつ戦せんに行ってこよう」

「マスター。まだ死んでないぞ」

　意地の悪い笑みを浮かべたガゼットがぐるっと腕を回し、髪の中から飛び出てきたピックが律りち儀ぎに主あるじの冗じよう談だんを訂てい正せいする。

「ガゼット！」

　そんなガゼットの背に、レインの声が突き刺ささった。勢いよく吐はき出されたその声に、ガゼットが不思議そうな顔をしながら振り返る。

　眼鏡の奥の双眸と視線を衝しよう突とつさせたレインは、一いつ旦たんは躊躇ためらうように顔を伏ふせたが、直すぐさま持ち上げると、力強い笑みと共に握った拳こぶしを突き出した。

「ガゼット。二番手、頼んだぜ」

「言われるまでもないよ。安心して見てなって」

　いつものように飄ひよう々ひようと肩を竦すくめながら、ガゼットが闘技場に向けて足を踏み出した。
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「とは言ったものの、流石さすがに緊きん張ちようするね」

　自分に向けられる視線に、ガゼットが苦い笑みを零こぼして頰を搔く。ベギオムの外では、学園のランキングなど何の意味も持たない。

　じわりと手に滲にじむ汗を感じながら、ガゼットが悟られないようにため息を零す。レインにはああ言ったものの、身体は正直だ。二番手を担になう重圧、観客からの圧力に、心臓の鼓こ動どうが意に反して動どう揺ようする。涼すずやかな笑みを浮かべてはいるものの、ガゼット自身、それがいつまで保てるか分からなかった。

　──ほんとに、レイン。君は大したヤツだよ。

　勝利こそ摑つかみ取れなかったが、この大おお舞ぶ台たいにして一いつ切さい気き後おくれせずに戦えるレインを、ガゼットは心の中で賞賛する。学年のランキングで上回っても、一対一の戦歴で遥はるかにガゼットが勝ち越こしていたとしても、ここぞというところで力を絞しぼり出すレインに、ガゼットは正直勝てる気がしなかった。

　ふぅっと、無意識に乾かわいたため息が口から零れる。その零れたため息を吹き飛ばすかのように、突然ガゼットの頰の辺りで雷かみなりの蕾つぼみが弾はじけ、眼鏡のシャフト部分を右から左に電でん撃げきが駆け抜けた。

「うわっ!?」

　目の前を横切った稲いな光びかりにガゼットの口から素すっ頓とん狂きような声が上がり、何が起こったか分からなかった観客たちから忍しのび笑いが漏れる。

「ピ、ピック？」

「何を考えているか当てて見せようか？　マスター」

「ん……ん～。じゃあ、当ててもらおうかな？」

　アーモンド型の双眸を挑ちよう発はつ的に細めるピックに、ガゼットが少しだけいつもの調子を取り戻しながら答える。すると、ピックはその小さな指先に満開の雷らい花かを咲さかせながら、誇ほこらしげに頷いた。

「安心しろ、マスター。マスターは強い。なにせ、この私が付いているのだからな」

「ピック……」

　本当に胸の内を見み透すかされたガゼットが、冷静な笑みを忘れたかのように、恥はずかしげに口元を歪める。一方、ガゼットの緊張と引け目が解ほぐれたのを確かく認にんしたピックは得意げに笑って羽ばたくと、ズレた主の眼鏡をその小さな両手で押し上げた。

「さぁ、集中しろマスター。不意を突かれたくなかったらな」

「え？」

　きょとんとした表情でピックの視線を追ったガゼットが、忠告の意味を理解して僅わずかに目を細める。

「おや？　おやおや。いつの間に？」

「さぁ、な」

　短く答えるピックに、ガゼットが柔にゆう和わな笑みを取り戻しながら浮うわついた心を引き締しめた。

　その少女は、まるで景色に溶とけ込むように、いつの間にかそこに立っていた。

　顔を覆おおう狐きつねの面は目を引くはずなのに、不思議と彼女には存在感が感じられない。ともすれば意識から外れそうになるその佇たたずまいに、ガゼットが少し前に読んだ東方の文ぶん献けんを思い出す。

「え～っと、たしか忍しのびっていうんだっけ？　君みたいな人のこと」

「──本来なら答えないのが習わしですが、ここは御ご前ぜんの場。答えるのが礼れい儀ぎでしょう」

　ちらりと来らい賓ひん客席へと視線を流した狐こ面めんの少女が、格式張った口調で答えて小さく顎あごを引く。肯こう定ていの意を示す少女に、ガゼットの好こう奇き心しんが大きく疼うずいた。

　文化が大陸とは大きく異なる極東の島国、ムサシには三つの特とく殊しゆな魔獣錬磨師モンスタートレーナーが存在する。神格のモンスターを従え祭事を執とり行う巫女みこ。鬼おにをもって鬼を払はらう陰おん陽みよう師じ。そして、狐こ狗ぐ狸りを従え敵を欺あざむく忍。他ほかにも、日本刀と呼ばれる刀を武器に一切魔ま獣じゆうと契けい約やくせずに戦う、侍さむらいという特殊な武芸者がいることなどを思い出しながら、ガゼットはさらに目の前の少女に問い掛かけた。

「そっか。じゃあ、ついでに教えてくれるかい？　さっき、ギンジ君が使ってた【掌しよう握あく】って技わざ、あれは一体何なんだい？」

「そこまで答える義理は流石にありません」

「それは残念だな……。じゃあ、君は使えるのかい？」

「出で鱈たら目めな帝みかどと私を一いつ緒しよにしないで頂きたい。あんな技、人を捨てなければ使えません」

　尊敬を上回る辛しん辣らつさを舌に乗せ、狐面の少女が深いため息を零しながら首を横に振る。

　一方、フムフムと口元に手を当てるガゼットは真しん剣けんだった。

「ふ～ん、なるほど。つまり、あの技は天てん狗ぐの固有技とかじゃないんだね。僕や──レインでも覚えることは出来るわけだ」

「──少し、話しすぎたようですね」

　人の良い笑えみを浮かべるガゼットに、狐面の少女が警けい戒かいを強め硬かたい声を零す。

「そうかい？　僕はもう少し話したいんだけど……まぁ、いっか。じゃあ忍の君は、これからどんな手を使って僕を騙だましてくれるのかな？」

「マスター……気をつけろ。悪い顔しているぞ」

　呆あきれ気味にピックが頰ほお杖づえを突つき、狐面の少女の足あし下もとで耳を搔いていた子狐のモンスターがビクッと身体からだを震ふるわせる。綿雪のような白しろ狐ぎつねはふるふると怯おびえたように小さな身体を震わせると四本ある尾おっぽをピンと立て、甲かん高だかい鳴き声でガゼットを威い嚇かくした。

「なるほど、マスターの性しよう悪わるさを感じ取ったか。賢かしこいな」

「そんな深刻そうに頷かれたら僕はどうすればいいんだい？」

　わざとらしく困った笑みを浮かべるガゼットに、ピックがフンっと小さな鼻を鳴らす。そんなピックの頭を指先で撫なでながら、ガゼットはハッと自分の質問を思い出し、思わず別の苦笑を零した。

　──レインも覚えられる、か。

　無意識のうちにレインが【掌握】を覚えられるよう情報を集めていた自分に、ガゼットが呆れとも喜びともつかない自じ嘲ちようを零す。

　その時、観客の期待を盛り上げるように、ガゼットと狐面の少女を紹しよう介かいするアナウンスが響き渡った。

「お待たせ致いたしました！　雷のエレメントトレーナー、ガゼット・ガールバレス選手と雷の精せい霊れいのピック。フォックストレーナー、シキ・ミズキ選手と《妖狐あやかしぎつね》の天てん狐こ。両選手の試合を開始致します！」

　アナウンスの女性の声に合わせて、勝手に試合を始めてしまったレインとギンジの戦いの時には鳴らせなかった銅ど鑼らが鳴り響く。その音が鳴り止やまぬうちに、腕うでを交差させて腰低く構えたミズキが一気にその腕を振りほどき、ガゼットに向けて何かを投とう擲てきした。殷いん々いんと木こ霊だまする銅鑼の音色を突き破ったのは無数のクナイだ。ある刃はは最短距きよ離りを、ある刃は視界の外から大きく弧こを描えがき、漆しつ黒こくの刃がガゼットに向けて殺さつ到とうする。

　視覚では到とう底てい追い切れない攻こう撃げきに、ガゼットとピックは即そく座ざに対応した。ピックが最短距離で間合いを詰つめてきたクナイに向けて細い腕を撓しならせる。

「【ボルトウィップ】」

　ガゼットの素す早ばやい指示が黒の帳とばりを迎むかえ撃うち、ピックの掌てのひらから伸のびた雷の鞭むちが飛来するクナイをからめとる。何重にもクナイに巻き付いた雷らい鞭べんから稲光が迸ほとばしり、光に吸い寄せられる雷光虫のようにガゼットに襲おそいかかっていた全すべてのクナイが、一本のクナイへと吸い寄せられた。大きな鉄の塊かたまりとなったクナイは、ピックが手を離はなした瞬しゆん間かんに縛いましめを解かれ、甲高い金属音を響かせながら落下する。

「電気でクナイを磁石に変えたのですね」

　ミズキが冷静にガゼットとピックの防ぼう御ぎよを読み解く。奇き襲しゆうが不発に終わっても、その声に動揺はない。ガゼットが瞬まばたきした瞬間、ミズキの片手に再び無数のクナイが装そう塡てんされる。ぐっと拳を握にぎった途と端たん何もないところから現れるクナイに、ガゼットの双そう眸ぼうが好奇心で輝かがやいた。

「すごい！　まるで手品だね。どうやってるんだい？」

「修練の賜たまものです」

　素っ気無く答えたミズキの腕が霞かすみ、無数の黒い輝きが再びガゼットに襲いかかる。クナイ時雨しぐれの第二波だ。今度はすべてまっすぐに放たれた切っ先に、ピックがミズキの真ま似ねをするように両腕を交差させて構える。花のおしべのように小さなピックの両掌が、雷の鞭を作り出すため激しい紫し電でんに包まれた。

「マスター」

「分かってるよ。もう一本【ボルトウィップ】」

　ピックが両手に雷鞭を握り、飛来するクナイ目掛けて両腕を撓らせる。重なり合う雷鳴と共に、雷鞭がクナイの時雨を迎え撃つ。

　しかし、飛来するクナイはただでは雷鞭とぶつからなかった。

「天狐【狐きつね火び・牡ぼ丹たん】」

「くぉーん！」

　甲高い鳴き声が鬼灯ほおずき色の炎ほのおを伴ともなって駆かけ抜ぬけ、数十輪の花へと姿を変える。投擲されたクナイが次々に炎えん華かに突き刺さり、鮮あざやかな炎の花びらが闘技場に散り乱れた。

　炎華の熱を奪うばい赤く焼けたクナイを、雷鞭がからめとる。だが、からめとられた二本のクナイを残し、残りは停てい滞たいすること無くガゼットたちへと殺到した。迫せまる焼けたクナイの群れに、ピックが鋭するどく舌を打ちながら雷鞭を手放す。瞬間、制せい御ぎよを失った雷鞭が弾け、稲光と共に衝しよう撃げき波はが一気にクナイを吹ふき飛ばした。

　小さな双眸に四散するクナイを映しながら、ピックが口の端はを歪ゆがめる。

「なぜ磁気化しなかったっ？」

「キュリー温度ってやつだよ。磁気は熱に弱──っ!?」

　途と中ちゆうで説明を切ったガゼットが、咄とつ嗟さにピックを摑みながら背を反らす。パキンッと言う乾いた音と共に、フレームを真っ二つに断たれ眼鏡が宙を舞まう。吹き飛ぶレンズには、低い体勢から腕を掬すくい上あげたミズキの姿が映っていた。

　逆手に持ち替かえたクナイを、ミズキが間かん髪ぱつ入れずにガゼット目掛けて振ふり下ろす。あわやというタイミングでピックが飛び込み、切っ先に雷の蕾を押し付けた。

　雷の蕾が弾ける刹せつ那な、天狐の鳴き声が木霊する。ミズキの胸むな元もとから顔を覗のぞかせた天狐が炎の華はなを生み出し、手放したクナイごと雷の蕾を包み込んだ。時間を引き延ばしたかのような長い長い一瞬の停滞。バキンと最さい期ごの悲鳴を残し、クナイが限界を迎え爆はぜ割れる。飛び散る破は片へんを避さけるためガゼットはピックを抱かかえながらその場に転がり、ミズキは大きく飛び退いた。

　一いつ旦たん間合いを取ったミズキだが、その動きが止まることはない。着地と同時に地面を蹴けりつけ、鋭い身のこなしでガゼットの死角死角へと移動する。ただでさえ眼鏡を落としてぼやける視界の中、ガゼットは低く呻うめきながらミズキの残像を追い掛けた。

　──動きはジナさんレベルだね。

　声を漏もらす暇ひまも無く、ガゼットが冷ひや汗あせをかきながら急いで身体を跳はね起こす。ミズキの身のこなしは、体術を駆く使しするジナと遜そん色しよくなかった。だが、動きの質が違ちがう。ジナが風や水のように流りゆう麗れいな動きを主体にするなら、ミズキのそれはピックの雷らい撃げきに似て鋭く速い。とても追い切れないその動きに、ガゼットは迷わず次の手を繰くり出した。

「ピック。【サンダーゴート】」

「了りよう解かいだ」

　直すぐさま頷うなずいたピックが首の周りに巻いた雷らい綿めんを四つに解く。小さな綿わたは空気中の微び弱じやくな電気を吸収し膨ふくれ上がり、雷の羊へと姿を変えた。耳の痛い音を立てて帯電する雷の羊たちが、ガゼットを中心に四方へ分かれる。触ふれれば感電する雷らい羊ようの防ぼう御ぎよ陣じん。その完成に胸を撫で下ろす暇すら無く、ガゼットはいつの間にか足下にばらまかれた奇き妙みようなものに眉まゆを顰ひそめた。風に揺ゆれるそれは、赤茶色に乾かわいた葉っぱだ。その葉が目の前を横切ったミズキの胸元、天狐が撒まいているものだと気が付くと同時に、撒き散らされた葉っぱがボンっと音を立てて爆ばく発はつした。

　ガゼットの視界が真っ白な煙けむりに覆い尽つくされる。

「煙えん幕まくか。それなら、【スティル・アイ】」

　視界を埋うめ尽くす白煙に、ガゼットが【契けい約やくの絆きずな】を昂たかぶらせる。すると、ピックの双眸に宿った紫電と同じものが、ガゼットの双眸にも宿った。眼鏡を壊こわされて視界を奪われようが、煙幕で視界を潰つぶされようがこれで関係ない。ピックの電磁波を見る目を還かん元げんしたガゼットが、煙幕の中を移動する電磁波を追い掛ける。

　四本のクナイが、煙幕を突き破って現れた。雷の羊たちが次々に貫つらぬかれる最さ中なか、左手の煙幕が大きく盛り上がる。ミズキの電磁波を追っていたガゼットの双眸が、鬼灯色の炎を纏まとって特とつ攻こうを仕掛けてきた天狐の姿を見て見開かれた。

　──なんで!?

　駆け抜ける動どう揺よう。ミズキの電磁波を追い、奇襲を見み抜ぬいたからこそ思考を止めたガゼットに代わり、雷の弓を準備していたピックが素早く矢を解き放つ。鬼灯色の火ひ衣ごろもを貫いた矢は天狐の小さな前足に刺ささると同時に強きよう烈れつな電撃を叩たたき込んだ。

　天狐が小さな悲鳴を上げてガゼットの足下に落下する。

「マスターっ！」

　鋭い警告が鼓こ膜まくを貫き、クナイが正面の煙幕を穿うがち現れる。天狐に落としていた視線を反射的に持ち上げたガゼットの頰ほおが、すり抜けたクナイに浅く切り裂さかれた。ツーっと伝う朱あかい筋と冷や汗を混じり合わせたガゼットが、ここぞとばかりに声を張り上げる。

「【ジャミング】！」

　目元を吊つり上げたピックがミズキの懐ふところに滑すべり込み、青白い雷を纏まとった掌を押し付ける。ミズキは咄嗟に飛び退いたが、青い雷は逃のがすまいと身体に絡みつくと、その首筋に殺到した。ビクッと大きく身体を震わせたミズキが、動きに精細さを欠いて尻しり餅もちをつく。

　すぐにミズキは立ち上がろうとしたが、力を加えた足はその意志とは反対の方向に地面を滑った。言うことを聞かない身体に、ミズキが声にならない動揺を漏らす。

　戸と惑まどいを隠かくせない狐面に、人を食ったようなガゼットの笑みが降り注いだ。

「人間の身体を動かすのは、脳から出される電気信号だっていうのは知ってるかい？　今、その電気信号をピックの電気で混乱させてもらったよ。思い通りに動けないでしょ」

　尻餅をついたまま動けないミズキへ、ガゼットが頰の血を拭ぬぐいながら慎しん重ちように間合いを詰める。二人を覆おおっていた白煙が薄うすまる中、ガゼットはピックが思わずため息を漏らすほど邪じや悪あくな笑みを浮うかべると、そっと腕を突き出した。

「さ、せっかくだし顔を見せてもらおうかな。それが嫌いやなら、あの【掌しよう握あく】って技わざについて詳くわしく教えてもらうよ」

　逃にげられないミズキの狐面を摑つかみながら、ガゼットが交こう渉しようを持ちかける。

「どちらも、ごめんですね」

　その声は、背後からガゼットの肩かたを叩いた。ギョッと身体を強こわばらせながら振り向いたガゼットの目の前に、小さな舌を覗かせた天狐が飛び上がる。悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた天狐が纏う鬼灯色の炎が燃え上がり、小さな子こ狐ぎつねは狐面を被かぶった少女へと姿を変えた。すらりと長い手がガゼットの手首を捉とらえ、捻ひねられた関節が悲鳴を上げる。ガゼットは反射的に手首を引き抜こうとしたが、戦いに身を落とす忍しのびはその力すらも利用した。ピックがようやく迎げい撃げきに移ろうとした矢先、ガゼットの視界の天と地が反転する。胸を貫く衝しよう撃げきに咳せき込んだときには右みぎ腕うでの関節が完かん璧ぺきに極きめられ、俯うつぶせに寝ねかされたガゼットの背中を艶つややかな膝ひざが捉えていた。

「妖狐の【火ひ衣ごろも変へん化げ】は楽しんで頂けましたでしょうか？」

「なる、ほど。策に溺おぼれちゃったみたいだね」

　なんとか関節の痛みを緩かん和わしようと身を捩ねじりながら、ガゼットが悔くやしそうに呟つぶやく。やはり、最初に現れた天狐の電磁波はミズキのものに間違いなかったのだ。あの時点で入れ替わっていることを見抜ければ、勝負の結果は違っていたかも知れない。

　だが、それでもガゼットは一つ納なつ得とくできなかった。

「でも、なんで君はピックの矢を受けて平気なんだい？　まともに食くらったはずだよね」

「お生あい憎にく様さまですが、拷ごう問もんの訓練は一通り受けています。ある程度の電気ならば耐たえることが可能です。まぁ、手心も加えていただけたようですしね」

　硬かたい口調だったミズキが、その声を和やわらげる。確かに、天狐に放った雷の矢は、後こう遺い症しようを残さないように電圧を抑おさえてあった。

「まったく。やっぱり、僕はどこか甘いんだな」

　自じ嘲ちよう気味な呟きは、ミズキの勝利を告げるアナウンスと歓かん声せいに飲み込まれた。
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「もう。ガッちゃんだらしないよ」

「役立た、ず」

「全くもって期待はずれだな」

「ちょっと皆みんな辛しん辣らつすぎやしないかい！」

　手厳しい出迎えに、ガゼットが堪たまらず悲鳴を上げる。

　そのがっくりと落ちた肩を叩くのは、同じく黒星をつけてしまったレインの役目だ。

「お疲つかれガゼット。残念だったな」

「なんだろうレインと新しい友情が芽生えそうだよ。でも、なぜだろうね。同時に君に殺意を覚えるのは」

　なにやら物ぶつ騒そうなことを呟くガゼットだが、それでも感動が勝まさったのか目め頭がしらを押さえてレインの手を握にぎり締しめる。

　そんなガゼットの髪かみの中から突とつ然ぜん飛び出したピックは、レインの肩に乗っていたまだ小さいままのペムペムを引ったくると、拗すねたように口を尖とがらせながら豆まめ粒つぶペムペムを抱だき締めた。

「マスターは頑がん張ばったぞ。あまり、悪く言うな」

　ペムペムに口元を埋うずめたピックが、ちょこんとガゼットの鼻先に腰こしを下ろす。寂さびしそうな顔をして羽を萎しおらせるピックに、アリカたちが慌あわてて態度を改めた。

「ご、ごめんねピッちゃん。大だい丈じよう夫ぶ。皆もちろん分かってるから。ただ、落ち込んでるガッちゃんて珍めずらしい、というか初めて見るから、つい……」

「ついってなんだい、ついって？」

「いや……つい苛いじめたくなるなぁって」

「……わかった。よく分かった。まだまだアリカを苛め足りないってことがよぉ～くわかった」

「え……。ガッちゃん、どうしたの。すごく怖こわいんだけど」

　ゴゴゴゴゴッとほの暗い瘴しよう気きを背負いながら、ガゼットが鼻先にピックを乗せたまま腕を組む。ガゼットから迸ほとばしるかつてないやる気に、ピックは早々と主あるじの髪の中へと避ひ難なんした。

　降臨してしまった意地悪大だい魔ま神じんの圧力に、今になって後こう悔かいしたアリカが竦すくみ上がり、助けを求めるようにレオンを抱き締める。

　元気を取り戻もどしたガゼットにレインが「あ～あ」と楽しげな視線を送る一方、エルニアはどこか感心した面おも持もちでアリカに視線を傾かたむけた。

「それにしても、アリカも肝きもが据すわったものだな」

「エルちゃん、どうしてこの状じよう況きようでそう思えるの！」

　怯おびえ戦おののくアリカが、目の前に迫ったガゼットに「ヒィッ」とか細い悲鳴を漏らす。

　しかし、そんなアリカを見み詰つめるエルニアの見解は変わらなかった。

「いやいや、随ずい分ぶん肝が据わったことは確かだろう。後がないこの状況で、そのリラックスぶり。うんうん、頼たのもしい限りだ」

「あ……あああぁっ！　そ、そうだった！」

　一いつ瞬しゆんキョトンとしたアリカが、今いま更さらながら自分たちの状況を思い出して再び悲鳴を上げる。レインとガゼットが負けて勝敗は２対０。エルニアの言うとおり。これでもう一敗も許されない。そして、アリカはまだ試合をしていないのだ。

　冷たいものが背筋を駆かけ抜ぬけ、アリカの顔が微かすかに青ざめる。

　だが、運命の女め神がみは残ざん酷こくだった。

　新たな乳白色の糸が天を泳ぎ、その端はしがアリカの手首に絡からみついたのだ。

「うそっ！」

　気持ちが意識を追い越こして口から飛び出す。そして、一度吐はいた言葉は戻ってこない。アリカの零こぼした不安は、そのままレインたちの表情を曇くもらせてしまった。

　改めて、アリカが今の状況を思い出す。連敗。負けられない一戦。しかも、このままレインたちが負けてゴルドの率いるチームが優勝すれば、エルニアが望まない結けつ婚こんを強しいられてしまうかも知れない。

「そんなのダメっ！」

　また気持ちが意識を置き去りにして口から飛び出した。その声に込こめられた強い思いに、アリカの肩を叩こうとしていたエルニアが、行き場を失った手を空中で彷徨さまよわせる。

　一方アリカは、狼おおかみの紋もん章しようが刻まれた掌てのひらでレオンの冷たい氷の兜かぶとを撫なでると、自分でも驚おどろくほど力強く頷うなずいた。

「レオン、行くよ！」

「がぁう！」

　勇ましい主の声に、レオンが負けじと雄お々おしく吼ほえ返す。

　歓声に飲み込まれるアリカを、レインたちはまるで知らない背中を見るような表情で見送った。







　　　第二章




　──頑張らなきゃ！　絶対に、絶対に勝たなきゃ！

　かつて無いほど意気込みを大きな胸に込め、アリカは闘とう技ぎ台に登りながら両手を握り締めた。大きな声せい援えんが耳を打つが、それはどこか遠くにしか聞こえない。料理に集中している時のように余計な雑音を排はい除じよしながら、アリカが気持ちを昂たかぶらせる。

　そんないつに無く熱いアリカの頰を、不意に冷たい冷気が撫でた。

「うわ。マジな顔してるよ。超ちようダッサ」

　その怠だるそうな声は、集中してるアリカの耳に強ごう引いんに割り込んできた。声に引き寄せられるように顔を上げたアリカが、困こん惑わくした瞳ひとみに一人の少女を映す。その少女は真っ白な着物をだらしなく着き崩くずし、その着物と同じくらい真っ白な胸むな元もとを思いっ切りはだけさせていた。自分と同年代くらいに見える少女のあられもない姿に、アリカが頰を朱しゆに染める。

「えっと、えと。私と戦う人──で、いいんだよね？」

「へ？」

　おそるおそる尋たずねるアリカに、少女がキョトンとした顔で瞬まばたきを繰くり返す。そして、たっぷりと時間を掛かけてアリカの言葉を理解した彼女は、ブッと馬ば鹿かにしたように吹ふき出すと、お腹なかを抱かかえて笑いながらクルリとその場で振ふり返った。

「ちょっと、ジン様今の聞いた～。この子、すっごい勘かん違ちがいしてるよ」

「騒さわぐな揚あげ羽は。それと、礼節を忘れるな」

「ジン様、クールすぎ～。でも、そういうところが超ちよう超超大好き！」

　揚羽と呼ばれた少女がコロコロと表情を変え、ため息を零す青年の腕を人目も憚はばからず抱き締める。ゴロゴロと喉のどを鳴らしながら額を擦こすりつける揚羽に、ジンと呼ばれた青年は右目を隠かくす眼帯を指先で押さえながら、もう一つ大きなため息を零した。

「本当に我ながら、厄やつ介かいなやつに取り憑つかれたものだ」

「ちょっと、取り憑くとかひどいんですけど。揚羽とジン様は相思相愛だし！」

「自分の種族を忘れるな。いつも言っているだろう。魔と人は夫婦めおとにはなれん。どれだけ言ったら理解するんだ、お前は」

「そんなもの、愛さえあれば乗り切れるっしょ！」

「あの……話しかけても大丈夫ですか？」

　すっかり置いてけぼりにされていたアリカがおずおずと手を上げ、その声に気が付いたジンが揚羽を引き剝はがしながら申し訳なさそうに顎あごを引く。

「失敬した。なんだ？」

「えっと、女の子の方が魔ま獣じゆうで、あなたの方が魔獣錬磨師モンスタートレーナー……でいいんですよね？」

　どこからどう見ても人間にしか見えない少女に、アリカが躊躇ためらいがちに尋ねる。

　その声に応こたえたのは、プンプンと頰ほおを膨ふくらませた揚羽の方だった。

「ちょっとちょっと！　魔獣とかセンスのない言い方しないでよ。あたしは《雪女》。獣けものや魔物と一いつ緒しよにされるのはマジかんべん！」

「あわわ。ごめんなさい！」

　心底嫌いやそうな顔をしてイーッと白い歯を見せる揚羽に、アリカが慌てて頭を下げる。

　そんなどこからどう見ても相容いれなさそうな少女たちのやりとりを、響ひびき渡わたるアナウンスが急せかすように断ち切った。

「それでは続きまして、ウルフトレーナーのアリカ・セクスレン選手と《氷ひよう狼ろう》のレオン。氷のエレメントトレーナー、ハッショウイン・ジン選手と《雪女》の揚羽の試合、開始っ！」

　軽快な声を上げて銅ど鑼らの音を誘さそう司会者に、揚羽が黙だまっていれば綺き麗れいな顔を思いっ切り顰しかめる。

「ちょ。この司会者、マジマジで空気読めてないんだけど！」

「空気を読めていないのはお前の方だろう」

「え～～。でもでも、別に戦わなくてよくないですかぁ～。この勝負、どう見てもあたしとジン様が勝つんだし」

　気怠げに足をぶらつかせる揚羽に、ジンが表情を険しくする。

「なんでそんなことが分かるの？」

　しかし、ジンが揚羽を窘たしなめるよりも早く、それまで黙って見守っていたアリカが口を開いた。

「どっちが強いかなんて戦ってみなくちゃ分からない。負けないよ。私と、レオンは！」

　静かに、だが決して譲ゆずれない想おもいを込めてアリカが揚羽に尋ねる。一方的に勝てないと言われたことに、今までにないくらいアリカは過か敏びんに反応した。

　相手が誰だれでも勝てる可能性は零ゼロじゃないと、レインは何度も証明してくれたから。

　だが、真しん剣けんに訊ねるアリカに、揚羽はどこまでも不ふ真面目まじめだった。髪先をいじりながらあくびを零したかと思えば、今度はあろうことか無防備に両手を広げ、意地の悪い笑えみをアリカに投げつける。

「分かるし」

「怪け我が、するよ」

　自信ありげに断言した揚羽に、アリカがさらに声を尖らせて警告する。しかし、なおも両手を広げた姿勢を崩くずさない揚羽に、アリカは小さく拳こぶしを握にぎって覚かく悟ごを決めた。

　アリカのチームはもう負けられない。

　隙すきがあるなら打って出る！

「レオン。【アイスランス】！」

「がぁう！」

　レオンの鋭するどい咆ほう哮こうが闘技台を駆け抜ける。

　だが、その遠とお吠ぼえがもたらしたのは耳の痛い静せい寂じやくだった。

「あ……あぁう？」

「レオン!?」

　困惑して耳を折るレオンに、アリカが慌あわてて声を掛ける。すでに、アリカの掌に刻まれた狼の紋章は透すき通るような青白い燐りん光こうに包まれていた。【契けい約やくの絆きずな】は間ま違ちがいなく発動しているし、大気に漂ただよう水分も申し分ない。

　なのに、レオンは氷の槍やりどころか、氷の欠片かけらさえ生み出す事が出来なかった。

「レオン。【アイスランス】【アイスブロック】【アイスフォール】【アイスバーグ】！」

　アリカが連続して叫さけび、その度たびにレオンが喉を嗄からす勢いで叫ぶ。しかし、どれだけよびかけても冷気はレオンに応こたえない。

「ど、どうして……」

　愕がく然ぜんとするアリカに、観客席がざわめく。

「ふふ～ん。どうして冷気が出せないか教えてあげようか？」

　一方、得意げに鼻を鳴らす揚羽の顔には、勝ち誇ほこった笑みが浮うかんでいた。にんまりと笑う揚羽が着物の袖そでをたくし上げ、雪のように白い指先で空を指差す。その指先を追い空を仰あおいだアリカは、眉まゆを顰ひそめて呟つぶやいた。

「氷の……お月様？」

　目に飛び込んできたのは、ファンシーな兎うさぎが彫ほり込まれた氷の満月だった。燦さん々さんと降り注ぐ太陽の熱が、その氷の月下に到とう達たつした途と端たんに凍こおり付く。いつの間にか辺りには鋭い冷気が立ちこめ、戦いを見守る観客のみならず、レオンの力を還かん元げんして寒さに耐たい性せいのあるアリカですら身体からだを震ふるわせる。

「【冷れい天てんの月つき】。あの月の下じゃ、全すべての冷気はあたしの思いのまま。つまり、そっちの犬っころは氷の技わざが使えないただの犬。鬼おにやばっしょ！　でも、手加減しんないからね。ジン様！」

「羽ばたけ、【氷ひよう原げんの鳥とり】」
















「一気に決めるよ！」

　初手で戦いの主導権を奪うばった揚羽が、ジンの声に合わせて大きく腕うでを振り払はらう。その腕の軌き跡せきをなぞるように冷気が吹き抜ぬけ、収束した冷気が美しい雌し雄ゆう一対ついの尾お長なが鶏どりへと姿を変えた。氷月の周りを大きく旋せん回かいした氷の鳥が、身を切るような冷気を纏まとい獲え物もの目掛けて滑かつ空くうする。アリカは一いつ瞬しゆん、その双そう眸ぼうを天に座す氷月に走らせた。冷気の支配が奪われ、氷による迎げい撃げきは不可。となれば、レオンは生身で戦うしかない。

　肉にく薄はくする氷の鳥に、アリカが急いで腰こしのポーチの中に手を滑すべり込ませる。引き抜いたその手には、浅黄色の丸薬が握られていた。

「レオン！」

「ぐぁあうっ！」

　鼻先に落とされた丸薬を、レオンが音を立てて嚙かみ砕くだく。迫せまる氷ひ鳥どりを映す双眸が、この窮きゆう地ちを跳はね返さんと輝かがやいた。狼おおかみ族の身体能力を底上げするモンスターフード【勇ゆう狼ろう丸がん】を飲み込んだレオンに、アリカが掌てのひらに刻まれた狼の紋もん章しようへ持てる気力を注ぎ込む。

「【ブレイブフォース】！」

「ウゥオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　前足で石畳を踏ふみ締しめたレオンが喉を震わせ、咆哮が冷気を軋きしませる。従わない冷気を押し退のけるように青い体たい軀くが一回り巨きよ大だい化し、銀ぎん嶺れいの兜かぶとを携たずさえた双眸が間近に迫った氷鳥を射い貫ぬいた。四し肢しの筋肉が大きく撓たわみ、狼の膂りよ力りよくに耐たえきれなくなった床ゆか石いしが悲鳴を上げてひび割れる。おお、っと沸わく観客の声を受け止めながら、大きく尾を振ったレオンが氷の鳥目掛けて跳ちよう躍やくする。予想外に早まった衝しよう突とつに氷鳥は対応できず、その一瞬を見み逃のがさなかったレオンが驚きよう異いの跳躍を見せた脚きやく力りよくにものを言わせて氷鳥の頭を踏み砕く。

　砕け散る雄おすの氷鳥のその傍かたわらを、番つがいの冷気を受け止め肥大化した氷鳥がすり抜けた。狙ねらいはアリカだ。だが、主あるじを狙う敵を誇り高き氷狼は許さなかった。レオンが即そく座ざに頭の砕かれた氷鳥の身体を駆かけ上がり、その背中をアリカに嘴くちばしを突つき出す氷鳥目掛けて蹴け飛とばす。頭を砕かれ氷の残ざん骸がいと化した氷鳥は瞬く間に番と衝突すると、錐きり揉もみしながら地面に叩たたき付けられて粉々に砕け散った。

「いける、レオンなら！」

　瞬く間に二匹ひきの氷鳥を降くだして見せたレオンに、アリカが思わず身を乗り出す。冷気が封ふうじられても、たとえ魔獣だとしても、揚羽が女の子であることに変わりはない。

　──肉にく弾だん戦に持ち込めば勝機はある。

　その意志を、【契約の絆】で繫がれたレオンは十分に理解していた。着地と同時に身を捻ひねり、最大最速の突とつ進しんを生み出せるように後ろ脚あしの筋肉を引き絞しぼる。

　レオンの鋭い眼光が、揚羽の強気な眼光と交差する。

　揚羽の双眸には恐きよう怖ふはなく、ただただ無心の信しん頼らいが刻まれていた。

「ジン様！」

「【銀ぎん雅がの花はな】」

　レオンが溜ためた力を解放するよりも早く、揚羽がはだけた裾すそから足が顕あらわになることも厭いとわず膝ひざを折る。不敵に笑った揚羽は、そのまま勢いよく両手の平を闘とう技ぎ台に押し付けた。強きよう烈れつな冷気が揚羽とジンを中心として地面を覆おおい、その冷気から生まれた氷の花が一いつ斉せいに咲さき乱れる。

　群生となった氷花はレオンの脚に絡からみ付くと、絶対零れい度どの枷かせとなって氷狼の身体を闘技場に縫ぬい止めた。

「ガゥァウッ！」

　レオンが吼ほえ、氷花の縛いましめを砕かんと身を捩ねじる。

「揚羽、仕し舞まいにするぞ」

「オッケーオッケー！　ジン様、この揚羽ちゃんにお任せあれ！」

　しかし、そこへ揚羽とジンは間かん髪ぱつ入れずに追い打ちを掛かけてきた。

「【豪ごう雪せつの風かぜ】」

「これで終わりだよ！」

　揚羽が勢いよく立ち上がり、長い髪かみが魂たましいまでも凍りそうな寒々しい燐光に覆われる。勝利を確信した笑みを浮かべた揚羽は両手の平を口の前に添そえると、ふぅーっと細い吐と息いきを吹ふきかけた。

　ごうっと、唸うなりを上げた冷風が砕け散った氷鳥の残骸諸もろ共とも、咲き乱れた氷の花弁を巻き上げる。圧あつ倒とう的な風圧を孕はらんだそれは、北風などという生やさしいものではない。

　少女の息吹いぶきは、氷雪渦うず巻まく吹雪ふぶきを呼び寄せた。揚羽からアリカに向けて一直線に吹き荒あれる雪の嵐あらしが、その間に立つレオンの身体を包み込む。

「レオン!?　レオーンッ！」

　吹雪に飲み込まれたレオンの姿を探し、アリカが悲鳴を上げる。同時に、アリカの指先が痛いほど悴かじかんだ。まさかっ、とアリカが目を見開くが間違いない。氷狼であるレオンの四肢が、吹き荒れる吹雪に凍り付き始めていた。同時に、【契約の絆】がレオンの被こうむっている凍とう傷しようをアリカの身体へと還元する。手足の感覚を奪い、心さえ凍らせてしまいそうな冷気にアリカが堪たまらず膝を折る。

「さ、寒い……」

　自分の身体を抱だき締めながら、アリカが細い声を絞り出す。唇くちびるが震え、意識が朦もう朧ろうとする。そこには、氷使いとしての圧倒的な力の差があった。

「アッハッハッハー！　ジン様最強！　ジン様最高！　超ちよう超ちようクールなジン様に勝てる魔獣錬磨師モンスタートレーナーなんていないんだから！」

　勝かち鬨どきを上げる揚羽の声が、どこか遠くで聞こえた。しかし、その声は不思議とアリカの耳に滑り込んだ。そして、なんの抵てい抗こうもなくアリカは納なつ得とくしてしまう。

　アリカは、誰かに誇れるような優すぐれた魔獣錬磨師モンスタートレーナーではない。

　アリカは、最強と声高らかに叫べるほど強さを求めた魔獣錬磨師モンスタートレーナーでもない。

　こんな大おお舞ぶ台たいで、異国から渡わたってきた腕に覚えのある魔獣錬磨師モンスタートレーナーに、アリカなんかが勝てるわけがない。







　──と、今までのアリカなら、きっと諦あきらめていただろう──







　寒さで痛む首の関節に無理を強しい、アリカがゆっくりと視線を自分たちの控ひかえ席へと傾かたむける。今にも飛び出してきそうな表情で戦いを見守るレインたちに向け、アリカは闘技台を蹂じゆう躙りんする吹雪をも溶とかすような朗ほがらかな笑みを浮かべて頷うなずいた。

　──レイン君、みんな、大だい丈じよう夫ぶだよ──と。

　そして、アリカは立ち上がった。肌はだを刺さすような冷気に身を揉もまれながら、迷うことなく、吹雪に向けて足を踏み出す。両腕で顔を覆いながら、一歩、また一歩と歩みを進めるアリカに、揚羽は激しく狼狽うろたえた。

「ちょ、ちょっと、あんた馬ば鹿かっじゃないの！　止やめなって！　無む駄だなんだから！」

　吹雪に乗って届くその忠告を、強い意志で固めた瞳ひとみが撥はね除のける。会場のどよめきも、じっとこちらを見み据すえるジンの視線も無視して、アリカは頑かたくなに足を前に進め続けた。

　吹雪に抗あらがうその歩みには、穏おだやかで、優やさしくて、ちょっぴり臆おく病びようなアリカからは想像も出来ないような執しゆう念ねんと情熱があった。

　アリカは、こんなところで立ち止まらないほど強くなった。

　アリカは、負けを素す直なおに認められないほど頑がん固こになった。

　自分の一番大好きな人が見ていてくれるなら、異国から渡ってきた腕に覚えのある魔獣錬磨師モンスタートレーナー相手でも勝ってみせると、アリカは本気で自分を信じられるようになっていた。

　一歩足を踏み出す度に強まる吹雪の中、強烈な雪でほとんど目を開けてられないアリカが【契約の絆】だけを頼たよりにレオンを探す。その時、ふっと微かすかに頰ほおを叩く風が和やわらいだ。僅わずかに開いた瞼まぶたの隙すき間まから覗のぞく細い視界に、吹雪を少しでも弱めようと強風に対して身体を横にするレオンの影かげが映る。

　──あと、ちょっと！

　体力の限界が近付く身体にむち打ち、アリカがさらに足を踏み出す。しかし、レオンまであと一歩といったところで、何かがアリカの足を摑つかんだ。それは、レオンの脚を捉とらえているのと同じ氷の花だ。氷の花がアリカの靴くつを闘技台に縫い止める。

「それ以上は身体に障さわる。止めておけ」

　吹雪に乗り、ジンの声がアリカの耳じ朶だに滑り込む。揚羽ではなくジンが氷花の領域に踏み込んだアリカに気が付いたのだろう。パートナーの扱あつかう技を理解し活いかす魔獣錬磨師モンスタートレーナーとしての器うつわの違ちがいを、直じかに対たい峙じするアリカは感覚的に理解した。

「確かに、あなたは私よりずっと強い魔獣錬磨師モンスタートレーナーだと思います」

　それでも、アリカは歩みを止めなかった。靴を脱ぬぎ捨て、アリカがコレが最後の一歩とばかりにレオンの傍そばへと飛び移る。

　氷花を踏み締めた足の裏から強烈な痛みが脊せき髄ずいを駆け抜け、アリカの意識を刈かりに来た。

　絶対に裏切れない母との約束が、アリカの意識を縫い止めた。

「でも、私は、魔ま獣じゆう食育師フードプランナーなんです」

　アリカは母と約束した。

　誰だれかを支えられる魔獣食育師になりたいと。

　本気で頑がん張ばる人を支えられる魔獣食育師になりたいと。

　だから、アリカは少しだけわがままになった。

　甘さ優しさだけじゃ料理強さじゃない。

　辛さ勇気も料理強さに必要なことだと知ったから。

「レオン、ごめんね」

　謝罪と共に、アリカがポーチに手を差し込む。その手が握にぎっていたのは、【勇狼丸】とは別の真っ赤な丸薬だった。半身のほとんどを雪で覆われたレオンが勇ましく微ほほ笑えみ、凍こおりかけた口こう端たんをこじ開ける。

　顔に浮うかびかけた躊躇ためらいを飲み込み、アリカが丸薬をレオンの口に差し入れる。その紅くれないの玉が飲み込まれる瞬しゆん間かんを、アリカは目を逸そらすことなく見守った。

　ごくりと、アリカの胴どう回まわりほどもある喉のどが小さな丸薬を嚥えん下かする。

　スッと息を吸ったアリカは、ありったけの勇気を狼の紋章に叩き付けた。

「【ブラッディフォース】！」

　アリカの声が、瞬またたく間に吹雪へと飲み込まれる。

　そのアリカの声を攫さらった吹雪を、決意と忠誠に固められた血風が切り裂さいた。

「な、なななな、なにっ!?」

　戦いを終始優位に進めていた揚羽が狼狽える。極ごつ寒かんの吹雪が上下に断たれて霧む散さんする。吹雪が弱々しい粉雪へと姿を変える中、紅あかい何かが天上の月に向けて高々と跳躍した。狼ろう尾び一いつ閃せん。空中で大きく一回転した巨きよ狼ろうが遠心力を引き連れた狼尾を振ふるい、氷の月を叩き割る。

　半月となって落下する月を尻しり目めに、巨狼がアリカの傍らへと着地する。

　その姿に、この場にいた誰もが驚きよう嘆たんの息を吐はいた。

　蒼あおき氷狼は、その身に真しん紅くの鎧よろいを纏まとっていた。透すき通るような純氷の兜かぶともまた紅の帯が混じり、戦せん慄りつするほど美しい蒼そう紅くの兜へと形を変えている。

　その場の全すべての視線を奪うばったレオンが、その身を一いち陣じんの風に変えて疾しつ走そうする。紅と蒼の軌跡を残しながら、蒼紅の狼はその顎あごを大きく開いた。その巨大な口は、呆ほうける揚羽を一飲みにするに十分だ。反はん撃げきの暇ひまなど与あたえない。主の勝利は譲ゆずらない。

　その覚かく悟ごを秘ひめた双そう眸ぼうは、主を笑った者を許さない！

　視界を埋うめ尽つくす狼の口こう腔こうに、揚羽が「っひ！」と頭を抱かかえてぺたんと尻しり餅もちをつく。

　ガキンッと、甲かん高だかい音を立てて上下の狼ろう牙がが嚙かみ合わさる。

　誰もが息を殺す中、真っ白な牙きばの数センチ先にその手の平は突つき出されていた。

　レオンの前に立ち塞ふさがったジンが、荒あら々あらしい鼻息に髪を揺ゆらされながら宣言する。

「参った。俺たちの負けだ」

「ちょ、ちょまっ！　ジン様！　あたし、まだ負けてない──」

「人を化かす妖あやかしが腰こしを抜ぬかされ、しかも俺が割り込むまでもなくこの狼は牙を止める気でいた。どんなに主あるじを馬鹿にしたお前に腹を立てていようともだ。コレを負けでないとするなら俺は腹を切る。少しは立場を弁わきまえろ」

　厳しく制された揚羽が、青菜に塩のようにしゅんと口を噤つぐんで項うな垂だれる。

　そんな揚羽にため息一つ漏もらしたジンはスンっと鼻を鳴らすと、その聡そう明めいな双眸をアリカへと傾けた。

「この匂におい……血か。この氷の紅は血液を凍らせているな。これほどの血を体外に流してなおこの威い圧あつ感かん。それが、お前の言う魔獣食育師の力か？」

「はい。レオンには、強心作用と造血力を向上させる【血けつ狼ろう丸がん】を食べさせました」

「そして、揚羽の支配が及およばない体内で冷気を練り上げて血液を凍らせたのか。強心効果による身体能力の向上は言うに及ばずだが──それにしても見た目によらず無茶をする。痛い、ではすまないだろう。何が、君をそこまで駆かり立てる？」

　それは年長者の気き遣づかいか、厳しく窘たしなめる様にジンがその視線をアリカの指先に移す。アリカの指からは、一本の血の筋が滴したたっていた。レオンが纏う血紅の鎧は、皮ひ膚ふを突き破っている。レオンのダメージを還かん元げんするアリカの肌にも、必然的にいくつもの裂れつ傷しようが生まれていた。

　痛くない、と言えばもちろん噓うそだ。

　でも、その痛みは信しん頼らいの証あかしでもあった。

　レオンが嫌いやがるならば、アリカはもちろんこんな無茶はしない。だが、レオンはアリカの勇気を受け入れてくれた。だから、アリカはレオンを信頼し寄りかかった。

　甘える勇気も、アリカは母から教わったから。

　いろんな想おもいを胸の奥にしまい込み、アリカが後ろで手を組み微笑む。

「友達、じゃあ答えになりませんか？」

「──フッ、完敗だな。そして、君のいるチームは果報者だ。揚羽、お前も少しは見習いなさい」

「ぅう～、ジン様の意地悪ぅ～」

　チラチラとアリカの方を盗ぬすみ見ながら、揚羽が駄だ々だっ子のように唇を尖とがらせる。その直後、アリカの勝利を告げるアナウンスが響ひびき渡り、会場が温かな祝福の拍はく手しゆに包まれた。




　　　　＊




　熱気渦うず巻まくレインたちの会場とは対照的に、もう一方の会場ではまだ一試合も試合が行われてはいなかった。訪おとずれた観客たちの目的は、鎬しのぎを削けずる学生たちの戦いを見ること。それが、開場してから小一時間も待たされたのであれば、どれだけ気の長い客でも苛いら立だつのは当然だろう。いつまでたっても始まらない試合に気き性しようの荒あらい観客からはヤジが飛び、衛兵たちとの衝しよう突とつが至るところで起きている。

　そんな観客席は、まさか自分たちを待たせる選手の一人が、自分たちと同じ客席にいるなど夢にも思わないだろう。

「さすが……アリカ君。やっぱり、君は最高だ」

　ベギオムを去り、エデンを抜けた背徳の魔獣食育師ドルフが周囲の喧けん騒そうすら涼すずやかに感じるほどの狂くるおしい熱を込こめて膝ひざに乗せた水すい晶しようを支える手を震ふるわせる。雌し雄ゆうで見る景色を共有する怪かい鳥ちよう、《マンドリンダルク》の眼球を加工して作られた遠望水晶には、今まさに極東の島国からきた魔獣錬磨師モンスタートレーナーを圧あつ倒とうするアリカの姿が映されていた。

　心躍おどるドルフが、沸わき上がる興奮を抑おさえきれずに声を漏らし、肩かたを震わせる。上ずった笑い声を零こぼすドルフに周囲の観客は怪け訝げんな視線を向け、隣となりに座る少女は呆あきれたように肩を竦すくめた。

「ほんと、ドルフさんはおっぱいさんが好きなんスね」

「君にはアリカ君の魅み力りよくが分からないのかい？」

「無駄におっぱいが大きいのはよくわかるッス」

「そこじゃないんだよ！　いいかい、レミ君。アリカ君が使った《血狼丸》は、造血効果のあるロック鳥の肝かん臓ぞうと、強心効果のあるキツネノテブクロを原料に使っているが……」

「キツネノテブクロ？　狐きつねが手て袋ぶくろなんてするんッスか!?」

「はは、ちがうよ。キツネノテブクロというのは薬草の一種だ。ただ、これには強い毒性がある。一歩間違えれば、強心どころか不整脈を起こしてもおかしくない。それに、ロック鳥の肝臓は数種類のハーブ漬づけにしないと、とても飲み込めないような悪あく臭しゆうを放つんだ。他ほかにもまだまだ手順がある上に、それらをあんなコンパクトな丸薬に纏める技術がまた複雑で──」

「あー、もういいッスいいッス。十分ッス！」

　頭の猫ねこ耳みみカチューシャを押さえながら、レミがドルフの説明を遮さえぎり首を振る。ドルフからすれば飾かざりの耳を押さえることに意味があるのかは分からないが、とりあえず、これ以上レミにアリカの素晴らしさを伝えても意味がないことだけはよく分かった。

　はぁ、っとドルフが残念そうにため息を漏らす。一方、レミは耳を押さえていた手を下ろして股またで挟はさむと、退たい屈くつ過ぎて死にそうだと言わんばかりに唇くちびるを尖らせた。

「随ずい分ぶんと時間が掛かってるッスねぇ～。予定通りじゃないんッスか？」

「ううん、これが予定通りだよ。こうやって焦じらして盛り上げた方が、スポンサーにも受けがい──」

　ドルフの声は、突とつ如じよ巻き起こった歓かん声せいの嵐あらしにかき消された。

　大歓声の嵐を抑えるようにアナウンスを務める女性が、マイクを強く握り締しめる。

「大変長らくお待たせ致いたしました。ただいま、大会運営委員会からの許可が下りました。よって、Ｂ会場の第一試合は、アクレーナ公国《センリット女学園》チーム対、ファカルフ国《グルンド学園》のアンデッドトレーナー、ジェバ・イグナーツ選手と《デュラハン》のボロス。五対一の変則マッチと致します」

　高らかに響くアナウンスに、会場全体の熱気が爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がる。積もり積もった苛立ちの発散を求めるように青筋を立てて絶ぜつ叫きようする観客たちの視線は、修道服を思わせる清せい楚そな制服に身を包み整然と闘とう技ぎ場に並ぶ美少女たちではなく、泰たい然ぜんと腕うでを組むジェバへと注がれていた。

「うん、やっぱり盛り上がるね。ああでも、すぐに終わっちゃうかな。ジェバ君、演技とか無理そうだし」

　この歓声の中でも大人しく足あし下もとに伏ふせている愛狼、《剣けん狼ろう族》のイーブルの鼻先を撫なでながら、ドルフが難しい笑えみを浮かべて静かに呟つぶやく。

「頑張れッスよー！　ジェバ先ぱーい」

　そんなドルフの隣では、他の観客に負けないくらい目を輝かがやかせたレミが、ジェバに向けてこれでもかとばかりに両手を振っていた。




　センリット女学園の筆頭、星組のキャプテンを任されたゴッドトレーナーのヘリアは、背中を這はい上がるような寒気を抑えることが出来なかった。

　──なんなの、この男？

　試合開始の合図をどこか遠くに聞きながら、心の中で呟く。張り詰つめる緊きん張ちよう感かんに口の中の水分が枯こ渇かつし、唇が痛いほどに乾かわく。対戦相手の男が一人で自分たち五人を相手すると聞かされた時、ヘリアはかつてないほど憤ふん慨がいした。なめられている。完全に軽かろんじられている。それは確かめるまでもなく、チームメイト全員の共通認にん識しきだったに違ちがいない。だからこそ、この待ち時間の間に、ヘリアたちは何度も戦術をシミュレーションした。一人一人が校外の大会で入賞経験を持つ実力派の星組だが、センリット女学園の神しん髄ずいは多人数におけるコンビネーションだ。チームの完成度、安定度という点においては、参加国の中で随ずい一いちであることは疑うまでもない。

　だが、その男の双眸を覗のぞき込んだ瞬間、ヘリアは自分の持っていた自信が銅貨一枚ほどの価値もないものだと思い知らされた。まるでこちらを意に介かいさない瞳ひとみに宿る翳かげは闇やみよりも深く、そしてなにより冷たい。一体、今まで何を映して生きてきたら、あんな瞳になるのだろうか。

　ジャリっと音を立てて、男のパートナーであるデュラハンが微かすかにその足を滑すべらせる。ただそれだけで、チームメイトの一人が「ッひ！」と身体からだを強こわ張ばらせた。その悲鳴を聞いて安あん堵どした自分に、ヘリアが一いつ瞬しゆん遅おくれて目を見開く。怖こわいのは自分だけではない。そう思うことにより安心しようとしている自分に、怒いかりを通り越こして恐きよう怖ふが膨れ上がった。

　──反則じゃない！　こんなの！

　気を抜けば【契けい約やくの絆きずな】を解いてしまいそうなほど動どう揺ようしながら、ヘリアが声に出せない思いを心の中でぶちまける。神の紋もん章しようを持つ自分が「反則」だと言われることは何度もあったが、まさかその言葉を神以外の紋章を持つ者に向かって自分が呟くとは、ヘリアは今まで考えたこともなかった。

　きっかけは、一体なんだったのだろうか。

　焦じれた観客のヤジか、チームメイトの頰ほおを伝った涙なみだか、風に吹ふかれて微かに響いたデュラハンの甲かつ冑ちゆうが擦こすれる音か。

　はたまた、ヘリアの本能が限界を悟さとったのか──

「アマテ。【白き太陽・黒き月アブヤドシヤムス・アスワドアマル】！」

　ヘリアの掌てのひらに刻まれた神の紋章がルビーのような濃のう赤せき色しよくの燐りん光こうを放ち、傍かたわらに控ひかえていた鷹たかの頭部を持った神《ホルス》が携たずさえた神具アンクとウルス杖じようを男へ突き付ける。その二つの神具に練り上げられてゆく白と黒の波動は、他のチームメイトたちを男の放つ呪じゆ縛ばくから解き放った。まるでこの瞬間が大会の全すべてであるかのように、仲間たちが闘とう志しを爆発させる。後先のことなど考えず持てる限りの気力を紋章に叩たたき込こんだ主たちに、パートナーたちは持てる力の全てをもって答えた。

　魔ま法ほうの砂を詰めた袋ふくろを背負う《ザントマン》が眠ねむりを誘さそう砂を巻き上げ、湖の貴婦人という異名を持つ美しき妖よう精せい《ニミュ》が強力な魔力を込めた水を操あやつり、デュラハンを包む眠りの砂さ塵じんを強力な水圧で押し固める。そして直すぐさま、身動きの取れなくなったデュラハンを今度はケンタウロスの最上位種《ケイロン》と地じ獄ごくの狩かりゆう人ど《バルバトス》が弓とボウガンに番つがえた毒矢と魔矢で同時に射い貫ぬく。

　流れるような連れん携けいに、観客たちがおおぉっと沸く。

　しかし、その連携には最後の仕上げが残っていた。

「今です！」

　ヘリアの合図にホルスが頷うなずき、白き太陽と黒き月、相そう克こくする二つの波動が融ゆう合ごうした究極の神撃をデュラハンを包む砂さ牢ろうへ向けて解き放つ。大国の城じよう壁へきすら一瞬のうちに瓦が礫れきの山と化す一撃が、砂に吞まれ、水圧に押し潰つぶされ、矢に穿うがたれたデュラハンを飲み込んでゆく。その圧倒的な神力を前に抗あらがう術すべは存在しない。

　大戦の行方ゆくえすらも左右しかねない神の御み業わざに、観客が総立ちとなる。惜おしみない歓声に包まれ、闘技場に立つヘリアの仲間たちの緊張が弛し緩かんする。

　しかし、ヘリアは違った。

　神を従えるほどの、溢あふれんばかりの才気。

　それが、ヘリアに歓喜という名の安堵を与あたえなかった。

「みんな、油断し──」

　その漆しつ黒こくの太刀たち筋すじは、チームメイトへ呼びかけた忠告ごと、ホルスが放出し続けている白と黒の波動を断ち切った。

「─────!?」

　ヘリアが声を上げる間もなく、視界の左ひだり端はしにいたザントマンの身体が崩くずれ落ちる。砂すな袋ぶくろを切り裂さいた漆黒の剣けんは翻ひるがえるや否いなやザントマンの胸へと掬すくい上がり、肋ろつ骨こつと鎖さ骨こつを一気に切り裂いた。ザントマンの細い身体が血ち飛沫しぶきに飲み込まれ、主あるじであるチームメイトが胸を抱かかえて蹲うずくまる。【契約の絆】を通して還元されるダメージに、ザントマンの主はそのまま意識を刈かり取られ昏こん倒とうした。

　水を打ったように静まり返り、息を吐はくことすらためらわれる場内。

　その中で、漆黒の刃やいばを携えたデュラハンだけが、頭部の代わりに首から立ち上る靄もやを揺ゆらめかせた。無造作に、デュラハンが片手で握にぎった黒刀を振ふり下ろす。黒剣の太刀筋を辿たどったのは、超ちよう高こう速そくで放たれた水の帯だ。先ほど強力な水の魔法を操ってみせたニミュが咄とつ嗟さに水の盾たてを展開するが、デュラハンの放った高水圧の太刀は、水の盾ごとニミュの美しい身体を切り裂いた。美しく白い喉のどから耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴をあげる湖の貴婦人を尻しり目めに、デュラハンが次の獲え物ものへと的を移す。

　会場の誰だれもが開いた口を閉じることが出来なかった。デュラハンの繰くり出した高水圧の太刀が帯びる気配は、ニミュが繰り出す水撃と同じものだった。

　会場の誰もが気付かなかった。黒剣を握るデュラハンの手てつ甲こうが淡あわい虹色の燐光を纏まとっていることに。

　会場の誰もが知らなかった。デュラハンの虹色に輝く手甲が全てのモンスターの攻こう撃げきを吸収し、自在に放出することが出来るキメラの細さい胞ぼうを宿していることに。

　誰もが時を止める中、デュラハンだけが再び時を刻み始めた。

　甲冑が擦れる音を置き去りに、デュラハンは一気に地獄の狩人の間合いへと踏ふみ込む。バルバトスは即そく座ざにボウガンをしまって漆黒のナイフをベルトから引き抜ぬくが、鞘さやから引き抜かれた刀身は横よこ薙なぎにされた黒剣によってあっさりと断ち切られた。鮮あざやかな断面図を見せるナイフに啞あ然ぜんとするバルバトスの右みぎ肩かたに、黒い切っ先が突つき出される。

　しかし、不思議なことにその黒剣の刀身はバルバトスに届くことなく停止した。

　漆黒の切っ先の代わりに、その切っ先から突とつ然ぜん飛び出したボウガンの矢がバルバトスの肩かたを貫いていた。キメラの細胞は炎ほのおや風といったエネルギーは吸収するが、矢や爪つめ、牙きばなどは取り込んだ形状のままに放出する。

　毒矢に射貫かれたバルバトスが、激しく痙けい攣れんしながら倒たおれ込む。口から泡あわを吹く仲間に、その毒の威い力りよくを最も知るケイロンが慌あわてて薬袋に手を突っ込んだ。その手首が、硬かたい小手を嵌はめた手に摑つかまれる。デュラハンは大した力を込こめていないように見えたが、ボキッとあっけない音を立てケイロンの手首はへし折れた。

　喉を反らし、声にならない悲鳴を上げるケイロン。その悲鳴に耳を貸さず、デュラハンは折れた手首を握ったまま、ケイロンの巨きよ体たいをホルス目め掛がけて投げつけた。砲ほう弾だんもかくやという速度で投げ飛ばされた仲間を、鷹の眉み間けんに皺しわを寄せたホルスは避さけることなく、軽くウルス杖を振り目に見えない力場を生みだし受け止める。

　ホルスの厳しい視線がデュラハンを射貫く。

　デュラハンの答えは、ホルスへと翳かざした手甲から放たれた。観客が、そしてへリアが目を見開く。何気なく翳されたデュラハンの手から放出される白と黒の波動。それは、間違いなくホルスが放った【白き太陽・黒き月】の波動に他ほかならない。しかも、ホルスが放ったよりも一回り以上、デカい。ホルスは咄嗟にケイロンを後ろに庇かばい朱あかく輝く結界を練り上げたが、白と黒の波動はその結界を容易たやすく突き破り、ホルスと、ケイロンを飲み込み、勢い余って観客席を守る壁かべを爆散させた。

　濛もう々もうと立ち上る砂塵からボロボロの姿で現れたホルスが、力ちから尽つき、倒れ込む。

　試合が始まってから、僅わずか二十七秒。

　その男は、一言も発することなく、一分の半分にも満たない時間でヘリアのチームを殲せん滅めつした。
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　ジェバの圧あつ倒とう的な戦いぶりに静まりかえる会場とは打って変わって、レインのいる会場は激げき励れいの拍はく手しゆに包まれていた。チームの命運を背負う中、逆境を覆くつがえし勝利をもぎ取ったアリカに訪おとずれた観客が総立ちとなって拍手を送る。

　しかし、そんな観客以上にレインは興奮していた。

「アリカ！」

「ぴぎぴぎ！」

　ようやくもとの大きさに戻もどったペムペムを肩に乗せたレインが、待ちきれずに選手席から身を乗り出す。

　しかし、足早に選手席へと戻ってきたアリカは、勝利の余よ韻いんに浸ひたっているようには見えなかった。

「ごめんみんな。私、レオンを医務室に連れていかないと！」

　口早にレインたちの間をすり抜けたアリカが、控え室奥の扉とびらを開く。その後に続くレオンの姿は凄せい惨さん極きわまるものだった。全身を覆おおう涼すずやかな蒼あおい毛には血氷から溶とけ出した血で固まり、一歩歩く度たびに乾かわいた血の膜まくがパラパラと剝はがれ落ちている。

「ちょ、ちょっと。大だい丈じよう夫ぶかい、レオン!?」

「これは……ひどい」

　慌てて駆かけ寄ったガゼットがレオンの片目を隠かくしていた血ち糊のりを落とし、ピックが耳を塞いでいたかさぶたを弱い電でん撃げきで削けずり取る。

「私も行くぞアリカ。キール、レオンを背負ってやれ」

（うむ、任せろ）

　文字通り血肉を削ってチームに献けん身しんしたレオンに、エルニアがアリカの肩に手を乗せ、キールがレオンの傍そばで身を伏ふせる

　だが、アリカは柔やわらかくも強い笑えみを浮うかべると、やんわりと肩に乗せられた手を押し返した。

「ダメだよ。エルちゃんはここにいなきゃ。まだ試合があるんだから」

「しかし、レオンを背負えるのはキールだけだ。試合なら、すぐに戻れば──」

「ダメなものはダメ。エルちゃんはここにいるの。いいね」

　食い下がろうとしたエルニアに、アリカが断固とした口調で釘くぎを刺す。それならばと、今度はレインとガゼットが付き添そいを申し出ようとしたが、開きかけた口はアリカが浮かべる笑みに押し返された。

「みんなも心配しないで。確かにレオンにはちょっと無理させちゃったけど、今回使った【血狼丸】には滋じ養よう強きよう壮そう作用の強い《ラベンダーウルフ》の花弁も加えてあるから。医務室に行くっていっても、傷口を消毒して血を拭ふいてあげるだけだし。ね、レオン」

「がぁう！」

　レオンが軽く身体からだを振って血糊を払はらいながら、快活とした声で応こたえる。確かに、その声は無理をしているように聞こえない。

「だいじょう、ぶ？」

「きゅぴ」

　それでも心配そうな表情を浮かべるジナに、アリカは少し困ったような笑みを浮かべながら頷いた。

「うん、大丈夫だよ。さぁ、行こレオン」

　扉を開けたアリカがレオンを手招きする。しかし、その後を追おうとしたレオンは踏み出しかけた脚あしを元の位置に戻すと、何か考えるように大きくその尻尾しつぽを振った。

「レオン？」

　首を傾かしげながら、アリカがもう一度レオンに声をかける。けれど、レオンはふいっとアリカから顔を背そむけると、素す早ばやい動きでレインの後ろに回り込むや否や、その鼻先をレインのお尻しりに押し付けてきた。

「おい、レオン？　どうしたんだよ!?」

　ぐいぐいとレインをアリカの前まで押してきたレオンが、何かを訴うつたえるようにレインの目を覗のぞき込み「うぉん！」と吼ほえる。

　レインは直感的にその意図を理解すると、直すぐさま視線をキョトンとしていたアリカへと傾かたむけた。

　チームを代表して、そして自分自身の偽いつわりない感謝を込めてレインが微ほほ笑えむ。

「アリカ。お前がいてくれて良かった。勝ってくれてありがとな！」

「～～～～～っ!!　うん！」

　ぶわっと浅黄色の髪かみを沸わき立たて、ぎゅうっと身体を丸めたアリカが心のそこから嬉うれしそうにはにかむ。恥はずかしさの中に自信が見え隠れするその笑顔があまりに眩まぶしくて、レインが誤ご魔ま化かすように頰ほおを搔かく。

　すると、その足あし下もとを涼しげな風がすり抜けた。

「うぉん！」

　蒼あおい毛並みを血ち化げ粧しようで飾かざり、レインの足からアリカの足へと冷気の帯を引くレオンが満足そうに尾おを揺らす。

　その尾が扉の向こうに消えるのを最後まで見送りながら、レインはポツリと呟つぶやいた。

「どんどん強くなるな、アリカのやつ」

　いつもガゼットの後ろに隠れていた姿が遠い昔のように感じるアリカの成長に、レインが思わず目め頭がしらを熱くする。その肩が、不意に後ろからトントンと叩たたかれた。

　振ふり返ったレインの双そう眸ぼうに、乳白色の糸を腕うでに絡からませたジナの、異様に闘とう志しを燃やす双眸が映り込む。

「婿むこ、様！」

「お、おう!?」

　挑いどむような眼まな差ざしで大声を上げたジナに、レインが反射的に背筋を伸ばす。すると、そんなレインの目の前に、ジナはピンと立てた小指を差し出してきた。

　意味が分からずキョトンと首を傾げるレインに、ジナの唇くちびるが強い意志を込めて動く。

「婿様約束し、て」

「約束？」

「そ、う。勝ったらいっぱい誉ほめるこ、と。私、絶対にアリカに負け、ない！」

「いや、ちょっと待てジナ。戦う相手はアリカじゃ──」

「やくそ、く！」

　レインの言葉を遮さえぎり、ずいっと顔を寄せたジナが期待の眼差しで小指を突き出す。

「ん！」

　唇を尖とがらせた顔のジナの指が、レインの鼻先に触ふれる。そのほぼ同時に、戸と惑まどうレインの耳を、なかなか出てこないジナを呼ぶアナウンスの声が叩いた。

「おい、ジナ・レームライト呼ばれているぞ。早くし──」

「朱あか髪かみ黙だまって、る！」

「ぬぁ!?　なにぃ～」

　堪たまらず声を掛かけたエルニアが、振り返りながら強い口調で突っぱねたジナと睨にらみ合い眉まゆ尻じりを吊つり上げる。だが、今日のジナは何かが違ちがっていた。いつもなら怒ど号ごうの火を噴ふくエルニアが、ジナと視線を絡めるや否いなや睨み合いに負けた猫ねこのように萎い縮しゆくする。

　ジナを呼ぶ歓かん声せいが大きくなる中、レインは困ったように頭を搔いた。エルニアで無理なら、ジナはテコでも動かないだろう。

　レインは根負けするように苦く笑しようを零こぼすと、持ち上げた小指をジナの指に絡めた。

「ああ、分かったよ。約束する。だから、絶対に勝ってこいよ！」

「おー、けー！」

「きゅぴぴぴぴ！」

　小指を絡めたままぐっと親指を立てるジナに、肩かたに乗っていたルルが自分も忘れるなとばかりに桃もも色いろの身体を弾はずませる。

　そして勢いよく選手席を飛び出していくジナの後ろ姿に、レインは堪らず呟いた。

「本当に頼たよりがいがあるよな、俺たちのチームの女子たちは」

「あはははは、僕たちは肩かた身みが狭せまいけどね」

　ガゼットの相あい槌づちに、ただただ頷うなずくしかないレインだった。
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　軽い足取りでジナが闘とう技ぎ台へ続く階段を駆け上がる。弾みを付けて一気にスタート地点に飛び込むと、待ち侘わびた観客のヤジと歓声が一気に沸わき立った。

「おまた、せ」

　耳を打つ人の声に、ジナがひらひらと手を振り返す。普ふ段だんは抑よく揚ようがなく感情をあまり表に出さないジナだが、こうやって人前に出るのは嫌きらいじゃない。むしろ、普段は軽かろんじられているスライムトレーナーの強さを魅みせることが、ジナの生き甲斐がいの一つなのだ。

　肩でポンポンと弾むルルと、学生服姿のレインたちとは打って変わって肘ひじや膝ひざにプロテクターを嵌はめた戦せん闘とう衣い装しようの出いで立ちのジナに、これまで待たされていた観客たちが期待に喉のどを震ふるわせる。ジナがスライムトレーナーであることを差し引いても、その容姿や服装は目を引くのだ。

　注目を全身に浴びたジナが、片手では足りないとばかりに両手を観客に向けて大きく振る。しかし、もちろんジナはレインとの約束も忘れてはいなかった。絶対に試合に勝って誉めてもらう。その想おもいに、ただの一点の曇くもりもない。

　ちらりと、ジナの脳のう裏りを満面の笑みを浮かべたアリカの姿が掠かすめる。同時に、レインがジナに向けたことがない温かい眼差しをアリカに向けて浮かべていたことを思い出す。

　──アリカに負け、ない！

　観客に向けて振っていた手で拳こぶしを握にぎったジナが、ふすんと気合いを込めて鼻を鳴らす。

　そんなジナの耳を、地鳴りかと勘かん違ちがいするほど豪ごう快かいな声が叩いた。

「グハハハハハ。小こ娘むすめよ、喜色満面に腕を振るにはちと早すぎるのではないか？」

　声と共に濃のう密みつな酒精が鼻をくすぐり、巨きよ体たいが生み出す影かげがジナを覆い尽つくす。嗅かぎ慣れない酒しゆ臭しゆうに僅わずかに顔を顰しかめて声の方を振り返ったジナだが、その声の主と対たい峙じした途と端たん、半分ほど閉じていた瞼まぶたを何度も何度も瞬またたかせた。

「おおき、い」

「きゅ、きゅぴぴ」

　ジナが素直な感想を漏もらし、本能的に危険を察知したルルが身体を縮こませる。

　極東の上級悪あく魔まにあたる鬼おにが、巨大な朱しゆの盃さかずきを片手にジナとルルを見下ろしていた。

　可動域限界まで首を反らしたジナが、ぽかーんと口を開けたまま鬼と向かい合う。ジナは以前にも鬼を従える魔獣錬磨師モンスタートレーナーと戦ったことがあるが、目の前の鬼のサイズはその倍以上もある。身長はジナの優に三倍はあり、その極ごく太ぶとの指先はジナの頭をサクランボのように摘つまみ上げることも出来るだろう。ジナの胴どう回まわりほどもある角が頭部から迫せり出し、口元からは鋭えい利りな牙きばが唇を押し退のけて突つき出している。

　腰こしに大量の酒さか瓶びんを巻き、肩に巨大な酒瓢ひよう簞たんを担かついだその鬼は目を丸くするジナに楽しげに唇を歪ゆがませると、なみなみと酒が注つがれた盃を一気に呷あおった。筋肉に固められた太い首がごくごくと景気よく動き、ぷはーっ酒気を纏まとった息が吹ふき抜ぬけた風にさらわれる。

　豪快に酒を飲み干した鬼は啞あ然ぜんとしているジナを見下ろすと、気を良くしたように哄こう笑しようした。

「フハハハハ。我に畏おそれをなして声も出ぬか。まぁまぁまぁまぁ、それも当然のことよ。なんせワシは、鬼たちの総大将、酒しゆ吞てん童どう──」

「おやめんさい、羅ら刹せつ坊ぼうぉ。女の子を脅おどかしたらあかへんよ」

　声高らかな口上は、その独特に間延びした口調に遮られた。ムッと、大人ですら泣き出しそうな不ふ機き嫌げん面づらを浮うかべた鬼が振り向き、ジナからは見えない誰だれかを脅すように眉まゆを尖らせる。

「くぉら！　ビャクラン！　良いところなのだ邪じや魔まをするな。それと、ワシを『坊』と呼ぶでない！　他の鬼どもに示しが付かぬではないか！」

「邪魔やなくてしつけですわ。それにぃ、細かいメンツを気にするような子ぉは『坊』で十分やろ」

「ふん！　酒を舐なめただけでぶっ倒たおれる下戸がよく言うわ！」

「その下戸に調ちよう伏ぶくされたんはあんさんやで。ほらほら、強がってないではよぉ戻もどってきぃ。せっかくその子が来てくれたんに、試合が始まらへんやろ」

　チチチチチっと、まるで猫でも呼ぶかのように舌を鳴らしながら手を差し伸のべる主あるじに、羅刹坊と呼ばれた鬼は相手にするのも馬ば鹿からしくなったのか、言葉の端はし々ばしに滲にじみ出ていた怒気を霧む散さんさせて引き返す。

　その巨大な身体からやっと視界を解放されたジナは、羅刹坊を呼び戻した魔獣錬磨師モンスタートレーナーの顔を見るや、コテンと不思議そうにその首を傾けた。

「おとこ…………おん、な？」

　右に首を傾げていたジナが、今度は左へ首を傾ける。ジナの頭に押されたルルがころりと肩から滑すべり、質問されたその魔獣錬磨師モンスタートレーナーはぷっと息を吹き出した。

「あははははは、初対面で随ずい分ぶんやねぇ。面おも白しろい子やわぁ」

　口元に手を当てて笑いを漏らすその魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、ジナの言うとおり一見して男か女か判断できないような容姿をしていた。ギンジたちの黒くろ髪かみとは対照的な生え際ぎわから毛先まで真っ白な白はく髪はつに、眼めを開けているのか閉じているのか分からない糸目の双眸。顔つきは気の優やさしい青年のようでもあれば、ちょっと悪戯いたずらっぽい女性のようにも見える。もっと言えば、その年ねん齢れいも不ふ詳しようだ。大会に出場している以上、ジナたちと同年代か少し上ぐらいのはずだが、溢あふれ出る笑えみを堪こらえる姿は老熟した紳しん士しのようにも見えるし、年とし端はのいかない幼女のようにも見える。

「あ～、笑わせてもらったわぁ。十回も人生やり直してるけど、ここまでハッキリ言われたのは初めてやねぇ」

「十回？」

「ああ、こちらの話ですわぁ。気にせんといて。それより、自己紹しよう介かいがまだやったね。うちはアベノ・ビャクラン。陰おん陽みよう師じをやらしてもらってますぅ。んで、こっちの木偶でくの坊が式神の羅刹坊ゆぅて、まぁなんというか、口と酒さけ癖ぐせの悪い子鬼ですわぁ」

「誰が子鬼だ！　ワシは【酒しゆ吞てん童どう子じ】。百ひやつ鬼きを従える鬼の総大将だぞ！」

　適当に紹介された羅刹が、空になった盃に新たな酒を注ぎ込みながら怒ど鳴なり声を張り上げる。

　結局、ビャクランが男か女か教えてもらえなかったジナは、肩から落ちたルルを抱だきかかえながら、自己紹介を切り返した。

「スライムトレーナー、ジナ・レームライト。こっちは、ルル」

「きゅぴぴ！」

「はは、ジナはんにルルはんやね。にしても、うちの羅刹坊を見てあんまり驚おどろいてないようやけど、これ、怖こわないん？」

　これ呼ばわりしながら羅刹を指さすビャクランに、ジナはあっさりと頷いた。

「全然。鬼なら勝ったこと、ある」

　はっきりと応こたえたジナに、観客の間から失笑が漏れる。誰もが、ジナの発言を冗じよう談だんだと思ったのだろう。スライムトレーナーが鬼に勝つなど、その瞬しゆん間かんを見ていない者にとってはただの与よ太た話ばなしだ。

　だが、ビャクランは違っていた。「ほぉう」と感心したように声を漏らすと、真しん剣けんな表情で糸目の双眸を僅かに押し開いた。

　全すべてを見み透すかすような透とう徹てつした瞳ひとみがジナの栗くり色いろの双そう眸ぼうに滑すべり込む。

　ニコッと口元を緩ゆるめ、ビャクランは面白そうに頷いた。

「なるほど、ただのスライム使いやないようやね。そのお年で、いろいろ修しゆ羅ら場ばを潜くぐってらっしゃるわ。にしてもキメラとは……あそこにおるややっ子、けったいなもの造りますなぁ」

　フェティのいる来らい賓ひん席へと視線を傾かたむけたビャクランに、ジナは僅かに表情を硬かたくしながら、警けい戒かいするように低い声で尋たずねた。

「──なんで分か、る？」

「さぁ、なんでやろ」

　ビャクランが飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべて、ジナの質問を受け流す。ジナはさらに問い詰つめようとしたが、小さく頭かぶりを振って考えを改めた。

　ジナにとって、ビャクランが何者かは正直どうでもいい。

　試合に勝ってレインに誉ほめてもらう。

　ジナを突き動かす原動力はそれだけだ。

　それだけで、ジナが戦う理由は充じゆう分ぶんだ。

　問答を止めた両選手に、タイミングを見計らっていたアナウンスの女性がようやく開戦の合図を告げる。観客たちが待ってましたとばかりに盛り上がる中、ジナとビャクランは同時に【契けい約やくの絆きずな】を発動させた。瑞みず々みずしい桃色と濁にごり酒を思わせる白い燐りん光こうが闘技場で衝しよう突とつする。

　先に動いたのは、ビャクランと羅刹の方だった。

「羅刹坊【酒しゆ霧ぎ鬼き乱らん】や。とりあえず、《純米》あたりからいっとこか。ああでも、刃はは潰つぶしとくんやで。女の子に傷を負わしたらあかんからなぁ」

「フハハハハ。さぁ、宴うたげを始めようぞ！」

　再び盃の酒を呷った羅刹が、口に含ふくんだ酒を一気に吐はき出す。霧きり状じように吐き出された酒は風にさらわれることなく、十数体の子鬼へと姿を変えた。

「ゆけ、酒しゆ霧ぎ鬼きども」

　羅刹の号令を受け、人の子供ほどの背せ丈たけの小鬼が、ある鬼は鋭するどい爪つめを、またある鬼はこれまた酒霧が姿を変えた金棒を握り締しめ、奇き声せいを上げながらジナへと殺さつ到とうする。

　俊しゆん敏びんな動きで距きよ離りを詰めてくる小鬼たちに、ジナはあくまで自分のペースを貫つらぬきながらルルへ語りかけた。

「ルル。【分ぶん裂れつ分散】」

「きゅぴぴっ！」

　扇おうぎ状じように分かれる小鬼を見み据すえながら、ルルが直すぐさま応こたえる。小さく震えたルルの身体からだから本体と同じサイズの分裂体が生まれたかと思いきや、分裂体がさらに細かく分散し、その数を何倍にも増やして堂々と小鬼たちに立ち向かった。だが、その分裂体は霧の鬼に対してあまりにも心こころ許もとない。鬼たちも小さなルルの分裂体を取るに足らないと判断したのか、脇わきをすり抜けるままにしてジナに向けて疾しつ走そうする。

　ジナの身体が、自ら倒れ込むように前方へと傾く。重力に逆らわず倒れたジナは分裂体の一体を踏ふみ締めると、スライムの弾だん力りよく性を十二分に活いかして加速した。銀ぎん髪ぱつを靡なびかせて一気に距離を詰めるジナに、レインとペムペムの戦い方が印象に残っていた観客たちが目を瞠みはる。

　ジナがさらにもう一体の分裂体を踏み締めると、銀の残像を残しながら畏れを知らぬとばかりに自ら小鬼たちの中へと飛び込んだ。目の前に迫せまった銀影に先頭にいた小鬼が慌あわてて金棒を横に薙なぐ。その金棒はジナを殴なぐりつける直前、あらぬ方向へと弾はじき飛ばされた。飛び込んできた分裂体に弾かれたのだと小鬼が気付く間もなく、突とつ進しんの勢いを乗せたジナの爪つま先さきが小鬼の側頭部に跳はね上がる。元々が酒霧で出来ていた小鬼の小さな頭は、鋭い蹴けりを受け止めて形を保てなくなり霧散した。

　酒霧へと戻る一体目の鬼を尻しり目めに、真横から叩たたき付けられた鉈なたの一いち撃げきを鮮あざやかに躱かわしたジナがバランスを崩くずし踏鞴たたらを踏む小鬼の角を握にぎり締める。

　軽く跳ちよう躍やくしたジナの膝ひざが小鬼の胸を打ち抜いた。

　直前に踵かかとで分裂体の体当たりを受けて勢いの増した一撃は、小鬼の胸の半ばまでめり込み、一体目の小鬼と同じくその身体を酒霧へと返す。その酒霧から大きく飛び退のいたジナは、続けて片足を軸じくに大きく身体を旋せん回かいさせた。帯のように広がる銀の髪。その銀幕に視界を一瞬遮さえぎられ二の足を踏んでいる鬼の顎あごを、回転の勢いを乗せた鋭い手刀が次々に掠かすめ、打ち砕くだく。瞬またたく間まに三体の小鬼を屠ほふってみせたジナに、観客たちが歓かん声せいを忘れて魅み入いられる。

　ジナは体術を駆く使しした戦せん闘とうのスペシャリストだ。これほどまでに鮮やかな徒と手しゆ空くう拳けんを操る魔獣錬磨師モンスタートレーナーは世界を巡めぐってもそうはいないだろう。

　しかし、ようやく驚きに意識が追いついて歓声を上げる観客とは対照的に、小鬼をルルとの絶ぜつ妙みようなコンビネーションで圧あつ倒とうしたジナは大きく顔を顰しかめると、一いつ旦たん闘技場の端はしへと飛び退いた。

「酒臭くさ、い」

「きゅぴ～」

　ジナが鼻先を掌てのひらで覆おおい、肩かたに乗るルルが嫌いや々いやと身体を左右に振ふる。小鬼そのものを退けることは容易だが、その身を砕くたびにまき散らされる酒霧の酒精がジナを困らせていた。

　そんなジナを見ながら、盃さかずきを綺き麗れいに空にした羅刹が愉ゆ快かいとばかりに哄こう笑しようする。

「銀髪の、貴様も酒が苦手か？　まだまだ、宴は始まったばかりだぞ！　ビャクラン！」

「はいはい。じゃあ、次は《純米吟ぎん醸じよう》やね。でも、あんまり飲み過ぎたらあかへんよ、羅刹坊」

「それは無理な相談だな」

　トクトクと腰こしに巻いた別の酒さか瓶びんを盃へ傾ける羅刹が、にやりと意地の悪い笑みをビャクランに返す。そして、朱しゆ色いろの盃を薫かおり高い酒で満たした羅刹は、見せつけるように再び盃を呷あおり、新たな酒霧の鬼おにを生み出した。

　新しく生まれた酒霧の鬼の数は三体。だが、先ほど生まれた小鬼が人の子供ほどとするなら、新たに生まれた鬼の背丈はジナより頭一つ大きく、纏まとう威い圧あつ感かんは明らかに違ちがう。

「ゆけ」

　空になった盃を軍配代わりに振った羅刹に合わせて、三体の鬼たちが闘とう技ぎ場の床ゆかを蹴り砕きジナへ突進する。続けて、残った小鬼たちもジナに殺到してきた。

　視界を埋うめ尽つくす鬼の群れに物もの怖おじせず、ジナは新たに生み出された鬼に照準を合わせて地を蹴った。躊躇ためらうことなく飛び込むジナと、いち早く間合いを詰めてきた鬼が接せつ触しよくする。ジナは一見バランスを崩したかのように倒たおれ込むと、逆立ちをするように手をつき、その身体を跳ね上げた。目の前数センチ先を通り過ぎる鬼の爪に前髪を揺ゆらされながら、ジナが空中で身体を丸め、足に受け止めた二体の分裂体たちの反動を利用して大きく旋回する。

　縦に回ったジナはそのまま踵落としの要領でブーツの踵を鬼の肩に振り落とした。踵と肩が激突した瞬間、ジナの口元が微かすかに歪ゆがむ。硬い！　酒霧で出来た鬼の肉体は、鋼はがねを思わせる筋肉の鎧よろいで覆われていた。

　肩に突つき刺ささる踵へ、酒霧の鬼が強ごう引いんに握った拳こぶしを叩き付ける。まともに食くらえば人の骨など小枝の如ごとくへし折らんばかりの一撃に、肩に乗っていたルルが慌てて足と拳の間に滑り込んだ。瞬間的に身体を膨ふくらませたルルが鬼の拳を包み込み、ねじり、弾き上げる。

　掬すくい上げられる拳に銀髪をふわりと靡かせながら、ジナが鬼の足あし下もとに着地する。鬼に対する肉にく弾だん戦が不利と悟さとったジナの決断は早かった。肩に戻もどってきたルルを乗せジナが靴くつの裏に滑り込んできた分裂体を踏み締める。左右から振り下ろされた金棒を躱したジナは、さらに数体の子鬼たちの隙すき間まを滑るようにすり抜ぬけ、一気にビャクランへと肉にく薄はくした。

　飛び込んでくるジナに、羅刹が愉快そうに笑いながら酒の残った盃を傾ける。

　酒吞童子の双眸が戸と惑まどいに覆われた。

「んん!?」

　傾けても流れてこない酒に、羅刹が盃を覗のぞき込む。そこにはたっぷんたっぷんに身体を膨らませた桃もも色いろのスライムが、心地よさげに顔を緩めながら盃の上を転がっていた。

　盃に忍しのび乗った分裂体が、羅刹の酒を吸収したのだ。

「貴様ら、ワシの酒を！　安くはないのだぞ！」

　羅刹が右へ左へ転がる分裂体に怒いかりの声を叩き付ける。その隙だらけの脇を、ジナは一気に突破した。栗色の双眸が映すのは、悠ゆう然ぜんと佇たたずむビャクランただ一人。

　銀髪の少女と白髪の陰おん陽みよう師じが邂かい逅こうする。ジナは最短距離で拳をビャクランに向けて突き出した。直前で肘ひじに受けたルルの体当たりがさらなる加速を生み、矢の如き勢いで拳が放たれる。

　その拳の矢はビャクランの顔面を射い貫ぬく直前、幾いく重えにも連なる石いし珠だまの束にからめとられ停止した。

「数珠じゆずっていうんやけど、まぁ知らへんよね」

　何十個もの珠を連ねた仏具、数珠でジナの手をからめとったビャクランが不敵に微ほほ笑えみながら軽く手首を返す。

　まるで意志があるように数珠がジナの手首から解ほどけ、クスクスと笑うビャクランの声が耳を擽くすぐった。

「さぁ、どないする？　言っとくけど、ミズキはんでもうちから一本取ったことはあらへんよ」

　手から垂れた数珠をじゃらりと揺らし、ビャクランがジナを挑ちよう発はつする。その時すでに、ジナは右足を跳ね上げていた。ルルの体当たりを受けて放たれるその蹴りに予備動作は存在しない。

　ビュンッと空気を切った数珠が、またもジナの攻こう撃げきをはたき落とした。

「甘い甘い」

　遊女を思わせる艶あでやかな笑みを浮うかべながら、ビャクランが数珠を鞭むちのように撓しならせてジナの打撃を迎げい撃げきする。その速度と正確さもさることながら、驚おどろくべきはその読みだ。続けて放ったジナの肘打ちは勢いに乗る前にからめとられ、死角から体当たりを仕し掛かけたルルまでもが数珠の一撃で弾かれる。数にものを言わせて一いつ斉せいに飛び上がる分裂体は、的が小さいにもかかわらず一体残らず徹てつ底てい的に払はらい落とされた。

　体術もルルの体当たりもビャクランには通じず、ジナの目に明らかな焦あせりの色が浮かぶ。

「何、者？」

「ふっふっふ。べつにぃ、大したことあらへんよ。ちょっと、人より人生を繰くり返しているだけですわ」

　謎なぞめいた笑みを浮かべるビャクランに、ジナは困こん惑わくしながら一度大きく間合いを開ける。

　そこに、和わ太だい鼓こでも打ち鳴らしたかのような身体の奥に響ひびく野太い声が降ってきた。

「フハハ。なかなか面おも白しろい術を使うな、小こ娘むすめ。だが、相手が悪い。して、そろそろ終演といくまいか？」

　大小十数匹ひきの鬼を従えた羅刹が、トクトクトクっと新たな酒を盃に注ぐ。芳ほう醇じゆんかつ痺しびれるような酒精が微かにジナの鼻び孔こうを擽った。

「秘蔵の純米大吟醸だ。大おお盤ばん振ぶる舞まいといこうじゃないか。大鬼リョウメンスクナの酒霧鬼は滅めつ多たに見られたものではないぞ！」

　羅刹が凶きよう悪あくな鬼き面めんに笑みを浮かべ、酒に満たされた盃をジナの方へと見せつける。隙を突いて分裂体がその盃に飛び込もうとしたが、強敵相手に二度同じ策は通じない。飛び上がった分裂体は悉ことごとく、配下の鬼たちに叩き落とされた。

　ジナが小さく唇くちびるを嚙かむ。流石さすがに、これ以上酒霧の鬼を増やされては逃にげ切ることは難しい。羅刹へ攻撃を仕掛けても、その筋肉の鎧の前には無意味だろう。ビャクランへの攻撃も、数珠鞭に弾かれる。

「きゅ、きゅぴ……」

　肩に乗るルルが、心配そうにジナの顔を覗き込む。観客の誰だれ一人ひとりとして、ジナの勝利を期待する者はいなかった。先せん鋒ぽうで戦ったレインとペムペムの敗戦が、よりいっそうジナの敗北のイメージを膨らます。

　そんな、誰もがジナの敗北を予想する中、ただ一人、ジナだけは迷わずその場を飛び出していた。

　盃を傾かたむける羅刹に向けて、まっすぐに。

「ぬっ！」

　怯おびえるどころか自ら突っ込んできたジナに、羅刹が目を瞠る。その一いつ瞬しゆんの隙を見み逃のがさず、ジナは酒精が漂ただよう盃へと飛びついた。

「おととっとと。これ、小娘！　何をする！」

　両手を目め一いつ杯ぱいに広げ盃を抱だきかかえるジナに、羅刹が怒りの片へん鱗りんを声に乗せながら盃を手前に引く。その瞬間、ジナは大きく身体を捻ひねった。同時に、ジナの狙ねらいに気がついたルルが鬼の指と盃の間に滑すべり込む。

　不意を突かれた鬼の指が盃とルルの間で滑すべり、朱しゆ月げつのような盃がジナの手に奪うばわれる。

　手を空にした羅刹に、ビャクランは腹を抱かかえて哄笑した。

「はは、羅刹坊。油断大敵やね。酒吞童子が盃を奪われるなんて、鬼の総大将が聞いて呆あきれるわ」

「やかましいぞビャクラン！　これ、小娘も返さんか。その盃は、会あい津づから仕入れた自じ慢まんの品なのだぞ！　その酒もだ！　それはただの純米大吟醸ではなくしずく酒なのだぞ。その酒を手に入れるのに、ワシがどれだけの酒蔵を巡ったと思っておる！　童わらしが持つものではない！」

　ペンッと指に挟はさんだルルを無造作に弾はじきながら、羅刹が厳しい声をジナに叩たたき付ける。確かに羅刹が言うとおり、朱の盃は内側に雅みやびな枝し垂だれ桜が描えがかれた見事な一品だった。盃を満たす酒もこれまた見事と言うほかない。芸術品といってよい芳ほう香こうは観客席にいる酒好きの男性たちを虜とりこにし、ごくりとそこら中からツバを吞のみ込む音が木こ霊だまする。

「さぁ、返すのだ！」

　羅刹が鬼き気き迫せまる形相をジナに叩き付ける。それまでのらりくらりとジナの相手をしていた酒霧鬼たちが一斉に潰つぶしていた刀や牙きばを研とぎ、盃を抱えるジナを包囲する。

　張り詰つめる緊きん張ちようの中、ジナはハッキリと首を横に振った。

「や、だ。こんなも、の」

　あ、っと誰かが呟つぶやいたとき、ジナの喉のどに酒吞童子自慢の酒が滑り落ちていた。

「ぬああああああああああああああああああああああああ！　貴様ああああああああああああああああああああ！」

　盃を大きく傾けながら喉を鳴らすジナに、羅刹が喉を嗄からして絶ぜつ叫きようする。怒りと殺気を孕はらんだ突とつ風ぷうが闘技場を吹ふき荒あれ、酒霧鬼がジナに殺さつ到とうする。

「……ん……ん……ぷぁ」

　酒の三分の一ほどを干したジナが、ゆっくりと桜色の唇を朱色の盃から離す。すると盃の重さに耐たえきれないように、ぐらりとジナの身体からだが大きく揺れた。

「ジナっ！　なにやってんだ、逃げろ！」

　ゆらりゆらりと揺れるジナに、レインが堪たまらず控ひかえ席から身を乗り出す。ジナは危機感がないのかぽけーっとした様子でレインの方に視線を傾けると、今度は何を思ったのか、盃を片手にレインに向けて疾しつ走そうしてきた。会場のどよめきは完全に無視。するりするりと捕とらえどころのない動きで鬼たちを翻ほん弄ろうしたジナが、闘技台から飛び降りる。

　ジナは闘技台を囲む芝しば生ふの上にそっと朱の盃を置くと、クルリと身を翻ひるがえすや否いなや、レインの胸の中へと飛び込んできた。

「むこしゃ、まあぁ～」

「ちょ、ジ──うわっ、酒臭くさいぞお前！」

　もたれかかってくるジナから立ち上る酒しゆ臭しゆうに、レインが思わず顔を背そむける。しかし、ジナは許さないとばかりにレインの顔を両手で挟むと、グイッと自分の方に引き戻した。

「むこしゃま～、こっち、みるぅ」

「ジナ！　お前酔よっ払ぱらってんだろ！　そうだろう！」

　白磁のように白い肌はだを色っぽい桃色に染めて栗くり色いろの双そう眸ぼうをとろんと潤うるませるジナに、レインが顔を真っ赤にしながら細い肩かたを摑つかんで押し返す。そんなレインの手をするりと躱かわして胸の中に収まろうとするジナに、強きよう烈れつな殺気が突き刺さった。

「こらあああああああああああ。ジナ・レームライトなにをしている！　貴様の相手は、あのゴツい鬼おにだろうが！　さっさと試合に戻れ！」

「いや、ジナさん。本当に戻ってよ。カウント始まってるから！」

「マスター、いつもの悪わる知ぢ恵えでなんとかしろ!!」

　エルニアが絶叫し、ガゼットが肩に乗るピックと共に焦った声を張り上げる。場外10カウントはジナの負けだ。

　カウントダウンのアナウンスが響きレインとペムペムが顔を青くする。

「ジナっ、早く戻れ！　負けちまうぞ！」

「ぴぎ！　ぴぎぴぎぴぎっ！」

「きゅぴぴぴぴ！」

　ペムペムに続きルルまでもジナの服を咥くわえ引き戻もどす。だが、ペムペムとルルの初めての共同作業にも、ジナは頑がんとしてその場を動かなかった。

「や、だぁ～。アリカばっかりふこ～、へ～。むこしゃまジナのこともほめ、りゅぅ。ジナもごほぉ～び、ほしぃ～」

「あああもう、分かった分かった。勝ったらいくらでも誉ほめてやるから！　何でもご褒ほう美びやるから！」

「ほん、とぉ？」

「ほんとだほんと！　ほら、さっきも約束しただろ！」

　レインがピンと立てた小指をジナの前に突つき付ける。目の前に伸のびた指先に、ジナはパチパチと瞬まばたきを繰り返した。

「やくそ、く」

「ああ、約束だ」

　こてんと首を傾かしげたジナに、レインが力強く念を押す。その次の瞬間、ジナはふにゃりとマタタビを嗅かがせられた猫ねこのように顔を緩ゆるめたかと思いきや、するりとレインから身を引いた。滑るように控え席を飛び出したジナが、この機に乗じて朱しゆの盃さかずきを持ち帰ろうとしていた酒霧の小鬼を鋭するどい蹴けりで一いつ蹴しゆうする。

「ルル！」

　今までに聞いたことがないほどハッキリとした口調でルルを呼んだジナが、盃を抱え上げながら残り一秒というところで闘とう技ぎ台へと再臨する。

　いつもは眠ねむたげな双眸をカッと見開き、ジナが仄ほのかに桜色に染まる喉を震ふるわせた。

「ルル。【スライムバルーン】！」

「きゅ……きゅぴぃいいいいいい！」

　遅おくれて肩に飛び乗ったルルが、ジナの意を汲くんで闘技台の隅すみ々ずみに響くよう声を張り上げる。それを合図に散らばっていた分ぶん裂れつ体たちは一気に息を吸い込み、その身体を風船の如ごとく膨ふくらませ始めた。

「おやまぁ～、これはまた……」

「おいおい小娘。なんのつもりだ？」

　ビャクランだけでなく、先ほどまで怒ど気きを振ふりまいていた羅刹が呆あつ気けに取られ目を丸くする。羅刹が生み出した酒霧鬼の何倍という数の分裂体が、大きくその身体を膨らませ彼らの視界を埋うめ尽つくした。

「ルル、行くよ！」

　またもハッキリとした声が響き、桃もも色いろの風船に囲まれたジナが残した分裂体を踏ふみ締しめて疾走する。膨らんだ分裂体に身を隠かくしつつ接近するジナに、羅刹は怒いかりすら忘れたように哄こう笑しようした。

「フハハハハハハハハ。どこまでも愉ゆ快かいな奴やつらよ。良かろう。者ども受けて立て！」

　羅刹が太い腕うでを横よこ薙なぎにし、号令を受けた酒霧鬼たちが桃風船の群れへと殺到する。その鬼たちが爪つめや刀を突き立てる端はしから、パンパンパンッと景気の良い音を立てスライムの風船は爆はぜ割れた。

「そこか！」

　羅刹が鋭く眼光を光らせ、風船を目くらましに距きよ離りを詰めるジナの姿を捉とらえる。桃色の風船の間を忙せわしなく駆かけ巡めぐる銀色の髪かみと朱の盃を追い続けながら、羅刹は自らの髪を十数本まとめて引き抜ぬいた。

「ビャクラン！」

「はいよぉ。【鬼き髪はつ天てん針しん】」

　これまた面おも白しろそうに笑えみを浮うかべたビャクランが声を上げ、髪を鋭い針に変えた羅刹が黒針をジナに向けて投とう擲てきする。しかし、幾いくつもの風船を突き破って飛来した針は、一つとしてジナの身体を掠かすめることはできなかった。この髪針で蝦え夷ぞの大おお鹿じかをも捕らえたことがある羅刹が、信じられないとばかりに目を見開く。

「何故なぜ当たらん！」

「羅刹坊、よう見んしゃい。この風船、一つ一つ厚さがちがうんや。遠近感が狂くるわされとるで」

　一目で風船の仕し掛かけを看破したビャクランが、腹を立てる羅刹を窘たしなめる。ビャクランの言うとおり、膨らんだルルの分裂体たちは微び妙みようにその外がい膜まくの厚さを変えていた。桃色の風船で出来た密林は、まさにジナを隠す桃とう源げん郷きようだ。

「しかし、どうする気なんやろな。これじゃあ、埒らちがあかへんでぇ？」

　ジャラリと手に握にぎる数珠じゆずを鳴らしながら、ビャクランが不思議そうに小首を傾げる。いくら羅刹の眼めを惑まどわそうと、ジナとルルでは致ち命めい傷しようは与あたえられない。ビャクランへの直接攻こう撃げきも数珠術により封ふうじられている。普ふ通つうに考えるならばジナとルルに勝機はない。

　その常識を覆くつがえすように、桃風船の目隠しで酒霧の鬼たちが構える先せん陣じんを突破したジナは、一気に羅刹の前へと躍おどり出た。

「最後は正面からか！　潔いさぎよし！」

　凶きよう悪あくな笑みを張り付かせ、羅刹が豪ごう腕わんを振りかぶる。その瞬間、何かがジナを追い越こして羅刹に特とつ攻こうを仕掛けてきた。

　とりわけ大きく膨らんだ桃色の風船が羅刹の視界を遮さえぎる。

「ぬぅ！」

　視界を塞ふさぐ巨きよ大だいな風船に、羅刹が荒あらい鼻息を吐はきながら腕を薙ぎ払はらう。鋭い爪をまともに受けた分裂体は小さな悲鳴を残して弾はじけ飛んだが、その時既すでに、ジナは羅刹の脇わきを擦すり抜けていた。

「狙ねらいはやっぱりうちかぁ」

　再び相見まみえるジナに、ビャクランがゆらりと数珠を揺ゆらしてみせる。次の瞬しゆん間かん、数珠は命を吹き込まれたかのようにジナへと跳はね上がった。打だ撃げきだろうが脚きやく撃げきだろうが、ビャクランの数珠に捉えられぬものはない。

　そう、それが形あるものだったならば。

　跳ね上がる数珠を視界に捉えながら、ジナが突っ込んできた勢いと同じ速度で後退する。ビャクランの意識を引きつけたジナは、スライムの紋もん章しようが刻まれた掌てのひらを持ち上げ、一気に降ろした。

「ルル、今！」

「きゅぴん！」

　いつの間にかジナの肩からいなくなっていたルルが軽快な声を響ひびかせる。その時、ビャクランはようやく何かの影かげが自分を覆おおい隠していることに気がついた。慌あわてて仰あおぎ見みたときにはもう遅おそい。太陽を隠す赤い月。先ほど羅刹が弾き飛ばした分裂体は、ジナから託たくされた盃を乗せていた。

　空中に投げ出された盃の端はしに、ルルの体当たりが突き刺ささる。ひっくり返る盃に注がれていた酒は、そのまま重力の手に捕つかまって一直線に落下した。

　天を仰いで思わず口を開けていたビャクランの下へと。

　大量の酒が有う無むを言わさずビャクランに降り注ぎ、一いつ拍ぱく遅れて落下した朱しゆの盃がビャクランの顔面に激突する。

　しーんと、場内に流れる静せい寂じやく。

「これは終しまいだな」

　興ざめと言わんばかりに肩を竦すくめた羅刹が、闘技場に満ちる静寂を切り裂さく。その声に導かれるように、きれいに朱の盃を顔に乗せて直立不動となっていたビャクランの身体が、ゆっくりと倒たおれた。からんっと盃が乾かわいた音を立て、ビャクランの端たん正せいな顔が露あらわになる。

「はや～……ひっく」

　真っ赤になって目を回すその姿は、誰だれがどう見ても酩めい酊ていそのものだ。辛かろうじて譫うわ言ごとを漏もらしているが、とても立ち上がれそうもない。

『酒を舐なめただけでぶっ倒れる』

　誰もが、戦いの前に羅刹が口走った言葉を思い出す。

「勝ち！」

　どこか拍ひよう子し抜ぬけした風が会場を吹ふき抜ける中、ジナだけはただ嬉うれしそうにＶサインを作った手を突き上げていた。




　　　　＊




　０勝２敗という崖がけっぷちから２勝２敗の振り出しに戻したベギオムの控ひかえ席は、その喜びを分かち合うどころか、今にも血で血を洗う戦いが巻き起こりそうな殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きが立ち込めていた。

　それもそのはず。

　今、彼らの控え室には鬼がいた。

「ジナ・レームライト。貴様、そこを、どけっ！」

　一言一言に地じ獄ごくから這はい上がってきたかのような怒気を込こめ、長い三つ編みを不知火しらぬいのように揺らめかせるエルニアがジナを睨にらみ付ける。その形相には百鬼に値あたいする迫はく力りよくがあり、傍かたわらに控えるキールすら思わず身を引くほどだ。

　今にも火を噴ふきそうな双そう眸ぼうは、激しい嫉しつ妬との炎ほのおに燃えていた。

　そして、炎に炙あぶられるジナはと言うと──

「むこ～しゃま～。ン～、ン～、ン～～♪」

　ベンチに腰こし掛かけるレインの膝ひざに頭を乗せ、心地よさそうに鼻歌を漏らしながら丸まっていた。日ひ向なたでひなたぼっこを楽しむ猫のように目を細め、ジナがゆっくりと身体からだを揺する。その度たびに、ジナの頭に乗せられたレインの手が銀ぎん髪ぱつを滑すべり、より一層エルニアの心をざわめかせる。

　その上、当のレインときたら──

「あ～、よしよし。頑がん張ばったな、ジナ。えらいえらい」

「むこしゃ、ま。もっといろいろ誉ほめ、る！」

「え!?　あ～、えっと……。ああ、そうそう。新技凄すごかったな！　今度、俺とペムペムにも教えてくれよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎ！」

「ん～、もっと誉めてくれたら考え、るぅ～」

　こんな調子で、ジナがわがままを言うままに付き合い続けているのだからタチが悪い。ジナはジナで完全に酔よっ払ぱらいの絡からみ酒だ。いつも以上に遠えん慮りよがなく、隙すきあらばレインの腰に抱だきつき、ゴロゴロと喉のどを鳴らしながらマーキングでもするかのように膝や腰に頭を擦こすりつけている。

　勝ったら誉めると約束していた手前ジナを無下に出来ないのは分かるが、それでもそろそろエルニアは我が慢まんの限界だった。

「レイン・エルハルト。貴様もいい加減にしろ！」

「いや、俺もそろそろなんとかしたいんだけどよ。ジナが……」

「ジナがではない！　貴様、それでも私の恋こい人びとか！」

「婿むこ様は私、の」

　それまで上じよう機き嫌げんだったジナが、エルニアの言葉を捉えてムッと唇くちびるを尖とがらせる。しかし、すぐに何かを思いついたのか、ジナは不機嫌そうな表情を解くと迷いのない動きでレインの両襟を摑み、まるで子猫が親猫の愛情を確かめるように、小鳥が親鳥の与えてくれる愛情を啄ついばむように、

　──ちゅ──っと、迷うことなくレインの唇へと自らの唇を重ね合わせた。

「ん＆＄％＋＆＄＃％!?」

「ジナ・レームライトぉおおおぉおおぉあああ!?」

　レインが目を点にし、エルニアがこの世の終わりとばかりに絶ぜつ叫きようする。

「ふへへ～、ごほぉ～びぃ～」

　満足そうに頰ほおを緩ゆるめながら唇を離したジナが、白い灰になってしまったエルニアに視線を飛ばしながら口元を吊つり上げる。
















「どう、だ！」

　高らかに声を上げるジナに、エルニアと同じく放心していたレインが慌てて我を取り戻もどした。

「どうだじゃねぇよ！　ジナ！　酔った勢いで何やってんだ!?」

「勢いじゃなぁい、ぃ～。じゃあもう一、回ぃ」

「させるか馬ば鹿か！　ほら、もう終わりだ。席に戻れ。ルル、ペムペム。ちょっとジナの頭を冷やしてやれ」

「ぴぎぎぎぎ！」

「きゅぴぴぴぴ！」

　全力でジナの身体を引き剝はがすレインを、ペムペムとルルが手助けする。強ごう引いんに席に座らされたジナが不満を漏らす暇ひまを与えず、ペムペムとルルがその身体に張り付いた。ひんやりと冷えた二匹ひきのスライムは酔った身体に心地よかったのか、ジナはペムペムとルルを抱だき締しめると、そのままコテンと倒れて寝ね息いきを立ててとうとう酔い潰つぶれてしまった。

「ジナ……レームライト……」

　その寝顔に浮うかぶ優ゆう越えつ感たっぷりの笑えみは、エルニアが抱いだいていた優越感を粉々に粉ふん砕さいするには十分すぎた。エルニアは以前──キール以外に知るものはいないが──レインとキスを交かわしたことがある。

　だが、触ふれ合った唇の感かん触しよくを鮮せん明めいに覚えているエルニアとは対照的に、キスを受けたレインは意識を失っていた。あの後それとなく何度か確かく認にんしたことはあったが、レインの方は間ま違ちがいなく覚えていないだろう。

　だが、今、レインへのジナのキスは、確実にレインの意識に刻まれた。いくら鈍どん感かんの極きわみというべきレインでも、今のは決定的すぎる。その証しよう拠こに、袖そでを口に押し当てるレインは頰を今まで見たことがないくらいに真っ赤に染め上げていた。エルニアが激しい焦しよう燥そうを抱く。これは限りなく確信に近い予感。ジナのアプローチを未いまだに過か剰じようなスキンシップか何かと勘かん違ちがいしているレインでも、これで何も思わないはずがない。むしろ、これで何も感じなければ、男としての神経を疑うところだ。

「お、おい。レイン・エルハルト……」

　おそるおそる、エルニアがレインに声をかける。しかし、レインは聞こえていないのか、ジッとジナを見み詰つめながら、小声で何かを呟つぶやいていた。

　──初めてだったんだぞ──

　乙女おとめか貴様は！

　全く声は聞き取れなかったはずなのに、エルニアの耳はレインが零こぼした息から的確にその意志を読み取った。

（キール！　どうするキール！　私はどうすればいいっ!?）

　エルニアが強く心で念じ、声に出さずにキールへと語りかける。その念波を感じ取ったキールの念話が、エルニアの心に返ってくる。

（落ち着くのだ主あるじよ。いくらレインが単純でも、あのような唐とう突とつな接せつ吻ぷんでいきなり心が靡なびくほど単純では──）

（ヤツの精神はスライム以上に単純だ！　スライム以上に単純で、生まれたばかりの雛ひなのように純じゆん粋すいだ。その上、駿しゆん馬めのように純じゆん朴ぼく真面目まじめで……責任を取ると言いかねん！）

（まるで刷り込みだな。まぁ、確かにその通りだが──）

　じーっとジナを見詰め続けるレインに、キールがやれやれとばかりに首を振ふる。一方、エルニアは頭の中に流れる血液が溶よう岩がんに変わったのではないかと思うほど、正常な思考を保つことが出来なくなっていた。

　これは、かつてない一大事だ。なぜか走そう馬ま燈とうのように、レインと出会ってから今までのことが頭の中を駆かけ巡めぐる。

　エルニアは確信した。エルニアにとっての最大の敵は、あらゆるモンスターの能力を吸収するキメラでも、そのキメラの細さい胞ぼうを移植したモンスターを操あやつる謎なぞの敵でも、我が身を妾めかけにしようと声を上げる異国の王子でも、誰でもない。

　ジナ・レームライトこそ、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクにとっての最大の敵なのだ！

　燃え滾たぎる敵てき愾がい心しん、ジナに負けてはならないという対たい抗こう心、そして魂たましいの奥から沸わき立つ闘とう争そう心に呼応し、エルニアの掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋もん章しようが眩まばゆいばかりの燐りん光こうを放つ。もはや閃せん光こうとも言えるほど強きよう烈れつなその輝かがやきは控え席を飛び出し、観客たちの双眸へと叩たたき付けられた。瞳ひとみから直接訴うつたえられる熱意に、観客たちのボルテージが否いや応おうなしに跳はね上がる。

「え、ど、どうしたのエルちゃん」

　ようやくレオンの処置を終えて戻ってきたアリカが、情熱的な朱あか髪がみを揺ゆらめかせ雄お々おしい燐光を纏まとうエルニアに戸と惑まどった声を上げる。

　そんなアリカに、エルニアは静かに双眸を傾かたむけると、今ならキールのように口から火が出せるのではと思うほど熱い声を吐はき出した。

「アリカ。そこの酔っ払いの監かん視しを頼たのむ。厳重にだ。おかしな動きをしたら凍こおらせてもかまわん！」

「え？　え？　え？　って、あれ、なんでジナちゃん酔っ払ってるの？　ねぇねぇねぇ、何があったのみんな!?」

　事態について行けないアリカが説明を求める。しかし、レインは自分の口を押さえて答えず、ガゼットとピックは焦あせった様子で「なんでもない」と繰くり返すばかりだ。

　そんな誰だれからも説明して貰もらえずただただ困こん惑わくするアリカから、エルニアは再び視線をレインへと戻した。自分の視線に気が付かないレインに微かすかな苛いら立だちのままに、エルニアが声を張り上げる。

「レイン・エルハルト！　おい、レイン・エルハルトっ！」

「な、え？　よ、呼んだか？」

「呼んだかではない！　いいか、次は私の試合だ！　そして、私は間違いなく勝つ！　キールと共に圧あつ倒とう的に勝ってやる！　分かったかな！　約束だ！」

「お、おう。分かった、約束だ」

　ドラゴンの咆ほう哮こうにも勝まさるエルニアの剣けん幕まくに押され、レインが半ばオウム返しのように耳に刺ささった言葉を繰り返す。

　一方、レインが頷うなずくのを確認したエルニアは、ただでさえ強烈な燐光を上限なしに輝かせながら、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえした。

　ぐっと、エルニアが拳こぶしが痛むのも無視して限界までドラゴンの紋章を握にぎり締める。

　──ジナ・レームライトに負けてはおれん！

　エルニアが心の中で強く決心する。だが、エルニアを燃え上がらせるのは、ジナに対する対抗心だけではなかった。

　──私だって、勝ってレイン・エルハルトに誉めてもらうのだ。そして、あ、あわよくば！

　闘争とは別の情念に胸を焦こがし、レインに口づけする自分を思い描えがくエルニアが頰を紅あかくする。

　エルニアは気が付かなかった。キールがなにやら気の毒そうな表情を浮かべながら、自分の後に付いてきていることに。

　そして、鈍感の極みとも言うべきレインに対して、何を約束するか明言していないことに、エルニアはとうとう気が付かなかった。




　　　　＊




「さぁ、我らの相手は誰だ！」

　勇ましく腕うでを組み、エルニアが煉れん瓦が色いろの双眸で対戦相手の控ひかえ席を射い貫ぬく。その烈風の如ごとき声に返ってきたのは、流水を思わせる涼すずやかな声だった。

「私がお相手致いたします」

　静かに会場を打つ声が、膨ふくれ上がる熱気に一石を投じたが如く涼りようを呼ぶ。エルニアの烈火の如き眼まな差ざしを受け止めながら、エルニアと同じく乳白色の糸に導かれた少女は静かな、しかし確かな足取りで闘とう技ぎ台へと上り詰つめた。ギンジの従姉妹いとこにあたるシイナがエルニアと向かい合い、慎つつましさを感じさせながらも一いつ切さい隙すきのない仕草で丁てい寧ねいに腰こしを折る。

　顔を持ち上げるシイナに合わせ、彼女の袖そで口ぐちが大きく揺らめき、細い手首に巻き付くように一いつ匹ぴきの蛇へびがひょこっと顔を覗のぞかせた。チロチロと朱あかい舌を見せながら、翠すい玉ぎよくを思わせる翠みどり色の双そう眸ぼうがエルニアとキールの姿を映す。

「その蛇が貴様のパートナーか？」

　双眸を僅わずかに細めながら尋たずねるエルニアに、一切の油断や慢まん心しんはない。見た目や種族で相手を侮あなどることがどれだけ愚おろかな行こう為いであるかということを、エルニアはレインとペムペムに嫌いやと言うほど教えられてきた。

　返答を待つエルニアに、シイナは見た目の幼さからは窺うかがい知れない完かん璧ぺきな微び笑しようを浮かべながら、小さくその首を横に振った。

「いいえ。八や雲ぐもは蛇なんて可愛かわいらしいものではありませんよ」

　シイナの声に合わせて、突とつ如じよ彼女の着物が大きく盛り上がる。虚きよを突つかれてエルニアが言葉に詰まっている間に、反対の袖口や胸むな元もと、後ろ襟えりから合計八匹ぴきの蛇が一いつ斉せいに顔を出してきた。

「《ヒュドラ》なのか？」

　ユラユラと揺れる八匹の蛇の頭を見るエルニアが、記き憶おくにある魔ま獣じゆうの中から似た種族の名前を上げる。《ヒュドラ》は一身九頭の毒蛇だ。口から猛もう毒どくを吐く上に、その血液にも猛毒を持つ。その上、異常な再生能力があり、ただ首を切り落としただけではすぐに新たな首が再生する。

　頭の数は足りないが似たような種族なのだろうと、エルニアがシイナのパートナーである蛇にあたりを付ける。

　そんなエルニアに対し、こちらの国の魔獣に詳くわしくないのか、シイナは不思議そうな表情を浮かべて小首を傾かしげた。

「ひぅどら。それは、こちらの世界の神ですか？」

「神？　何を言っている？　《ヒュドラ》は強力な毒蛇の魔獣だが、神の名を冠かんするにはほど遠い」

「では、私の八雲はひぅどらではありません」

　ニコリと微ほほ笑えむシイナに、エルニアの頰が微かな緊きん張ちようを孕はらんでピクッと跳ねる。

「貴様、ゴッドトレーナーか」

　声に僅かな硬かたさが混じる。神の紋章を持つ者の隔かく絶ぜつした力を、エルニアは同じく神の紋章を持つ姉に何度も見せられていた。

　だが、緊張が高まると同時に、エルニアは僅かな昂たかぶりを感じていた。神の力を従える者に、果たして自分はどれだけ太刀たち打うち出来るのか。

　いや、今は太刀打ち云うん々ぬんの話ではない。

　相手が何者だろうが絶対に勝つ。

　それが、レインをジナに奪うばわせないための第一歩だ。

　微かに畏おそれを感じた自分を叱しつ咤たし、エルニアが双眸に闘とう志しを焚たき付ける。

　そんなエルニアの放った質問に、シイナは再び首を横に振った。

「いいえ。私は神を従える紋章は持っておりません。しかし──」

　艶つややかな黒くろ髪かみを大きく揺らしたシイナが、黒真しん珠じゆのような双眸をエルニアの視線に重ねる。その双眸に秘ひめられた底の見えない自信と、計り知れない信念がエルニアの緊張を最大限にはね上げた。

　シイナがゆっくりと掌を天に翳かざす。翠すい滝ろうを彷ほう彿ふつさせる翠色の燐光に包まれた掌には、エルニアと同じドラゴンの紋章が刻まれていた。

「八雲」

「「「「「「「「キィューーーーっ！」」」」」」」」

　シイナの掌に続いて天を仰あおいだ八雲が、八つの頭から一斉に咆哮を上げる。すると、その咆哮に導かれるように晴れ渡わたっていた空に暗雲が立ち込め、一いつ瞬しゆんにして滝たきのような雨が会場に降り注いだ。

「こ、これは!?」

「神通力【天てんの恵けい災さい】。天候を操る力は、個の能力として最さい高こう峰ほうでしょう。八雲、あなたの本来の力を見せて差し上げなさい。【神かむ威い】」

「「「「「「「「キュィイイイイイイイイイっ！」」」」」」」」

　再び、八つの頭が咆哮を上げる。次の瞬間、八雲の姿は翠色の光に包まれた。シイナごと飲み込んだその光は徐じよ々じよに増ぞう幅ふくし、豪ごう雨うに濡ぬれた会場の半分ほどを埋うめ尽つくす。

　消えゆく神こう々ごうしい輝きに代わって現れたのは、見上げるほどの巨きよ体たいに八つの頭と八つの尾おを携たずさえた、規格外のドラゴンだった。

「八雲はただの竜りゆうではありません、その名を《八や岐またの大蛇おろち》。天候を操り、八つの峰みねを跨またぐ神竜です」

　進行を務めるアナウンスまでもが言葉を失う中、八つある頭のうち一ひと際きわ荒あら々あらしい頭部に乗るシイナが、恭うやうやしく腰を折る。

　ゆっくりと、シイナが小さな頭を持ち上げる。

　その双眸には、敗北への恐おそれは一いつ片ぺんたりとも刻まれていなかった。

「そしてもう一つ。八雲は私のパートナーではありません。八雲が私に仕えているのではなく、私が八雲に仕えているのです。《八岐大蛇》に仕えし巫女みこ、テンドウ・シイナ。いざ、参ります！」

　エルニアに勝るとも劣おとらない勇ましい声を張り上げ、シイナが大きく両手を振ふり広げる。降り注ぐ雨にその身を濡れるままにし、どこか神と一体となったかのような神秘的な雰ふん囲い気きを纏まとったシイナに会場の全すべての目が奪われる。

「【横よこ時雨しぐれ】」

　シイナがゆっくりを細い腕を横に滑すべらせ、三つの頭が口こう腔こうに溜ためた水流を一斉に吐き出す。雨あま粒つぶを数億もまとめたような横よこ殴なぐりの鉄てつ砲ぽう水みずが闘技場を包み込むように大きな弧こを描かき、三方向からエルニアとキールに牙きばを剝むく。

「キール、【ブレススパイラル】」

　咄とつ嗟さにエルニアが迎げい撃げきを指示し、キールが一瞬にして練り上げた螺ら旋せん状の炎ほのおを水流に向けて解き放つ。だが、天から降り注ぐ豪雨を白はく煙えんに変えて突き進む螺旋の業ごう火かは、水流と衝しよう突とつするや否いなや呆あつ気けなくその勢いに飲み込まれた。
















　反はん撃げき空むなしく、エルニアとキールが強きよう烈れつな水流に飲み込まれる。

「【梅ばい霖りん】」

　厳おごそかな声と共に二つの頭が天を仰ぎ、神竜が咆哮を上げる。天候を操あやつるその咆哮はさらなる雨を呼び寄せ、会場が痛いほどの雨の帳とばりに包み込まれた。

「【霖りん雨う蒼そう生せい】」

　さらに二つの頭が咆哮を上げる。その咆哮に拍ひよう子しを付けるように、八つの尾が次々に闘技場を叩たたき始めた。神竜の咆哮の音と尾の音おん頭どに誘さそわれるように闘技場から流れ落ちていた雨水が大きく盛り上がり、ようやく横殴りの雨が止やんだエルニアとキールがいるはずの場所を包み込む。その中心部が見えないほどの大量の水分で固められた雨水の檻おりに、シイナを頭に乗せる最後の頭部がゆっくりとその双眸を定めた。

「安心してください。八雲はコレでも慈じ悲ひ深いので命までは取りませんから」

　圧倒的に、声を上げる間もないほど一方的にエルニアとキールを凌りよう駕がしたシイナが、祭事を務めるかの如く厳かな仕草でドラゴンの紋もん章しようが刻まれた掌てのひらを雨水の檻へと翳す。

「終わりです。【篠しの突つく雨あめ】」

　最後に残された頭部が一度大きく首を反らす。限界まで口を開き、長い首の反動までをも上乗せされて吐はき出された水流破の勢いはもはや滝だ。流れ落ちた滝が滝たき壺つぼを作りだすように、猛もう烈れつな勢いで発射された水流が雨水の檻を食い破る。

　呆気ない、という言葉すら漏らすことのできない怒ど濤とうの攻こう撃げき。天変地異と変わらぬその威い力りよくに、シイナが勝者であるかを誰だれ一人ひとりとして疑わなかった。竜としての格が違ちがう上に、炎を操るキールに対し水流を操る八雲では相あい性しようが悪いにもほどがある。

　そんな、レインチームの敗戦ムードが漂ただよう中、真っ先にその異変に気が付いたのはシイナだった。

「八雲？　何をしているのです？　もう攻撃を止めるのです」

　厳しい口調で、シイナが八雲を諭さとす。シイナが乗る頭部は、未いまだ執しつ拗ように強力な水流破をエルニアとキールに向けて放出し続けていた。いや、それどころか残った他の頭部までもが雨水の檻に狙ねらいを定め、シイナの命令を無視して攻撃を開始した。

「八雲!?」

　シイナの口から動どう揺ようが零こぼれる。都合八本の水流は、もはや氾はん濫らんした川の如き勢いとなって雨水の檻を飲み込んでいた。その圧あつ倒とう的な水量に晒さらされれば、溺おぼれる前に全身の骨を砕くだかれるだろう。

　攻撃を止めない八雲に、シイナが仕方ないと表情を険しくしながら、両手の指を絡からめて印を結ぶ。

「猛たけ々だけしく、荒々しき我らが御おん神かみよ。我が声に耳を傾かたむけ、静まりたまえ！」

　シイナの祝のり詞とに呼応するように、掌に刻まれたドラゴンの絆きずなから鎮ちん魂こんを促うながす穏おだやかな翠色の燐りん光こうが溢あふれ出す。【契けい約やくの絆きずな】の強制力を使って、シイナが八雲を鎮しずめようと試みる。

　しかし、シイナは八雲を止めることは出来なかった。

　神格の八雲を凌駕するほどの激しい闘気が、シイナの身体からだを貫つらぬいた。

「なにっ!?」

　シイナの頰ほおを冷たい汗あせが伝う。その汗はすぐに降り注ぐ雨に紛まぎれたが、シイナを貫いた闘志は雨によって静まるどころか刻一刻とその激しさを増し始めた。

　そして、その時ようやくシイナは気が付いた。

　八つの水流が交わる激流の坩堝るつぼ。もっとも水が集まるその場所に夥おびただしいほどの水みず煙けむりとは全く別の白煙が立ち上っていることに、シイナはようやく気が付いた。

「なにが、起こっているのです？」

　我が目を疑うように、シイナがぎゅっと胸元を握にぎり締しめる。

　次の瞬間、シイナは今度こそ我が目を疑った。

　幾いく重えにも絡まる水流の中に、そのドラゴンは立っていた。全身を覆おおい赤白く輝かがやくその緋ひ色いろの鱗うろこは、一体摂せつ氏し何度になっているのか。その竜りゆう鱗りんに触ふれるや否や、全てを押し流す水流は瞬またたく間に水蒸気へと成り代わる。

　シイナが思わず息を吞のむ。

　そんなシイナに向けて、キールの背に跨がるエルニアは超ちよう高温にも耐たえられるように【契約の絆】を限界まで昂ぶらせながら、レインを思わせる不敵な笑えみを叩き付けた。

「【ヒートスケイル】。火が水に負けるなどという小さな常識に、私のキールを当てはめるなっ！」

「そんな……ばかな。ありえません！　いえ、たとえ水を蒸発できたとしても、この水圧に耐えられるはずがありません！」

　戦いが始まってから常に優位を手にしていたシイナに、明らかな動揺が走る。

　その動揺を後押しするように、エルニアは会心の笑みを浮うかべて声高らかに吼ほえた。

「耐えられる！　それだけの鍛たん錬れんを、我らは積み重ねてきたのだから！」

　エルニアは、絶対に折れない自信と共にその言葉を吐き出した。そんなエルニアに応こたえるように、全身を砕くかのような水圧に晒されながら、キールが闘とう技ぎ場に深々と足あし跡あとを残し前進する。

　激しい水流の生み出す轟ごう音おんの中、会場のどよめきを微かすかに耳に捉とらえるエルニアは誇ほこらしい気持ちに胸を満たしていた。もともと、キールは強きよう靭じんな脚きやく力りよくを持つ《ホースドラゴン》だが、この規格外の水圧に耐えられるだけの地力はない。その足りない地力を補っているのは、エルニアとキールが、毎朝レインとペムペムと共に地道な走り込みを続けていた成果に他ほかならない。

　何百、何千時間と費ついやしてきた時間を、何万、何億歩と重ねてきた努力を糧かてに、キールが同種族のドラゴンよりも何倍も発達した脚あしをまた一歩踏ふみ出す。

　そして、充じゆう分ぶんに距きよ離りを詰つめたキールは、顔面を叩き付ける水流の圧力などものともせず、力強く天を仰ぎ、エルニアに語りかけた。

（邪じや魔まな雨雲だな。そう思わんか？　主あるじよ）

「ああ、私もちょうどそう思っていたところだ。時に、キール。今日は、あの時のように力が尽きたなどということは言わないだろうな？」

（安心しろ。【昇しよう華か】のおかげで、今この身体は力に充みち満ちている！）

　キールが珍めずらしく興奮した様子で、僅わずかに開いた口の端はしから灼しやく熱ねつの息を零こぼす。無造作に零したその熱風は、闘技場を流れる数トンはくだらない雨水を一瞬にして蒸発させた。

「そうだな。景気付け──いや宣戦布告だ！」

　レインへの想おもい、ジナへの対たい抗こう心、そして予選レースでの【昇華】の余よ韻いんを全て混ぜた鮮せん烈れつな笑みを浮かべ、エルニアがまっすぐに天を指差す。

　敵は神格の力を持ち、相性は最悪。

　それら一いつ切さい合がつ切さいが塵ちりほどにも感じないほど、エルニアの魂たましいは震ふるえていた。

「大地を割れ。天を焦こがせ。我らが炎をその瞳ひとみに刻め！」

（しかと見よ。炎を超こえた炎を！　火か竜りゆうから迸ほとばしる真まことのブレスを！）

　エルニアの声に合わせ、キールがその場一帯に念話を放つ。同時に、キールの身体を包む緋色の竜鱗が空気を焦がすほどの白光に包まれた。八雲が翠みどり色の光に包まれ真の姿を現したときのように、キールの身体が眼めを焼くほどの輝きに包まれる。もはや、押し寄せる水流はキールに届くことなく、その白光に触れるや否や蒸発した。

　エルニアは、キールと深く深く一体になるような不思議な感覚に身を委ゆだねながら、迷わずその技わざの名を口にした。

「【エンブロム・フレア・ギガブレス】」

　キールの全身を包んでいた白光が、その口腔へと集約する。強烈な光は熱に変わり、口の端から零れる熱だけで至る所で空気が自然発火した。

　無数の爆ばく裂れつ音が木こ霊だまする中、キールの眼がカッと見開く。

　その口腔から迸った火か炎えんは、確かに炎を超えた炎だった。

　極大の炎が天を貫き、空を覆う雨雲を吹ふき飛ばす。吹き荒あれる爆風が雨の残ざん滓しを蒸発させ、闘技場周辺の水分が一いつ瞬しゆんにして枯こ渇かつした。

　炎に舐なめられた大気が焦げ付き、一帯の温度が一気に跳はね上がる。

「きゃあ」

　堪たまらずシイナが悲鳴を上げる。八雲の八つの頭が大きくうねり、シイナの身体を包み込んだ。止めどなくキールの口から放射される炎の息吹いぶきは、直接触れずとも充分な脅きよう威いだ。エルニアのように【契約の絆】でキールの耐たい火かを還かん元げんしていなければ、とてもじゃないが耐えきれない。

　ビキッと、キールの身体を支える闘技場の床ゆか石いしが悲鳴を上げる。風ふう天てん丸まるの大独コ楽マにも、八雲の瀑ばく布ふにも耐えきった特別製の会場が、炎の息吹の反動に耐えきれずひび割れ始めたのだ。ヒビは見る見るうちに増ぞう殖しよくし、ついには闘技場の原型を留とどめないほど陥かん没ぼつした。

「キール。全て出し切れ！」

　ドラゴンの紋章を力の限り輝かせ、エルニアが吼える。【昇華】を果たし回復した体力を根こそぎ注ぎ込んだキールの最大攻撃は、もはや何ものにも止められない。キールの頰が一瞬大きく膨ふくらみ、一ひと際きわ強大な炎の息吹が天を炙あぶる。焦げる大気は、もはや一滴の水分すら残していない。

　ようやく、キールが口を閉じ火炎の息吹がその幕を閉じる。もはや一帯は、砂さ漠ばくを思わせるほど乾かん燥そうしていた。噴ふき出す汗までもが、全て火炎の熱気で蒸発し切っている。

　それこそ災害に見み舞まわれたかのように瓦が礫れきの山と化した闘技場で、エルニアは静かに双そう眸ぼうを、小さくなった八雲を抱だき抱かかえるシイナへと傾けた。

「どうする、まだやるか？　我らはそれでも構わんぞ」

　むしろ暴れたりないとばかりに尋たずねるエルニアに、シイナは召しよう喚かんした雨雲を一いつ片ぺん残らず吹き飛ばされ、水分を奪うばわれ切ってすっかり大人しくなった八雲の小さな頭をひと撫なですると、疲つかれたように肩かたの力を抜ぬいてゆっくりと首を横に振ふった。

「いいえ。私たちの完敗です。一回戦突とつ破ぱ、おめでとうございます」

　最後の最後まで恭うやうやしく、膝ひざを笑わせながらも気き丈じように立ち上がったシイナがエルニアに対して丁てい寧ねいな物もの腰ごしで頭を下げる。その瞬間、観客席が両者の激闘を称たたえる拍はく手しゆに包まれた。

　しかし、その拍手はエルニアの耳に入ってはいなかった。

「そうか。では、私はこれで失礼する！」

　何やら早口で言葉を返したエルニアが、焦あせった様子で身を翻ひるがえす。先ほどまでの勇姿とは打って変わって夢見る少女のような笑みを浮かべたエルニアに、シイナが「え？　あの」とキョトンと目を丸くする。

　しかし、エルニアは止まらなかった。妄もう想そうに胸を膨らませ選手控ひかえ席へと駆かけ戻もどるエルニアを止められる者は誰もいない。

　そして、もちろんエルニアは気付いていなかったのだ。

　自分がちゃんと、レインに対して「勝ったときに誉ほめてくれ」と約束していなかったことに。

　再び修しゆ羅ら場ばと化したレイン側の選手席。その喧けん噪そうを、チームメイトの手を借りて闘技場を降りるシイナは、どこか遠くに聞いていた。
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「わかった。すぐに向かう」

　伝令役の男に、ジェバは言葉短く頷うなずいた。

　女学園のチームを降くだした直後。勝利の労ねぎらいの代わりに言い渡わたされた招集に、ジェバが眉まゆ一つ動かさずに控え室を後にする。まるで亡ぼう霊れいかと思うほど無機質なジェバの態度に伝令役の男はあからさまな悪態を吐つくが、それさえもジェバの表情を変えることはなかった。

　その灰色の双眸は、全ての感情を燃やし尽つくしたかのように熱を持たなかった。

　ただの一言も発することなく、ジェバが伝令の男を追い会場を後にする。聞こえるのは、伝令の男の足音と、ジェバに付き従うデュラハンの鎧よろいが擦こすれる音のみ。足音すら連れずに歩くジェバは、ある意味デュラハンよりも幽ゆう鬼き染じみている。

　最初は悪態を零こぼしていた伝令の男も、あまりに人間味のないジェバに気持ち悪くなったのだろう。案内を務めるはずが、まるでジェバを引き剝はがすように徐じよ々じよにその歩ほ幅はばが広がった。

「この部屋で待っていろ！」

　怯おびえが生まれた内心を隠かくすように強い口調を叩たたき付け、伝令の男が案内した部屋を後にする。関係者以外立ち入り禁止の看板を無視して通路を進んだジェバがたどり着いたのは、机どころか椅い子す一つすらない殺風景な部屋だった。照明が極きよく端たんに絞しぼられ、目を凝こらさなければ自分の掌てのひらすら確かく認にんできないほど薄うす暗ぐらい。迷めい路ろのように入り組んだ通路の奥に構えるこの部屋は、よほど後ろめたい会話ばかりに利用されてきたのか、空気そのものが重く、そして淀よどんでいた。

　部屋に立ち入った姿勢のままジェバが待ち続けること数分。薄うす闇やみの奥の壁かべが音もなく横にスライドし、隠し通路の奥からいやに陽気な鼻歌が近付いてきた。

「ふ～ん、ふふ～ん♪　やぁ、ジェバ君。遅おくれてすまない。待たせてしまったかな？」

「いえ。自分も今来たところです」

「そうかい。それならいいんだが……君はもう少し愛想を良くした方が良いね。顔も良いんだし、そっちの方がお客さん受けいいよ？」

　白衣をはためかせながら笑顔を浮かべる男に、ジェバは沈ちん黙もくを貫つらぬいた。笑顔の作り方など知らなければ、見ず知らずの他人に好かれようとも思わない。

　表情を動かさないジェバに、白衣の男は「もったいないなぁ」と嘆たん息そくしながら大げさに肩を竦すくめた。その仕草だけを見れば若くも見えるのだが、実じつ年ねん齢れいは分からない。年齢不ふ詳しようの上にその経歴も謎なぞだ。敗戦に次ぐ敗戦に困こん窮きゆうを極きわめ始めたジェバの国にふらりと現れ、気が付けば国の中ちゆう枢すうに潜もぐり込んでいた。

　そして、この男がドルフという食育師フードプランナーをどこからか拾ってきてからと言うもの、傾かたむき掛かけていた母国はいよいよ狂くるい始めた。男が夜中に出歩くことが多くなり、続けて怪あやしげな事件が多発したのだ。スラム街にモンスターや魔獣錬磨師モンスタートレーナーの変死が短期間で国の十年分の記録を上回り、ジェバが幼少の頃ころより通っていた軍直属の魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園の生徒が多数失しつ踪そう。数日後に近きん郊こうの森で発見された彼らは皆みな精神を壊こわし、パートナーは異形の化物へと成り果てていた。「もう嫌いやだ」と悲痛な声を上げてパートナーの命を奪った女学生の声は、今でもジェバの耳に残っている。

　一連の事件がキメラ細さい胞ぼうの実験であるとジェバが知ったのは、自分がキメラ細胞の実験を受けた後だった。

　ただ、ジェバは力を与あたえられたことには素す直なおに感謝していた。軍直属の学園の教えは力こそが全すべて。その教えを盲もう信しんするつもりはないが、自分は戦うしか能がない。その能力を上げてくれるというならば感謝の一つもするのが礼れい儀ぎだ。

　だが、同時にジェバは一切この男を信用していなかった。

　相も変わらず人の懐ふところに潜り込むためだけの笑えみを浮うかべながら、男が軽くその細い肩を自分で揉もみ解ほぐし、満足そうに吐と息いきを吐く。

「まぁ、笑顔を抜きにしても、君のパフォーマンスは素晴らしかったよ。神クラスのモンスターを圧あつ倒とうしてくれたのもポイントが高いね。おかげで、顧こ客きやくたちの目の色も変わっていたよ。どうでも良い意地の張り合いで勝手に競せり合ってくれて、大まかな懐ふところ具ぐ合あいもわかった。成果は上々だ。もう、大会には用はない。明日には引き上げてしまおう」

「──よろしいのですか？」

　男の言葉に、ジェバが怪け訝げんに眉を顰ひそめた。大会の目的はキメラ細胞の有用性を見せることの他ほかに、キメラ細胞を生みだした少女の確保もあったはずだ。予選で身み柄がらを奪えていれば即そく時じ撤てつ退たいもありえるが、未いまだその身は厳重な警備の中にある。

　そんな珍しく感情を浮かべたジェバの反応を楽しむように、男は心の奥が知れない暗い笑みを浮かべながら、大きく背せ伸のびをして身を翻した。

「その点はいいんだよ。確かに、本人が確保できれば言うことなしだけど、ちょっと厄やつ介かいな男に感づかれていてね。デススライムって魔獣錬磨師モンスタートレーナーなんだけど、知ってる？」

　男の言葉にジェバは視線だけで頷きながら、軍学校の教官が言っていた話を思い出した。

　デススライム。それは、裏社会におけるある男の字あざなだ。軍隊では歯が立たず、飛ひ龍りゆう艦かん隊たいをも撃げき墜ついする死神。多額の契けい約やく金で用心棒に迎むかえようとした裏組織を逆に壊かい滅めつさせ、各国の首脳すらも一目置くスライムトレーナーの枠わくに収まらない非常識の権ごん化げ。

　そして、その男は特別参加枠としてトーナメントに名を連ねていることを、もちろんジェバも把は握あくしていた。

「ただの馬ば鹿かにしか見えませんでしたが」

　うぅーんとこめかみに指を添そえわざとらしく悩なやむ白衣の男に、ジェバが率そつ直ちよくな感想を口にする。確かに、予選レースではたった一人で数あま多たのチームを撃げき破はしてみせたが、超ちよう一いち流りゆうの軍人であれば珍めずらしくもない話だ。しかも、今回の相手はあくまで学生レベルときている。たとえデュラハンがキメラの細胞を有していなくても、ジェバならば七割ほどのチームを防衛出来ていただろう。

　そんなジェバの見解に、白衣の男はわざとらしく苦く笑しようした。

「ああ、ただの馬鹿だ。でもそういう行動が読めない馬鹿が、ビジネスにとって一番厄介なんだよね。今までも何回煮にえ湯ゆを飲まされてきたか」

　軽快だった男の口調に、毒々しい怨えん嗟さの色が混じる。パキッと、鈍にぶい音が暗闇に響ひびいた。男が咥くわえた親指の爪つめにヒビが入り、鮮せん血けつが指を伝い白衣を汚よごす。

　痛みで我に返ったのか、それとも別の理由か、男はすぐに笑みを取り戻すとポケットから取り出したハンカチで指を拭ぬぐい、再びジェバに視線を傾けた。

「まぁ、そんな感じで無理をする必要はないさ。ガズゥ君のパートナーの能力があれば、博士の知識は手に入る。明日の仕上げが完かん了りようすればここの島ともおさらばだ」

「仕上げですか？」

「うん、仕上げ。ちょっとうちの商品にいちゃもんを付ける輩やからがいてね。『キメラ細胞はスライムが弱点だ』なんて噂うわさが立ってる。──まぁ、噂じゃなくて事実なんだけど、実際レミ君のワーウルフもやられちゃったしね」

「その点は、申し訳ありま──」

「ああ、いいよいいよ。謝らなくて、別に怒おこっているわけじゃないんだ。むしろ、完かん璧ぺきな商品は薄うすっぺらくなるから、そのくらいの悪評が流れてくれた方がらしいだろ。でも、捨て置くわけにもいかない。じゃあ、どうすればいいかな？」

　楽しそうに口の端はを歪ゆがめながら肩を叩いてきた男に、ジェバは感情を声に乗せずに答えた。

「デススライムを、カルナ・マルナークスをキメラ細胞をもってして消せと？」

「あっははは。それが出来たら最高なんだけどね。顧客たちの中には、彼を嫌きらってる人もいたしさ。でも、あれはそう簡単にはくたばらないよ。費用対効果コストパフオーマンスの割に合わない。最小のリスクで最大のリターンを、っていつも言っているだろ」

「では……標的はレミが戦ったあの男ですね」

「はは、君は本当に理解が早くて助かるよ。その通り。もう一人の女の子のスライムトレーナーでもいいんだけど、実際にキメラ細胞を打ち破ったのは彼らしいからね。遠えん慮りよはいらない。なんなら殺しても構わないよ」

　凶きよう気きを忍しのばせた笑みを浮かべ、男が念を押すようにジェバの肩を叩く。

　人の命など道ばたで出会ったスライムほどにしか思わない男の言葉に、ジェバは灰色の瞳ひとみに熱を込めないまま顎あごを引いた。一いつ瞬しゆん、スライムトレーナーと一いつ緒しよにいた朱あか髪がみの少女のことが頭を過よぎったが、わざわざ教えてやる道理もない。

　しかし、この敏さとい男は、ジェバの僅わずかな変化を見み逃のがさなかった。

「ん？　どうしたの、ジェバ君」

　小首を傾かしげた男が、ジェバの双眸を覗のぞき込む。男はさらに何か付け加えようとしたが、口を開きかけたところで奥の通路から声が掛かった。慌あわただしい足音を響かせながら白衣の女が男に駆かけ寄り二、三耳打ちをする。

　女が発した「グレイス」という名前に、白衣の男の眉がピクリと反応した。楽しげな笑みが渋面に変わり、男が舌打ちを零こぼす。失礼するよ、と言い残した彼は足早に薄暗い通路へと消えていった。

　一人残されたジェバが踵きびすを返し、部屋の扉とびらを引く。すると脳天気な声が通路の灯りと共に部屋の中へと滑すべり込み、微かすかな獣けもの臭しゆうが鼻を突ついた。

「お話終わったッスか？　ジェバ先せん輩ぱい！」

　壁により掛かっていたレミがヒョイッと飛とび跳はね、ジェバの元へと駆け寄ってくる。うずうずとカチューシャの猫ねこ耳みみを揺ゆらすレミに、ジェバは迷うことなく開いた扉を閉めた。

　なかなかいい音を立てて扉が軋きしみ、潰つぶれた蛙かえるのような悲鳴が響く。

　念のためデュラハンに剣けんを取り出させながらジェバが再び扉を開けると、人の姿を取っているパンフォットに起こされたレミが批難たっぷりの視線を送りつけてきた。

「いきなり閉めるなんてひどいッスよ！　レミさん可愛かわいいお鼻が潰れて豚ぶたさんみたいになったらどうするんッスか!?」

「もともと大した鼻じゃないだろう」

「あんまりッス！」

　涙なみだを浮かべたレミが勢いよく立ち上がる。ブーッと頰ほおを膨ふくらませたレミはそのまま唇くちびるを尖とがらせると、パンフォットに隠れていた金色の髪の少女を、ジェバの前へと引っ張り出した。

「ほんとに、ひどいッスよジェバ先輩。ミルチがジェバ先輩に会いたいってきかないから、レミさんずっと一緒に待ってたんスよ」

「レミさん。それは言わない約束です！」

　ジェバの前に連れてこられた少女が、顔を真っ赤にして抱だき抱かかえていた大きな本でレミの肩かたをポカポカと叩く。

　わざわざレミを護衛に連れてまでこんなきな臭くさいところまで来た少女に、ジェバは思わず手で顔を覆おおった。

「大たい佐さ。あなたは安全なところにいるようにと言ったでしょう」

　頭を悩ませながらも、その口調はジェバが意図したものよりずっと穏おだやかだった。ジェバが軍学校に通っていた頃に師事していた、今は亡なき教官の忘れ形見。国軍の元大佐であり、ジェバのことを気に入ってくれた彼は、自分の愛まな娘むすめを「大佐」と呼ぶようにといつもジェバをからかい、その困った顔を見ては楽しんでいた。

　ジェバに呼ばれた少女が、ピクリと肩を震ふるわせる。そして、幸福にも鬼おに教官と呼ばれた強面こわもての父の面おも影かげをほとんど引き継つがなかった少女は、唯ゆい一いつ譲ゆずり受けた琥こ珀はく色の双そう眸ぼうをジェバへと傾けた。

「ジェバさん。争いはだめ──です。私、ジェバさんが誰だれかを傷つける姿なんか見たくないです！」

　ミルチが頭三つ分は高いところにあるジェバの灰色の双眸を覗き込みながら、必死に背を伸のばし訴うつたえる。その隣となりでは、どちらかと言えば暴れたがりなレミが下手な口笛を吹ふきながら足を揺らし、ジェバの反応を盗ぬすみ見ていた。

　心配されるのは些いささか不服ではあるが、悪い気持ちではない。ミルチが争いを好まない優やさしい少女であることも、付き合いの長いジェバはもちろん知っている。

　しかし、ジェバは首を横に振ふった。ミルチがショックを受けた表情を浮かべるが、こればかりは仕方がない。

　傾く祖国。ミルチの父が愛した国を救うには、誰かが汚きたない仕事をするしかない。

　たとえ、それが師の想おもいを裏切ることになろうとも。







　　　第四章




　決勝トーナメント二日目は選手のために中休みが設けられていた。初戦の英気を養うのが名目だが、その本来の目的は観光客に身み銭ぜにを落とさせることに他ほかならない。この機に乗じて稼かせごうと躍やつ起きになる商店が道行く人に手当たり次し第だいに声を掛かけ、一人でも多く客を呼び込もうと声を嗄からす。

　そんな観光街の一角、何も店のない通りの休きゆう憩けい所には不思議な人ひと垣がきが生まれていた。

　老ろう若にやく男なん女によが列をなし、その先頭では眩まばゆい閃せん光こうが重なり合う。最近になって庶しよ民みんの間でも流通し始めたフォトグラムの鳴り止やまないシャッター音に、近くのベンチに腰こしを落ち着かせていたレインは辟へき易えきとした表情を浮かべて呟つぶやいた。

「なぁ、ガゼット。これ、いつまで続くんだ？」

「さぁね。とりあえず、この列がなくなったら終わるんじゃないかい？」

　レインの質問に、ガゼットが輪から長く延びた人の列を指差しながら肩を竦すくめる。眼鏡をしていない状態でも、露ろ店てんやカフェテリアが建ち並ぶ観光街の奥の奥まで延びた列は十分に見えているらしい。

「ほんと、どんだけ続いてんだろうな」

　ガゼットの指先を追ったレインが、手で庇ひさしを作りながらげんなりと肩を落とす。そんなレインの袖そでが小さな手によって引っ張られた。

「ねぇ、お兄ちゃん。フェティ、お腹なか空すいた」

「ぴぎぴぎ」

「くぅ～ん」

　長い犬耳のフードを揺らすフェティが拗すねたように目め尻じりを落とし、フェティに抱かれるパラパとレインの肩に乗るペムペムがその後に続く。訴えかけてくる大きな瞳に、レインの胸がちくっと痛んだ。朝一番に外出の許可をもらったと部屋に飛び込んできたフェティの満面の笑えみが、レインの脳のう裏りを掠かすめ胸の痛みを増ぞう幅ふくさせる。

　未いまだ観光街の入口で足止めされるフェティを不ふ憫びんに思い、レインは仕方ないとため息を零すと、大きく息を吸って人垣の向こうに声を投げかけた。

「なぁーっ！　エルニア、アリカ、ジナ！　俺たち、先に行っていいか!?」

「こら待て、レイン・エルハルト！　この薄はく情じよう者！」

「待ってよ、レイン君！　置いていかないで！」

「婿むこ、様。もうちょ、っと。もうちょっと待、つ」

　人垣を飛び越こえたレインの声に、すぐに返事が返ってきた。運良く人垣が一瞬割れ、隙すき間まからオロオロと助けを求めるエルニアとアリカ、そしてひとり得意げにポーズを取るジナの姿がレインの目に飛び込んで来る。

　観光街に到とう着ちやくするなり、エルニアたちは昨日の戦いっぷりを見たファンに取り囲まれていた。劇的な逆転劇と三人の容姿を考えれば頷うなずけるところもあるのだが、この写真撮さつ影えい会が終しゆう了りようするのを待っていたらどう考えても日が暮れてしまう。

「待てって言われても──どうすっかなぁ」

　レインが困ったように頰を搔かく。何度かレオンやキールが人垣を蹴け散ちらしはしたのだが、一いつ旦たん周りの人垣が崩くずれてもすぐに新しい人垣が生まれてしまうのだから手に余る。今ではむしろ、レオンやキールの威い嚇かくが撮影順番の交こう替たいの合図になっていた。

「ねぇ、レイン。悪いんだけど、僕とピックだけ先に行ってもいいかい？　新調した眼鏡を取りに行きたいんだけど」

「逃にげんなよガゼット。お前も付き合え！　ていうか、こういう時こそお前の悪わる知ぢ恵えの見せどころだろうが」

「悪知恵って酷ひどいな。あと、三十六計逃げるにしかずって言葉知ってるかい？　ああ、でも、レインはダメだよ。ちゃんと、最後までアリカのことを見ててくれなきゃ」

「ダメだダメだ。どうしても行くって言うならフェティも連れてってやれ。こんなところで待たされたら可か哀わい想そうだろ」

「やだ！　フェティ、お兄ちゃんと一緒が良い！」

　ガゼットの方へと背中を押されたフェティが身を翻ひるがえし、レインの腰にしがみつく。やだやだと横に揺れるフードの犬耳にレインがますます表情を曇くもらせると、まるで祈いのりが天に届いたかの如ごとく突とつ如じよ暗雲が立ちこめ、刺さすような雨が降り注いだ。

「はぁ？」

　レインの口から素すっ頓とん狂きような声が漏もれ、突然降り始めた雨に人々から悲鳴が上がる。しかもおかしなことに、雨雲はエルニアたちを取り囲む人々の頭上にだけ生まれていた。レインたちの頭上は未だ晴れ渡わたっており、乾かん燥そうした地面が長ちよう蛇だの列れつに沿って水たまりを作っていく様子は奇き妙みよう奇き天てれ烈つ以外の何ものでもない。

　ピチョンッと、最後の雨水が地面で弾はじけ、それ自体が幻まぼろしだったかのように雨雲が霧む散さんする。しかし、地面に残された水たまりとエルニアたちを包み込む虹にじが、今の雨が幻でないことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　一体、何が起こったのか。

　その答えは、力強くレインの肩を叩たたいた少年が教えてくれた。

「よぉ。大変だったな～、レイン」

「ギンジ!?」

　振り返ったレインの双眸に、夏風のように清すが々すがしい黒眸が滑り込む。風ふう天てん丸まるを引き連れて愉ゆ快かいげな笑みを浮うかべるギンジの隣では、シイナが袖そで口ぐちから覗のぞく八や雲ぐもの頭を労ねぎらうように撫なでていた。

　疲つかれ果てた表情で駆け寄ってきたエルニアが、ホッとした様子でシイナに頭を下げる。

「助かった。本当に感謝するぞ」

「いえいえ。礼には及およびませんよ。こちらも、あなたたちに用がありましたから」

「私たちに用事だと？」

　不思議そうに首を傾かしげるエルニアに、丁てい寧ねいに微ほほ笑えんだシイナが風天丸の後ろに隠かくれる少女を引っ張り出す。

「え？　揚あげ羽はちゃん？」

　アリカの前に押し出されたのは、今はきちんと浴衣ゆかたの襟えりを整えた揚羽だった。一いつ切さい視線を合わせようとしない揚羽にアリカが戸と惑まどいながら声を掛けると、細い肩がピクッと震え、消え入りそうな声が零こぼれた。

「……めん」

「え？　なんて──」

「ごめんて言ってんの！　い、いろいろ酷いこと言ってごめん！　恥はずかしいんだから、何度も言わせんな！」

「え、あ、ごめんなさい！」

　怒ど鳴なりながら謝る揚羽に、アリカが反射的に謝り返す。そんなアリカに、揚羽は雪のように白い肌はだを真っ赤にしながら、もどかしそうにそっぽを向いてさらに捲まくし立てた。

「な、なんでそっちが謝るし。そ、それにあたしが謝ったのはジン様に怒おこられたからで。ジン様が口きいてくれないと困るから仕方なく謝ってるだけで。あ、あたしは別に、あんたに悪いこと言ったなんて、その……少ししか思ってない、というか、やっぱり、悪かったっていうか……」

　両方の人差し指をつんつんと合わせながら、気まずそうに言葉を続ける揚羽。その何とも素直じゃない姿に居合わせた全員が必死に緩ゆるむ口元を隠す中、アリカは優しい笑みを浮かべると、ヒンヤリとした冷気を纏まとう揚羽の身体からだを抱だき締しめた。

「ううん。全然気にしてないから大だい丈じよう夫ぶだよ。こっちこそ、レオンが怖こわがらせちゃってごめんね」

「がぁう」

「ちょ。なんでそっちが謝るわけ!?　意味わかんないし。あ～んも、やっぱり今の無し！　無しだから！」

　顔を林りん檎ごのように真っ赤にした揚羽が身を捩よじり、アリカの腕うでから抜ぬけ出して人差し指を突つき付ける。その時、ようやくアリカ以外の全員から注ぐ視線に気がついたらしく、溶とけてなくなってしまうんじゃないかと思うほどの大量の汗あせが生意気そうな顔から噴ふき出した。

「ちょっと、な、何なのよ皆みんなして！　なんで笑ってるの!?　あ～～～～っ、もういい。あたし、ジン様を探してくる！」

「ちょっと待ってよ、揚羽ちゃん。ねぇねぇ、せっかくお友達になれたんだから、一いつ緒しよにお茶しようよ」

「はぁ!?　誰が友達なんかになるし!?　ちょっと、手を放してってば！」

「ねぇ。レイン君もいいよね。ちょうど、あそこにカフェが見えるから、あそこで朝ご飯にしようよ」

「あ～、そうだな。フェティもそれでいいか？」

「うん！」

　ようやくご飯が食べられると、満面の笑みを浮かべたフェティが張り切ってレインの袖を引く。そんなフェティを先頭にカフェテリアへと向かう一行だったが、モダンな雰ふん囲い気きが漂ただようテラスへと入る直前に、全員の足がピタリと地面に吸い付いた。

　賑にぎやかな観光街に威い圧あつ的な存在感が吹ふき荒あれる。露ろ天てん商しようがざわめき、観光客が一いつ斉せいに割れる奥から、その兄きよう妹だいは悠ゆう然ぜんと現れた。

「よぉ、お前たち。奇き遇ぐうだな」

「あらあら、皆みなさん。ごきげんよう」

　重厚な声と淫いん靡びな声が同時にレインの耳を打つ。

　振ふり返るレインは、ただただ戸惑うしかなかった。

「なんで、こんなところにコイツらがいるんだよ？」

　怪け訝げんにそして警けい戒かいを露あらわにレインが歩み寄る男女のうち、背の高い男を睨にらみ付ける。

「はっはっは。そんなに喜ぶな、照れるだろう」

　風格と威厳、そして威風を纏うゴルドは、戸惑うレインをさも面おも白しろそうに見み下おろした。
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　カフェテリア《ハチミツとオリオン》。モダンな雰囲気とメニューの多さ、そして大型の魔ま獣じゆうでも一緒に来店できるカフェテラスが自じ慢まんのこの店は、観光街のガイドブックにも何度も特集を組まれた人気店だ。観光客のみならず地元客にも愛され、朝のピーク時を過ぎた時間でも客の流れが切れることは滅めつ多たにない。

　そんな《ハチミツとオリオン》だが、今日は珍めずらしく客足が悪かった。

　いや、ある団体客がテラスに来店してから、一気に他の客足が遠のいたのだ。来店しようとした客は、テラスから漏れる異様な気配を察知し、少し覗いてテーブルを囲む美少女たちに「おっ！」と声を漏らしては、その隣となりの席に座る男たちに気がついて避さけるようにその場を後にする。

「俺は、そこのスライム使いに話がある。田舎いなか者ものの猿さるはその辺で砂でも舐なめていろ。こちらの用が済んだら呼んでやる──俺様が忘れてなければな」

「へぇ、こっちの国の大将は随ずい分ぶんと器うつわが小さいんだな。俺の国じゃあ、敵に塩を送る武将もいるって言うのによ」

　睨み合う異国の魔獣錬磨師モンスタートレーナーと本物の王族。二人の鋭するどい眼光がぶつかり合い、新たに店を覗いたカップルから悲鳴が上がる。

　そんな二人と席を同じくするレインは、テーブルの上で一いつ生しよう懸けん命めいにメニューを覗き込むペムペムに顎あごを乗せ、キリキリと痛む胃を押さえながら呟つぶやいた。

「くっそ～。ガゼットのヤツ、上手うまく逃げやがって」

　レインの口から思わず恨うらみ節が零れる。男女で分かれる形で席を取った一行だったが、同席したガゼットは早々に「眼鏡を取りに行く」と行って席を立ってしまった。ギンジの仲間であるジンやビャクランは各おの々おの別行動を取っているらしく、シイナは近くにいるらしいが姿が見えるのは天狐だけだ。ゴルドも他にチームメイトは連れていないらしい。

　その結果、レイン、ゴルド、ギンジという混こん沌とん極きわまる円えん卓たくが実現してしまったのだ。

　これでまだ、ゴルドとギンジの気が少しでも合えば救いようがあったのだが……

「ギャンギャン吼ほえるな猿。ただでさえ、お前を見ていると昨日相手にした金猿を思い出して腹が立つのだからな」

「なんだ？　その猿に負けたのか？」

「馬ば鹿かを言え。完かん膚ぷなきまでに叩き降くだしたわ。降しはしたが──」

　こめかみに怒いかりの片へん鱗りんを覗かせたゴルドが、硬かたく握にぎった拳こぶしをプルプルと震ふるわせる。

　だが、ゴルドは大きく息を吸うと、怒りの残ざん滓しなど欠片かけらも残さずに不ふ遜そんな態度で腕を組んだ。

「──まぁいい。久ひさし振ぶりに飽あきない戦いだった。その点では誉ほめてやらんとな」

「へぇ～、随分と丸いんだな」

「王族が些さ細さいなことに囚とらわれてどうする。そんなことも分からんのか、田舎いなか猿ざるが」

「誰だれが猿だ！」

「お前が猿だ」

　きぃーっと歯を剝むくギンジに、ゴルドが間かん髪ぱつ入れずに意地の悪い笑えみを叩き付ける。ギリリッとギンジの奥歯が擦こすれる音が、レインの耳にも届いた。

「猿猿猿猿うるせぇな。俺が猿ならお前はゴリラじゃねぇかよ。この、老ふけゴリラ！」

「おい、猿。口のきき方には気をつけろ。誰が、老けゴリラだ？」

「テメェ以外に誰がいるんだよ！」

「ほぉ……。どうやら、東の果ての辺境人には教養というものがないらしいな。目め障ざわりだ。貴様のような無知無学な輩やからは、小さな島に籠こもって御お山やまの大将でも争ってろ」

「こんのっ……何度でも言ってやるよ筋肉老け面づらゴリラが！　構えろ風天丸！　売られた喧けん嘩かは熨斗のしを付けて叩き返す。それがムサシの男の流りゆう儀ぎだ！」

　祖国を馬鹿にされたことへの憤ふん激げきを闘とう志しに変え、ギンジがその黒こく眸ぼうをゴルドに叩き付ける。続けて、ギンジの隣に控ひかえていた風天丸が、シャンと厳おごそかな音色を立て、その手に携たずさえた錫しやく杖じようを地面に突きつけた。

「おい、ギンジ。止やめとけよ」

「止めるなレイン！」

「そうだ、止めるなスライム使い。俺様も、この無む駄だな中休みとやらに飽きていたところだ」

　ゴルドとギンジの両方に制され、レインが「もう好きにしてくれ」と言わんばかりに首を振る。本当に、とんでもない二人と同席してしまったものだ。チラリと後ろを覗のぞき見れば、レーニェとシイナ、そして揚羽を交えたエルニアたち女子グループが楽しげな会話の花を咲さかしている。しかし、もちろんその花はな園ぞのに混ざる度胸などレインにない。

　はぁ、と最高に居心地の悪い朝食に、レインが思わずため息いきを零こぼす。いい加減、店の方から苦情が出るのではと頭を悩なやませたレインはペムペムからメニューを奪うばい取ると、バンっと音を立ててテーブルの中央に叩き付けた。

「戦うなら、どっか人の迷めい惑わくにならないところにしろよ。じゃなきゃ、そろそろ飯を頼たのもうぜ」

「ん？　ああ、そうだったな。おい、そこのウェイター。さっさと注文を取りに来い」

　少し強気で言ったレインに、ゴルドが横おう柄へいな態度でカフェテラスと店内を繫つなぐ扉とびらの陰かげからこちらの様子を窺うかがっていたウェイターに声を掛かける。ただ、横柄であってもガラが悪く見えないのは、ゴルドの声に王族の品が乗っているからだろう。呼びかけられたウェイターはゼノを背にしたゴルドの威圧感に顔を青くしたものの、その双そう眸ぼうにはある種の敬意が生まれていた。

「あの、ご注文は──」

「いらん」

　注文を受けようとメモを取り出した彼に、ゴルドは面めん倒どうくさそうに手を振った。困こん惑わくするウェイターを余所よそに、ゴルドがその太い指先をメニューの左から右へと滑すべらせる。

「この店の全メニューを用意しろ」

「ブゥーッ!?」

　顎を反らしてハッキリとそう告げたゴルドに、レインは口に含ふくんでいた水を派手に噴ふき出した。

「げっほ、げほげほ。おい、何考えてんだよ!?」

「貴様こそ何を驚おどろいている？　この俺様が来店したんだぞ。全メニューを持ってもてなすのが店としての礼れい儀ぎだろう」

「そんだけ注文して全部食えるのかよ!?　残したら悪いだろうが！」

「安心しろ。こちらにはゼノがいる。肉でも、魚でも、蛙かえるでも、あるだけ全すべて持ってこい！」

（あ、あの。ゴルド様……）

「ん？　なんだゼノ？」

　鷹おう揚ように頷うなずいてウェイターに注文を伝えたゴルドに、意外なところから声が飛んできた。大型モンスター用のスペースで羽を折おり畳たたんでいたゼノが、首を反らしたゴルドに向けて言いにくそうに口元を顰しかめる。

（私はその、前々からお伝えしてきましたがタマネギだけはちょっと……）

（ふん。タマネギが喰くえんとは、随分と情けないドラゴンもいたものだ）

（お黙だまりなさい！）

　よせばいいのに挑ちよう発はつするキールへ、ゼノが鋭い念話を叩たたき付ける。その念話に込こめられた強い怒ど気きに、一番近くにあったガラス窓が一いつ瞬しゆんにして砕くだけ散った。店内で慌あわただしく料理に取りかかっていた女性スタッフが悲鳴を上げ、テラスを包む緊きん張ちようが一気に跳はね上がる。

　剣けん吞のんな眼まな差ざしでキールを射貫くゼノの口こう腔こうに眩まばゆい光が収束する。膨ふくれ上がる殺気に対たい抗こうしキールも口腔に炎ほのおを蓄たくわえるが、そんな二体のドラゴンの頭を冷やすかのように、土ど砂しや降ぶりの雨が大型モンスター用のスペースに降り注いだ。

「きぃゅ」

「頭を冷やしなさい。それ以上暴れると、あなたたちより先に主あるじの名が地に落ちますよ」

　袖そでから覗のぞく八雲の小さな頭を撫なでながら、シイナが異論を挟はさませない強い口調で二体のドラゴンを窘たしなめる。土砂降りの雨に頭が冷えたのか、それとも神格のドラゴンに仕えるシイナに何かを感じ取ったのか、キールとゼノは揃そろって口腔に蓄えたエネルギーを霧む散さんさせると、お互たがいにギリギリまで離はなれて腰こしを下ろした。

「ほぅ。あの娘こもなかなかの胆たん力りよくだな。いいだろう。ヤツも俺の妾めかけとして連れて行く」

「なぁ、レイン。コイツ、性格だけじゃなくて女の好みもおかしいんじゃないのか？」

「そういうお前は従姉妹いとこに対して厳しすぎるんじゃないのか？」

　口を手で隠かくして耳打ちするギンジに、レインが真ま似ねをして耳打ちを返す。そうこうしている間に、数え切れないほどの料理が所ところ狭せましと運ばれてきた。レインたちやエルニアたちのテーブルだけでは足りず、カフェテリア全てのテーブルに料理が並べられ、食いしん坊ぼうのペムペムが眼めを爛らん々らんと輝かがやかせる。

「ぴぎぃー！」

「あ～、もう好きにしろ。ペムペム、どうせゴルドの奢おごりだ。遠えん慮りよはいらねぇから思う存分食ってこい」

「ぴっぎぃー！　ぴぎぴぎぴぎ！」

「な、なんだコイツは。鬱うつ陶とうしい」

　鍛きたえ上げられた肩かたに飛び乗り愛あい嬌きようを振りまくペムペムに、ゴルドが面倒くさそうにしながら満まん更ざらでもない笑みを浮うかべて運ばれた大きな肉の塊かたまりをペムペムの口に押しつける。大きく口を開けて差し出された肉を吞のみ込んだペムペムはさらにもう一度大きな声を張り上げると、チーズの焦げた香りが食欲を誘うグラタンが運ばれたテーブルへと飛び移った。その隣のテーブルでは風天丸が魚の丸焼きを豪ごう快かいに頰ほお張ばり、足あし下もとでは天狐が風天丸に取ってもらったプリンの器に顔をこれでもかと突つっ込んでいる。先ほどまで険悪なムードを漂ただよわせていたキールとゼノも、運ばれてくる子牛の丸焼きにかぶりつきご満まん悦えつだ。

　レインも目の前に運ばれてきたホットドッグにかぶりつきながら、ふとゴルドが言っていた言葉を思い出した。

「そういえば、俺に話って何だったんだ？」

「ん？　ああ、そうそう。そうだった」

　ゴルドはさながら肉にく食しよく獣じゆうの如ごとく頰張った肉を嚙かみ砕くと、フォークの先せん端たんを別のテーブルで談だん笑しようするエルニアに向けながら、真しん剣けんな面おも持もちで尋たずねた。

「お前。あの女とはヤッたのか？」

「ぶっは!?」

　飲み込もうとしたパンとソーセージが気管に入り込み、レインが激しく噎むせ返る。恋れん愛あいに疎うといレインだが、ゴルドが何を言いたいか分からないほど子供でもない。

　そして、エルニアを指しながら平然とそんなことを聞いてくるゴルドに怒りを覚えないほど、レインは大人でもなかった。

「いきなり、何聞いてくんだよてめぇ」

「貴様が、あの女とヤッたことがあるのかと聞いている。これから、俺の妻に迎むかえる女だからな。生き娘むすめかどうかぐらいは把は握あくしておいてやらんと、その時が来たら困るだろ」

　嚙み付かんばかりの怒気を込めたレインとは対照的に、ゴルドの態度は平然としたものだ。ゴルドはレインを挑発しようとしたわけではないのだろう。ゴルドの言葉に下げ卑びた響ひびきは一いつ切さいなく、むしろエルニアに対する気き遣づかいを含んでいた。

　ただ、そんなゴルドの気遣いは、意中の女性に傾かたむけるような温かなものではなく、大切なペットやモンスターに傾けるものに近い。掛け替がえのない相手だから大切にするのではなく、自分の所有物だから大切に扱あつかうに過ぎないという傲ごう慢まんさ。それが威い厳げんに変わるのは、ゴルドが王族としての風格を携えているからに他ほかならない。

　レインはゴルドの深緑の双眸を覗き込みながら、強気に口の端はを吊つり上げた。

「だったらどうする？」

　挑戦的にレインがゴルドを睨にらみ返す。もちろん、レインとエルニアはそんな男女の仲になったことはおろか、付き合ってすらいない。

　ただ、レインの胸の奥から込み上げる何かが、何も言い返さないままいることを許さなかった。

　怯ひるむことなく、むしろ挑いどむようなレインの強い眼差しに、「ほぉう」とゴルドが楽しげに口元を歪ゆがませる。しかし、暫しばしレインの瞳ひとみを覗き込んだゴルドは、浅い笑みを浮かべ肩を竦すくめると、深々と椅い子すの背にもたれかかった。

「強がるな強がるな。下民は下民らしく、素す直なおに王の言葉に答えればいいんだよ」

「な、なんで強がりだって分かるんだよ」

「では聞くが。貴様、女の裸ら体たいを見たことはあるか？」

「にぃ……ぬぁ!?」

　不意をつかれたその質問にレインが分かりやすく紅潮し、喉のどから奇き妙みような声が飛び出す。それが、レインの恋れん愛あい遍へん歴れきの全てを物語っていた。

「ハッハッハ。どうした、顔が真っ赤だぞ」

　閉口するレインに、ゴルドが膝ひざを叩きながら哄こう笑しようする。ただし、全てがゴルドの予想通りというわけではなかった。

　確かに、レインはエルニアの裸はだかを見たことはない。

　しかし、レインも全く異性の裸を見たことがないと言えば、それは否いなだ。

　レインの脳のう裏りを生々しい光景が横切る。真夏の夜に現れた月の女め神がみ。月明かりに照らされたジナの幻げん想そう的な裸体が、一気に網もう膜まくに蘇よみがえる。

　見まい見まいと努めてはいたが、レインはしっかりとその美しい裸体をその目に焼き付けてしまっていた。ただ、レインはゴルドに反論せず押し黙った。思い出したのがジナの裸だった手前、上手うまい言葉が見つからない。むしろ、エルニアに対する罪悪感が、レインの口元を苦々しく顰めさせた。

　そんなレインに、それまで黙もく々もくとテーブルの上の料理を平らげていたギンジがひらひらと手を揺ゆらしながら声を掛けてきた。

「レイン。そんな筋肉ゴリラの言うことなんざ気にすんな。つか、人の女に手を出そうなんて考える阿あ呆ほうなんて相手にすんな。無視だ無視！」

「あ、いや。ギンジ、悪い。別に、エルニアは俺の彼女ってわけじゃ──」

　ギンジの勘かん違ちがいをレインが慌てて訂てい正せいする。しかし、レインが言い切るよりも早く、硬かたい拳こぶしがテーブルを力強く叩いた。

　王の威厳に固められた深緑の双眸が、遥はるかな海を渡わたってきた黒眸を捉とらえる。

　ゴルドは怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめるギンジに対し、これ以上ないほど不敵な笑みを叩き付けた。

「おい、田舎いなか猿。貴様、何を勘違いしている？　人の女だ？　そもそも、その前提が間違っているぞ。いいか、俺は王だ。この世の全てを治めるべくして生まれてきた、絶対にして唯一の王だ。今は手を離れていようとも、この世の全ては俺の所有物であり、お前らは俺の物を間借りしているだけに過ぎん！　どこまで離れようとも元が俺の物ならば、俺のところに戻もどってしかるべきだ。俺の物を俺の思うがままにして何が悪い？」

　傲ごう然ぜんと、己おのれの言葉が摂せつ理りと疑わず、ゴルドがその逞たくましい胸むな板いたを拳で叩く。

　そんなゴルドに、ギンジは真っ向から切り返した。




　──「つまんねぇな」──と。




「つまらん、だと」

　ゴルドの目め尻じりが、ギンジの黒こく眸ぼうを見み据すえて吊り上がる。しかし、ゴルドの双そう眸ぼうに込められていたのは、怒いかりではなく、ギンジを推おし量はかろうとする深い洞どう察さつだ。

　王の威言を真っ向から切り捨てるギンジに、ゴルドはある種の強つわ者ものの匂においをかぎ取った。

　王の眼光に射い貫ぬかれたギンジが、自分を見据える深緑の双眸を恐おそれず不敵に微ほほ笑えむ。

　不敵な笑みを今度は剛ごう毅きな笑みで塗ぬりつぶし、ギンジは握にぎったフォークをテーブルの真ん中に据すえられたステーキにぶっさした。

「つまんねぇって言ったんだよ。そんな人生楽しいか？　全すべてが最初から自分のもんだって？　最初っから全部が全部手の中にあるって？　俺だったら願い下げだな、そんな人生。この手にないものを手に入れる。裸はだか一いつ貫かんから、俺の城を、俺の国を、俺の歴史を築く。この命尽つきる時に、どれだけこの手になかったものを摑つかんでいられるか！　どれだけ生きた証あかしを残せるか！　それが男の生きる道ってもんだろうがっ！　なぁ、そう思うだろ。レイン！」

「え、お、俺！」

　持ち上げた分厚いステーキを突き付けるギンジに、レインが返答に困る。レインはペムペムと共に神を倒たおすというスライムトレーナーとしての目標は持っているが、ギンジのように男としての熱い矜きよう恃じは持っていない。

　しかし、レインが答える間もなく、話は強ごう引いんにゴルドへと奪うばい取られた。

「悪いな、田舎猿。貴様の男の道とやらは、俺には理解できん。なぜなら、俺様が歩むのは男の道などという小狭い道ではなく、この大陸、いやこの全世界を網もう羅らする覇は道どうと決まっている。もう一度言うぞ。俺はいずれ、この世界全てをこの手に収める。それが、この世のあるべき姿だと思わないか。なぁ、レイン間男よ」

「だからなんで俺に振ふるんだよ！」

　レインが思わず悲鳴を上げる。なぜか知らないが、とにかくギンジとゴルドから男として大きな遅おくれを取ったような気がして仕方ない。

　そんなレインを取り残し、ギンジは掲かかげたステーキを嚙み千切ると、豪快に飲み込みながらゴルドに向けてあらん限りの闘とう志しを叩たたき付けた。

「よぉし、決めたぜ筋肉ゴリラ！　ムサシの国くに盗とりの次は、テメェの国を盗りに行ってやる。もちろん、レインと一いつ緒しよにな！　テメェの手の中にある物を根こそぎ奪い取ってやるから、首を洗って待ってやがれ！」

「貴様のようなヤツは早死にすると相場が決まっているが、まぁ、楽しみにしておいてやろう。だが、一つだけ訂正させてもらうぞ。この大会が終われば俺はあのドラゴントレーナーの女を貰もらうが、俺の妹がそこの間男を貰うらしい。残念ながら、そいつはお前と共に俺の首を取りに来るのではなく、この俺の下でお前を迎え討うつ」

「んなことさせるか！　レインは、俺と一緒にテメェを落とすんだよ！」

「聞き分けのないヤツだな。この間男は俺の下でお前を討つと言っただろう」

「いや！　レインは俺と──」

「だから、この間男は俺の──」

「ヤメロお前ら気持ち悪いっ！」

　レインが涙なみだを目に溜ためながら再び悲鳴を上げる。何が悲しくて、男二人から取り合いにされないとならんのだ！

　しかし、レインの抗こう議ぎにもギンジとゴルドの言い争いは止まらなかった。むしろ、その勢いは白熱し、レインをいかに自じ陣じんの兵力として使うかにまで議論が飛ひ躍やくしている。どうやら、二人とも自分が仲間にほしい男が最弱の紋もん章しようを持つスライムトレーナーであることは頭からすっぽりと抜ぬけ落ちているらしい。

　はぁ、とレインが疲つかれたため息を吐つき、ペムペムが夢中になっているブルーベリーのスコーンを千切って口の中に放ほうり込む。

　甘酸っぱい味わいを舌の上で転がしながら、レインはふと自分自身のことについて少し考えてみた。

　スライムトレーナーという立場を抜きにした自分の、一人の男としての矜恃は一体なんなのだろうか、と。




　　　　＊




「でねでね、揚羽と契けい約やくして村から追放されるとき、ジン様なんて言ってくれたと思う？　『後こう悔かいはない。俺はお前のために生きてやる』だってさー！　もうもうもうもう、激やばっしょ！　こんなの言われたら、惚ほれるしかないっしょ！」

「あ、う、うん。そうだね。かっこいいと思うよ」

「だよね～。さっすがアリカ！　分かってる～！」

　頰ほおに苺いちごアイスを付けながら絶え間なく話す揚羽に、アリカが些いささか疲れ気味に相あい槌づちを打つ。食事会が始まってからというもの、揚羽はずっとこの調子でジンとののろけ話を語り続けていた。最初は一緒に聞く素そ振ぶりを見せていたミズキは、いつの間にか席を外れて別のテーブルで八雲と一緒にロールケーキに舌した鼓つづみを打っている。

　いや、人の良いアリカでなければ、ミズキに続いてとっくに話を放り出していただろう。だが、本音を言えば、そろそろアリカも話を聞くのが辛つらくなっていた。

　──助けて、エルちゃん。ジナちゃん！

　アリカが揚羽の頰に付いたアイスを拭ぬぐいながら、斜はす向むかいに座るエルニアたちへＳＯＳを送る。しかし、エルニアとジナは何かに没ぼつ頭とうしていて、まったくアリカの視線に気が付いてくれなかった。どうやら、二人は今、レーニェから巷ちまたで流行はやっているネイルを教わっているらしい。最初は怖こわい顔を向けていたというのに、今は二人揃そろって興味深くレーニェの話とネイルに耳と目を傾けている。

　──二人ともずるいよ！

　アリカが心の中で批難の声を上げる。時折聞こえてくる「おおぉ！」「いい。これい、い！」という声が凄すごく気になる。ただでさえ綺き麗れいなエルニアとジナがますます自分を磨みがいていく姿に、アリカは焦あせらずにはいられない。

　焦らずにはいられないのだが──

「ほら、わんこ。次はコレ食べな。コレ」

　テーブルの脇わきに伏ふせているレオンへと、揚羽が香こうばしく焼けたロブスターを差し出す。先ほどから揚羽は、話の切れ目切れ目にレオンへと食事を差し出していた。どうやら、揚羽なりに、レオンに無理をさせてしまったことを気にしているらしい。

「が、がぁう」

　差し出された切り身を見み詰つめるレオンが、控ひかえ目な声を上げてぺたんと耳を折り畳たたむ。その姿に、アリカはエルニアたちを気にしながらも小さく吹ふき出してしまった。食事会が始まってから延々と与あたえられるお詫わびに、流石さすがにレオンも満腹気味らしい。しかし、揚羽が「あ」と悲しそうな声を上げると、レオンは無理矢理にでも口を開けて、差し出された切り身に食くらい付いた。「やった」とガッツポーズをする揚羽に気付かれないように、いつもより若じやつ干かん長く咀そ嚼しやくしているレオンが苦しそうに口の中の物を飲み込む。

　どうやら、アリカとレオンはすっかり揚羽に懐なつかれてしまったらしい。嬉うれしさ半分焦り半分の微び妙みような笑みを浮うかべながら、アリカはそっとレオンを椅子の反対側へ避ひ難なんさせ、次のお詫びを選んでいる揚羽に声を掛かけた。

「揚羽ちゃんは、本当にジンさんが好きなんだね」

「あったりまえっしょ！　世界で一番大好き！」

　雪女である揚羽が太陽のように燦さん々さんとした笑みを浮かべて胸を張る。そんな揚羽が、アリカはとても眩まぶしかった。

　揚羽のようにハッキリと自分の気持ちを言葉に出来たら、アリカはレインと恋こい仲なかになることも出来たのだろうか。

　それこそ、エルニアやジナがレインの魅み力りよくに気付く前に。

　寂さびしさと後悔の冷たい風が、アリカの心を静かに冷やす。ただ、アリカはまだどこかで、自分にもチャンスが来るのではと淡あわい期待を抱いだいていた。

　だが、その淡い期待は、そのすぐ後に訪おとずれた極ごつ寒かんの風に吹き飛ばされることとなった。

「はい。これでおしまいです。お二人とも、とても美しくなりましたね。出来れば一晩、ベッドでご一緒したいくらいに」

「そ、それは謹つつしんで遠えん慮りよする。が、爪つめの手入れをしてくれたことには心から感謝する」

「きれ、い」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべて手を叩くレーニェに、エルニアが深々と頭を下げる。その隣となりでは、ジナがぼぅっと自分の指先を眺ながめていた。角度を変える度たびに光り具合が変わる指先に、ジナの瞼まぶたが大きく見開く。

　ジナに続いて今一度自分の爪をぼぅっと眺めたエルニアは、何かを思い出したように今一度レーニェに向かい合うと、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「この料理に、爪まで。何か礼が出来ればいいのだが、生あい憎にく手持ちがなくてな」

「いいんですよ、気にしなくて。ああ、でも、どうしてもと言うのなら、一つだけ質問に答えて貰おうかしら？」

「なんだ、私の答えられることなら何でも答えるぞ」

「私、も」

「ふふ、本当ですか。じゃぁ──」

　女性から見ても充じゆう分ぶん扇せん情じよう的な笑みを浮かべ、レーニェが細い指先を自らの口元に這はわせる。ただそれだけで卒そつ倒とうしそうなほどの色気を醸かもし出したレーニェは、王族に相応ふさわしい品のある微び笑しようを湛たたえながら、そっと指先をなにやら議論を深めているレインたちのテーブルへと傾かたむけ──

「あの殿との方がたのモノはご立派でしたか？」

　その艶つややかな唇くちびるで、気品漂ただよう美声で、とんでもないことを口走った。
















　真っ正面から質問を投げかけられたエルニアと次にネイルをお願いするタイミングを計るため聞き耳を立てていたアリカが、揃って言葉を失い顔を紅あかくする。

　──レ、レイン君の……

　思わずレインに傾き掛けた視線を強ごう引いんにアリカが戻もどす傍かたわら、エルニアの口から悲鳴を通り越こして絶ぜつ叫きようが零こぼれ出た。

「な、ななななななっ！　何を聞いているのだ、貴様は!?　どこの国に、こんな真っ昼間から、そ、そんなことを大っぴらに聞くヤツがあるか!?」

「ちょっと待って、る。今から確かめて、くる」

「おいぃぃいいい待てぇええ！　ジナ・レームライト！　貴様の辞書に遠慮という文字はないのかっ！」

　席を立つジナを強引に座らせながら、エルニアが戦せん慄りつを浮かべた双そう眸ぼうをレーニェに傾ける。まさか兄の方も似たような質問をレインにしているとは夢にも思わないエルニアは、羞しゆう恥ちと怒いかりとは別の激情にプルプルと拳こぶしを震ふるわせた。

　そんな動どう揺ようを隠かくせないエルニアとは対照的に、レーニェは可笑おかしそうに口元を隠すと、さらに怪あやしく、そして楽しげに微ほほ笑えんだ。

「あら、あらららら？　まさか、まだあの殿方とは交わっていないのですか？　あんな情熱的な言葉を掛けて貰っておいて」

「大きなお世話だっ！」

　朱しゆ色いろの髪かみと見分けが付かないほど頰を真っ赤にしながら、エルニアが悲鳴のような声を張り上げる。

　その言葉に、アリカは密ひそかに安あん堵どした。

　──よかった。エルちゃん、レイン君とまだ何もな……

「その様子だと、キスすらしてなさそうね。ふふ、じゃあ、彼の初めては全部私が頂いてしまいましょう」

「甘く見るな！　せ、接せつ吻ぷんくらいしているわ！」

「え……？　え!?　ええええええ!?」

　アリカの喉のどからこの世の終わりのような悲鳴が迸ほとばしる。もはや、揚羽に気を回している余よ裕ゆうはなかった。エルニアが、しまった、という顔をするがもう遅おそい。辛かろうじてレインがこちらに気が付いていないことを確かく認にんしながら、アリカがガタっと椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がり、摑つかんだエルニアの肩かたを大きく揺ゆらす。

「エルちゃんが!?　うそ!?　ええ!?　いつ!?　いつなの、エルちゃん!?」

「ま、待てアリカ落ち着け。その……前のキメラの事件があっただろ。その時に、な」

「う……そ……。それは、エルちゃんから!?　そ、それとも、レレレ、レイン君からなの!?」

「チッチッチ、訊きき方間ま違ちがってますよ。こういうときは、攻せめるのが好きなのか攻められるのが好きなのかを尋たずねるものです」

「どさくさに紛まぎれて変な質問を付け足すな！　わ、私からしたに決まってるだろ。ま、まぁ。あの馬ば鹿か者は意識がなかったから、覚えていないようだが……」

　最初は半ば自棄やけだったエルニアが、徐じよ々じよに恥はずかしさが込こみ上げてきたのか、ゴニョゴニョと口を濁にごして顔面をテーブルクロスに押し付ける。

　しかし、その最後の言葉はアリカの耳には届いていなかった。これは大事件だ。天変地異だ。アリカの中の何かが、音を立てて崩くずれてゆく。

　しかし、その崩ほう壊かいは序章に過ぎなかった。

「チューなら私もし、た！」

　ひょいっと、ジナが恥ずかしさの欠片かけらもなくあっけらかんと手を上げる。

　アリカは、開いた口がふさがらなくなった。

「え……うそ。ジナちゃんもって──い、いつの間……」

「あんなものがキスに入るか！　酔よった勢いで絡からんだだけではないか！」

　アリカの言葉を遮さえぎり、勢いよく椅子から立ち上がったエルニアがビシッとジナを指差す。どうやらエルニアはジナがレインにキスしたことを知っているらしい。自分の知らないところで親友たちが一歩大人の階段を上っていることを知り、アリカの膝ひざから力が抜ぬける。

　一方ジナは、怒りに燃えるドラゴンの如ごときエルニアの剣けん幕まくにもたじろぐことなく、むしろ堂々と胸を張った。

「でもチューは、チュー。それに、婿むこ様は初めてって言って、た。だから、初めてのチューは、私！」

「そんなものが認められるか！　というか、ジナ・レームライト。貴様、あの時酔っていたのは演技か。しっかり記き憶おくがあるんじゃないか！」

「記憶がないなんていってな、い。それに婿様は私の裸はだかを見、てる。婿様なら、絶対に責任を取って婿になってくれ、るっ！」

「なんだと！　待て待て、どういうことだ!?　おい、レイン・エルハルト。貴様、ちょっとこっちに──」

「まぁまぁ、落ち着きましょうミレーネブルクさん。レディーがそんな大声を出しては恥ずかしいですよ」

　いよいよエルニアがレインを呼ぼうと席を立つが、レーニェに窘たしなめられ再び椅子へと押し戻される。そこから先は、完全にアリカの耳に届いていない。ただ、分かっていることは、アリカがジナとエルニアに大きな遅おくれを取っていると言うことだけ。

　チャンスはいつか来るなんて思っていたらもう遅い。アリカが焦りを募つのらせる。

「美味おいしいねぇ～、パラパ」

「クゥ～ン」

　そんなアリカの隣では、ただ一人会話に興味の無いフェティが、幸せそうにパラパと大きなショートケーキを頰ほお張ばっていた。
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「はぁ……、なんかすげぇー疲つかれた。お前はいいよなペムペム。脳天気に食べてるだけだったんだから」

「ぴ、ぎゅふ」

　肩で大きなげっぷを零すペムペムに、レインが恨うらみを込めた視線を送る。結局、ゴルドとギンジに付き合わされたレインはろくに食事を取ることが出来なかった。ホットドッグしか詰つめ込むことが出来なかった腹が抗こう議ぎの音を鳴らし、丸まると太ったペムペムが本当におまんじゅうか何かに見えてくる。

「たっく。あ～あ、どっかに手て頃ごろな屋台でもねぇかな」

「ぴぎっ！」

「って、まだ食うのかよお前は!?」

「ぴぎぃ！」

　大げさに驚おどろくレインに、ペムペムが当たり前だと言わんばかりに鳴き返す。そんな単たん細さい胞ぼうコンビのやりとりに、擦すれ違う人々がクスクスと笑い声を漏もらし、微笑ましそうに口元を綻ほころばせる。

　しかし、レインが一番和なごんでほしかった面々の表情は、依い然ぜんとしてぴくりとも動かなかった。

　わざとらしいほどオーバーアクションでペムペムを小こ突づきながら、レインがチラリと三歩後ろを歩くエルニア、アリカ、ジナの姿を盗ぬすみ見る。いつもならば笑いが絶えない三人なのに、会話はおろか互たがいに目めを合わせることさえしていなかった。アリカとエルニアはどこか距きよ離りを測るようによそよそしく、ほとんど眠ねむってるんじゃないかと思うほど目を細めているジナはいつも以上に感情が読み取れない。

「な、なぁフェティ。あいつらどうしたんだ？」

「ん？」

　三人の間に漂う筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい雰ふん囲い気きに耐たえきれず、上じよう機き嫌げんで手を繫つないでいるフェティに顔を寄せ、レインが困ったように尋ねる。

　一方、片手でパラパを抱だっこしているフェティはじぃーっとレインを見み詰つめると、何かを思い出したように袖そでに隠れた手を叩たたいた。

「ねぇねぇ。お兄ちゃんは、せめるのとせめられるのどっちが好きなの？」

「え？」

　無む邪じや気きに問い掛かけるフェティに意味が分からなかったレインが首を傾かしげ、後ろで足を止めたエルニアたちがビクッと肩を震ふるわせる。

　レインはエルニアたちが浮うかべた焦あせりの表情に気が付かないまま、うーんと顎あごに手を添そえながら空を仰あおいだ。

「そーだな。そりゃ、戦うときは攻めてるときが楽しいけど、攻められてるときにペムペムの【昇しよう華か】を待つ時間のハラハラ感も好きだから、どっちもかな」

　フェティの質問を戦い方の好みだと判断したレインが、好戦的な笑みを浮かべながらウンウンと頷うなずき答える。

　その返答にフェティは「そっか」と微笑むと、袖に隠れた手でレインを手招きした。

「ん？　どうした、フェティ？」

　手の見えない手招きに誘さそわれ、レインが前まえ屈かがみになりフェティに顔を近づける。

　フェティは満面の笑みを浮かべると、グイッと背せ伸のびをしてレインの頰に幼い唇を押し付けた。

「フェ、フェティ!?」

「えへへへへ。じゃあフェティはお兄ちゃんがだーいすき！」

　状じよう況きようが分からず慌あわてて顔を持ち上げるレインに、フェティが天てん真しん爛らん漫まんと言うにふさわしい笑みを浮かべながら、嬉うれしそうに犬耳のフードを弾はずませる。そんなレインとフェティを近くで氷飴あめの屋台を引いていたおばちゃんは仲の良い兄きよう妹だいとでも思ったのだろう。気前のいい豪ごう快かいな笑みを浮かべると、持ってけ持ってけとばかりにレインとフェティ、そしてペムペムとパラパの口に氷飴の粒つぶを放ほうり込んだ。

「ほぉーいしぃ♪」

「くぅ～ん♪」

「ぴぎぴぃぎ～♪」

　すっかり氷飴に夢中になったフェティ、パラパ、ペムペムが、呆ぼう然ぜんとするレインをそっちのけで仲良く口の中の甘かん露ろを堪たん能のうする。そんなフェティの笑みを暫しばし眺ながめたレインは、ふっと強こわばった頰を解ほぐした。そういえば、姉や妹たちにも今みたいなキスをいたずらでされていたなぁと、懐なつかしげに目を細める。

　田舎いなかの姉妹しまいたちに思い馳はせるレインは、後ろで零された声に気が付かなかった。

「そんな……フェティちゃんまで」

「く、唇くちびるでないならセーフだ」

「おこちゃ、ま。問題、なし」

　喪そう心しん極きわまったアリカが顔を真っ青にし、エルニアがなんとか自尊心を奮い立たせ、ジナが余裕の表情でコクリと顎を引く。レインを見詰める三人のただならない気配に、人の流れの絶えない観光街に自然と大きな輪が広がった。エルニアたちを避さけて歩く人の流れにキールがやれやれと長い首を揺らし、レオンがアリカを勇気付けるように、主あるじの掌てのひらへと鼻先を擦こすり付ける。

　一方、まさか自分にそんな熱視線が注がれているとはつゆ知らずそろそろガゼットとの合流地点へと歩を進めようとしたレインの耳に、思わぬ声が掛けられた。

「あの、すみません。昨日の試合に参加していたスライムトレーナーさんですよね？」

「────え？　俺？」

　レインがワンテンポ遅おくれて返事を返す。声を掛けてきたのは、二十代前半のカップルだった。男性の方は肩かた幅はばが広く、日焼けで顔が浅黒い。女性の方は見るからに純じゆん朴ぼくな感じで、二人並ぶとなんとなく農家の若夫ふう婦ふを思わせる。男性の方はサングラスを掛けた《ミネラルモグラ》を肩に担かつぎ、女性の傍かたわらには《たぬきぐま》の姿があった。

　その二人の顔に面識のないレインが、どう答えていいか分からず首を傾げる。

　一方、女性の方はちょんと両手の指を顔の前で合わせると、嬉しそうに微ほほ笑えんだ。

「やっぱりそうだ。昨日の試合見てましたよ。あんな強そうな悪あく魔まと戦うなんて凄すごいね」

「ああ、大したもんだ」

　まっすぐな言葉で誉ほめる女性に続き、男性の方が年の割に厚みのある声で相あい槌づちを打つ。見ず知らずの人から送られたストレートな賛辞に、誉められ馴なれていないレインとペムペムがただただ照れて顔を紅あかくする。

　誤ご魔ま化かすように後ろ髪がみを搔かきながら、レインは持ち上げた手を横に振ふった。

「いや、でも結局負けちまったし。それを言うなら、鬼おにの総大将相手に勝ったそっちのジナの方が──」

「あちらの方は、その──勝ち方が……」

　視線を逸そらし、女性が乾かわいた笑みを浮かべて茶を濁す。そんな彼女につられて、思わずレインの口から苦く笑しようが漏れた。確かに、ジナのあの勝ち方は誰だれの目から見ても予想外だっただろう。試合の後には観客から「これでいいのか!?」と抗議の声が上がったほどだ。

「えっと。で、俺とペムペムに何か？」

　蒸むし返しても味気ない話に蓋ふたをし、レインが女性に声を掛けた理由を尋ねる。

　女性は恥ずかしそうに頰を赤らめると、ピタリと両手の平を顔の前でくっつけた。

「その。いきなりで申し訳ないんだけど……そのスライムを抱っこしたらダメかな」

　片目を瞑つぶり、女性が「お願い」とレインに懇こん願がんする。

　そんな女性に続き、口元に苦笑を浮かべる男性がレインに向けて頭を下げた。

「すまんな。こいつ、可愛かわいいモンスターに目がないんだ」

「付け加えるなら、『強くて』可愛いモンスターね。ねぇ、お願い」

　即そく座ざに訂てい正せいを加え、女性が今一度レインに懇願する。レインはペムペムと目を合わせると、すぐに表情を崩くずして肩かたに乗るペムペムを抱だき上げた。

「どうぞ、好きなだけ」

「ほんと！　ありがと～。ぅ、う～ん……へぇ～。思ってたよりずっと弾だん力りよくがあるのね」

「ぴぎぃ～」

　抱き締しめられたペムペムが目を細め、得意げに声を上げる。そんな調子の良いペムペムに、たまにはいいだろうとレインがさらに口元を崩した、その時──

　女性の双そう眸ぼうが突とつ如じよ虚うつろになり、身を翻ひるがえすや否いなやペムペムを抱かかえたまま走り出した。

「え!?　うそ、なんで!?　ペムペ──」

　わけのわからないレインの行く手を、その場に残った男性とたぬきぐまの大きな身体からだが阻はばむ。女性と同じく虚ろなその双眸にレインがぎょっとした瞬しゆん間かん、男性の生気のない声が一帯の空気を震わせた。

「【クレイダイブ】」

「キュー」

　男性の肩からミネラルモグラが飛び降り、そのまま地面へと潜もぐり込む。次の瞬間、大地が鳴動し流動化した土がレインの足を地中へと飲み込み始めた。膝ひざほどまで一気に地面へと沈ちん没ぼつしたレインが、ただならぬ気配に口元を歪ゆがめる。

「くっそ。なんなんだよ!?　ペムペム、ペムペーム！」

「ぴぎぃいー」

　徐じよ々じよに小さくなる女性の後ろ姿に、レインがもがきながら声を張り上げる。ペムペムはなんとか女性の手から抜ぬけ出そうと身を捩よじるが、もともとスライムの力は人間以下と呼ばれるほど非力なモノだ。その上、無理にペムペムが身体を引き抜こうとすれば──

「きゃっ。い、痛い！」

「ぴぎっ!?」

　顔を顰しかめる女性がか細い悲鳴を上げ、ペムペムが脱だつ出しゆつを躊ちゆう躇ちよする。悲鳴を上げた一瞬だけ、女性の目に生気が戻もどったのだ。だが、その双眸はすぐにまた虚ろな光を宿し、走る速度が一層加速した。

「何をしている、レイン・エルハルト。すぐに追うぞ！」

「エルニア、キール！」

　鮮せん烈れつな声が耳を貫つらぬき、キールがレインの襟えり首くびを摑つかんでその身体を一気に引き上げる。

　だが、急いでペムペムと女性を追おうとしたレインの目の前に、再びその場に残った男性が立ちはだかった。

「【クレイプール】」

　虚ろな双眸が怪あやしく輝かがやき、再び大地が鳴動する。そして、先ほどよりも広こう範はん囲いに地面が液状化しようとした刹せつ那な、鋭するどい冷気の風が地面を駆かけ抜けた。

「【アイスフロスト】」

「がぁう！」

　レオンの口こう腔こうから冷気が迸ほとばしり、液状化した地面を霜しもで覆おおい尽つくす。同時に、ジナがレインの傍らを駆け抜け、男性の脇わきへと滑すべり込んだ。反応する暇ひまを与あたえずジナが足を払はらい、バランスを崩した男性にルルが追い打ちを掛ける。ルルの体当たりを受けた男性は、そのままたぬきぐまへと押し倒された。

「婿むこ、様！」

「お、おう！」

　ジナに促うながされ、レインがエルニアやアリカと共に走り去った女性を追い掛ける。レオンの鼻とレインが結んだ契けい約やくがあれば、ペムペムを抱いて逃にげ切ることは不可能だ。

「なんなんだよ、いったい？」

　悪態を零こぼしながら、レインが路地へと続くペムペムの気配を追い掛ける。壁かべと壁に阻まれた路地は、昼間でありながら薄うす暗ぐらい。観光街といえど光と影かげは紙かみ一ひと重えだ。レインたちのひた走る通路には繁はん華か街がいの光はなく、むしろ重い空気が漂ただよっている。

「なっ!?」

　幾いく度ど目かの角を曲がったレインが、思わず声を上げて立ち止まる。先ほどペムペムを抱えて走り去った女性が、冷たい地面に倒れていた。

「ぴぎー！　ぴぎー！　ぴぎぴぎぴぎー！」

　女性の傍らで心配そうに顔を曇くもらせていたペムペムがレインたちに気が付き、早く来てとばかりに小さな身体を跳はね上げる。

　その声で我に返ったレインは、慌てて女性の傍そばへと駆け寄った。

「ペムペム。何があった!?」

　ペムペムに状況を尋たずねながら、レインが女性の安否を確かめようとその口元に手を翳かざす。

　そして、微かすかに掌を擽くすぐる呼吸に、レインが小さく安あん堵どの息を吐ついた、その時。

「逃げろ！　レイン・エルハルト！」

「ぴぎ！　ぴぎぴぎぴぎぃぃいいいいっ！」

　エルニアの警告が耳を貫き、咄とつ嗟さに体当たりを繰くり出したペムペムが女性ごとレインを通路の奥へと吹ふき飛ばした。わけもわからず路地を転がるレインの目が、漆しつ黒こくの太刀たち筋すじを刻まれ不協和音を奏かなでる空間を捉とらえる。空間を縦に断絶したその黒い筋は、次の瞬間路地を遮さえぎるほどに増ぞう幅ふくした。

　駆け寄ろうとしたエルニアたちの姿が、左右に広がった闇やみのベールに覆い被かぶされる。

「なんなんだよ！　一体!?」

　レインが砂すな埃ぼこりにまみれた身体を跳ね起こす。だが、路地を寸断した壁は、素す手でで触ふれるにはあまりに禍まが々まがしい瘴しよう気きに覆われていた。

　だが、壁へ駆け寄ろうとしたレインを止めたのは別の存在だ。

　レインが、くっと唇を歪める。

「おまえはっ!?」

　鈍にび色いろの鎧よろいを纏まとう首なしの騎き士し《デュラハン》とその傍らに立つ男に、レインが警けい戒かいをむき出しにした声を張り上げる。おおよそ、人が持つべき感情を全すべて削さく除じよしたかのような無機質極まる灰色の瞳ひとみと、生命という名の熱が抜けきったかのような灰色の髪かみ。予選レースでレインたちを襲おそった人じん狼ろう使いの少女からジェバと呼ばれていた青年が、ほの暗い路地の奥から冷たい双眸を静かにレインとペムペムに傾かたむけていた。

　無機質な瞳に微かに垣かい間ま見みえた危険な輝きに、レインの背筋を電流が駆け抜ける。

「ペムペム！　気をつけろ！」

「ぴぎ！」

　即座に【契けい約やくの絆きずな】を発動し、レインがペムペムと共に臨戦態勢を整える。

　一方、デュラハンは地面に突つき刺ささる黒剣を軽々と引き抜いて腰こしの鞘さやに収めると、この薄暗い路地の中で微かに虹にじ色いろの輝きを放つ手甲を無造作にレインの方へと突き出した。身構えるレインたちを意に介かいさず、デュラハンが何かを呼び寄せるように虹色の燐りん光こうを纏う指先をくいっと曲げる。その瞬間、倒れていた女性がビクッと大きく仰のけ反り、その胸の辺りから髑どく髏ろを象かたどった青白い霊れい体たいが飛び出してきた。怨えん嗟さの声を撒まき散らす霊体はそのままデュラハンの手の中に吸い込まれ、強こわばっていた女性の身体が一気に弛し緩かんする。

「お、おい。お前、今何をしたんだっ!?　まさか、この人を殺──」

「殺やれ。ボロス。【呪霊フルーホ・ゲシユペンスト】」

「っ!?」

　静かに路地の闇へと溶とけたその声は、レインが今まで耳にしたどんな音よりも冷れい酷こくな殺意を孕はらんでいた。

　デュラハンの手てつ甲こうを禍々しい邪じや気きが包み込み、耳を覆いたくなるような呻うめき声がレインの耳じ朶だを蹂じゆう躙りんする。掌てのひらへと収束した瘴気は、赤黒い髑髏の霊体へと姿を変えると、身の毛のよだつような怨嗟の叫さけび声と共にレインへ向けて打ち出された。

　精神を蝕むしばむようなプレッシャーと明確な殺意。レインの首筋を嫌いやな汗あせが流れ落ちる。

「ペムペム！　【分ぶん裂れつ】【膨ぼう張ちよう】！」

「ぴぎゅうっ！」

　飛び出した分裂体が即座に膨張し、迫せまり来る髑髏の前に立ち塞ふさがる。大きく膨ふくらんだペムペムはみっちりと路地に広がり、アリの這はい出る隙すき間まもない。

　路地を遮さえぎるほど張り詰つめた分裂体と、赤黒い髑髏が衝しよう突とつする。刹那、霊体である髑髏はペムペムの身体に染しみ込むように憑ひよう依いすると、分裂体の霊体諸もろ共とも自じ爆ばくした。

　目の前で四散する分裂体の末路に、レインが顔を強こわばらせる。それは、あまりにも一方的で理り不ふ尽じんな削除。ジェバは、本気でレインとペムペムを殺しに来ていた。

「くっそ。とにかく、この人を」

　レインが微かに息のある女性に抱だき起こし、屈くつ辱じよくに耐たえながらジェバとデュラハンに背を向けて走り出す。しかし、プライドよりも女性の身を案じたレインを、無情にも路地を遮る壁が待ち受けていた。

　完全な袋ふくろ小こう路じ。逃げ場がない。

　それでも少しでも被ひ害がいを減らそうと、レインが中身の飛び出たゴミ箱の陰かげに女性を隠かくす。

　そんなレインの努力に、ジェバは無機質な双眸に微かな苛いら立だちを臭におわせた。

「悠ゆう長ちようだな。これから死ぬのに他人の心配か？」

「うるせぇ！　誰だれが死ぬかよ！」

「ならば、もっと必死になれ。お前よりも先に女たちが死ぬぞ」

「なっ!?　て……、テメェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ！」

　ジェバの放った一言に、レインの魂たましいが激情の炎ほのおに包まれる。掌に刻まれたスライムの紋もん章しようから迸る水色の燐光が路地の闇を退け、闘とう志しの奔ほん流りゆうがレインからペムペムへと雪な崩だれ込んだ。

「そうだ。──それでいい」

　わざわざレインを挑ちよう発はつしたジェバが、より一層感情を押し殺すように、無機質な声を路地の影へと落とす。

　しかし、そんなジェバの呟つぶやきは、レインの耳には届かなかった。

「ペムペム！　【分裂】【分散】【崩ほう身しん】【回天】！　その大おお馬ば鹿か野や郎ろうをぶっ飛ばせ！」

「ぴっっぎぃいいいいいい！」

　ペムペムがレインの覇は気きに呼応し、闘志に燃える咆ほう哮こうが狭せまい路地で反はん響きようする。分散体が路地を駆け巡めぐり、分裂体と本体のペムペムが【崩身】を発動する。凄すさまじいエネルギーを爆発させながら、分裂体と本体が高速回転しながらその身体を打ち上げ、来たるべき発射の時を推おし量はかる。

　しかし、もちろん反はん撃げきに出たレインとペムペムを、ジェバとデュラハンは黙だまって眺ながめてはいなかった。

「【呪霊】」

　再び、デュラハンの手甲が禍々しい瘴気を纏う。今度は連続して赤黒い髑髏の霊体が打ち出された。怨嗟の呪じゆ詛そを叫びながら飛来する破は滅めつの霊れい弾だん。その霊弾に向けて、路地に散らばった無数の分散体が小さな身体を跳ね上げる。壁を足場にして縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る分散体を避さけきれず、赤黒い髑髏の霊弾は次々に分散体に憑依し誤爆した。

「いけぇっ！　ペムペム！」
















　レインが水色の燐光に包まれた拳こぶしを突き出し、ようやく着地したペムペムと分裂体がその姿を霞かすませる。【崩身】によるエネルギーの暴走と、高速回転による驚きよう異い的な瞬しゆん発ぱつ力りよく。その二つを掛かけ合わせて獣けものの反射神経すら凌りよう駕がする速度に至った水色の砲ほう弾だんが、路地の空気を押し退のけながらデュラハンに向けて疾しつ走そうする。そのまままっすぐに路地を突き進むかに見えた砲弾は、デュラハンが漆黒の剣を構えた瞬しゆん間かん、互たがいに弾はじけ合い路地の壁へと進路を変えた。一瞬にして軌き道どうを変え何重にも壁と壁の間を跳ちよう弾だんしたペムペムが、振ふり下ろされた漆黒の太刀をかいくぐり、デュラハンの脚きやつ甲こうへと体当たりを炸さく裂れつさせる。

「ぴぎ!?」

　ペムペムの声に驚おどろきが混じる。まるで地面に突き刺さった鉄柱の如ごとく、体当たりを受けたデュラハンの足は一ミリたりとも動かなかった。

　だが、ほんの一瞬、デュラハンの意識を引き付けることには成功した。

「今だ！　撃うち抜ぬけ！」

　レインが会心の声を上げる。その声に応こたえ、回転のエネルギーを軟なん体たいで繫つなぎ止めて壁に張り付いていた分裂体が、薄うすい虹色の輝きを放つデュラハンの手甲へとその身体を弾き出した。

　その虹色の輝きがキメラ細さい胞ぼうと同種のものであることを、一目見たときからレインは見抜いていた。そして、キメラ細胞の最大の弱点はスライムだ。神やドラゴンのエネルギーを内包するキメラ細胞が【崩身】を発動してエネルギーの塊かたまりとなったスライムを吸収すれば、スライム化する肉体は自分自身のエネルギーに耐えきれずに破滅する。

　強力なキメラ細胞を移植した部位を破は壊かいすれば、敵の戦力と戦意を大きく削そぐことが出来るはず。そのことを、レインはキメラ細胞を移植された人狼と戦った経験により知っていた。

　そして、その経験こそが、レインたちにとって致ち命めい的てきな隙となった。

「【テイクオーバー】」

　ジェバの声が路地裏の闇に飲み込まれ、同時に先の試合でホルスから奪った白と黒の波動がデュラハンの手甲を包み込む。そこへ飛び込んだ分裂体は、白と黒の波動に触れるや否いなやその強大なエネルギーに切り裂さかれ、一ひと欠片かけらも残さず消滅した。

「なっ!?」

「ぴぎ!?」

　好機が一転して窮きゆう地ちに変わり、レインとペムペムが愕がく然ぜんと目を見開く。

　その一瞬が、明暗を分けた。

　デュラハンが素す早ばやく足を引き、空気が唸うなるほどの速度で跳ね上げる。驚きのあまり回かい避ひの遅おくれたペムペムは、その蹴しゆう撃げきをまともに受けて路地の壁かべへと叩たたき付けられた。無造作に見えたその蹴けりに一体どれほどの力が込こめられていたのか。あまりの衝しよう撃げきに【崩身】が解け、ほとんど生身のままペムペムが何度も何度も両側の壁にバウンドする。そこに漆黒の刃やいばが煌きらめいた。地面を踏ふみ抜いて一気に間合いを詰めたデュラハンが、ようやく勢いが止まって壁をずるずると滑すべり落ちるペムペム目め掛がけて黒剣を薙なぎ払はらう。

「逃にげろ！　ペムペム!!」

　咄嗟にレインが叫び、ペムペムがなんとか身を捩よじって迫り来る一太刀目を回避する。煉れん瓦がの壁をバターの如く切り裂いて翻ひるがえる二太刀目。地面に深い亀き裂れつを刻んだ切っ先が、必死に逃げるペムペムの柔やわ肌はだを掠かすめる。

「結局は逃げるだけ。所しよ詮せんはスライムか」

「それが取り柄えだ。文句あっか！」

　攻こう撃げきを避け続けるペムペムを侮ぶ蔑べつするジェバへ、レインが即そく座ざに切り返す。だが、それ以上の反論は出来なかった。ギリギリでデュラハンの太刀を躱かわし続けるペムペムだが、一撃一撃が命を狙ねらいに来る必殺の太刀筋は、肉体だけでなく精神を大きく削けずり取ってゆく。

　そんな命に迫る攻撃を、いつもならレインもペムペムも不敵な笑えみと共に迎むかえ撃ってきた。いや、そんな命に迫る攻撃だからこそ、レインとペムペムは激しく闘志を燃え上がらせることができた。

　しかし、今のレインとペムペムにそんな余よ裕ゆうは一いつ切さいない。レインとペムペムの闘志を凌駕する殺意が、デュラハンの一太刀たち一太刀に込こめられていた。

　そして、何よりジェバの無機質な双そう眸ぼうが、レインとペムペムの『死』を望んでいた。

「決めろ。【テイクオーバー】」

　感情の読み取れない声が再び路地の闇やみに溶け、デュラハンの手甲が虹色の輝かがやきを放つ。間を置くことなく手甲から神の威い光こうを纏まとった白と黒の波動が迸ほとばしり、左右の壁を容よう赦しやなく抉えぐり取った。

　その破壊に巻き込まれてバランスを崩くずしたペムペムに、死の切っ先が襲おそいかかる。漆しつ黒こくの刃がペムペムの身体からだを深々と切り裂き、水色の尾おを引きながら翻った。

「ぴ………ぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　一瞬の静せい寂じやくを切り裂き、耳を劈つんざくような悲鳴が路地の中に響ひびき渡わたる。身体の三分の一ほどまでを切り裂かれたペムペムが斬撃の余波で吹ふき飛び、受け身も取れずにレインの足あし下もとへと落下する。

　飛んでくるペムペムを、レインは受け止めることが出来なかった。

「──────────ごッぶ」

　レインの口からドロリとした血液が溢あふれ出す。大きな力を得る【契けい約やくの絆きずな】の代だい償しよう。誰よりも強い絆で結ばれたレインとペムペムの最大の弱点。ペムペムの受けたダメージをより深く還かん元げんしたレインは、悲鳴すら上げられずに、カクンとその場に両りよう膝ひざを突いた。

「っご……ッゴボ……ぉガ……がっは！」

　喉のどに詰まった血を無理矢理吐はき出し、胸を押さえたレインがそのまま前のめりに倒たおれ込む。「ヒューヒュー」と辛かろうじて呼吸を保ちながら、レインは必死にペムペムへと手を伸のばした。ピクッピクッと小さな痙けい攣れんを繰くり返すペムペムを残った力を総動員して抱かかえ込み、歩み寄ってきたジェバを気力のみを頼たよりに睨にらみ付ける。

「触ふれれば吸収するならば、触れさせなければいいだけのことだ。神のエネルギーを纏まとえばそのスライムの体当たりはキメラ細胞まで届かない。力の使い方さえ間ま違ちがえなければ、スライムなどただの雑ざ魚こに変わりはない」

　レインにというより、ここにいない誰かに聞かせるように、ジェバが色のない声を紡つむぐ。

　そんなジェバの隣となりでは、デュラハンがその漆黒の剣けんを振り上げていた。全身を貫つらぬく痛みと失われていく血液で思考が鈍にぶったレインは、それをどこか遠くの世界の出来事のように認にん識しきする。

　ただ、漠ばく然ぜんと『死』が脳のう裏りを掠かすめた。

　血で真っ赤に塗まみれた唇くちびるが、無意識に動く。

「……と……で……れ」

「なに？」

　死を覚かく悟ごしたからこそ、レインはプライドも何もかもかなぐり捨てて、敵であるジェバに懇こん願がんした。

「アイツらと……ペムペム……には…………手を……出さないでくれ」

「──未練だな」

　最後の最後で敵に仲間の無事を頼たのむレインに、ジェバが微かすかに目を細めて、静かに持ち上げた手を振り下ろす。

　そして、デュラハンが掲かかげた斬ざん首しゆの切っ先が振り下ろされ、レインがペムペムを抱だき締しめて目を閉じた、その刹せつ那な。

「止やめて！　ジェバ!!」

　誰かが、レインとデュラハンの間に飛び込んできた。

　──だれ、だ？

　閉じかけた瞳ひとみに力を込め、レインが声の主を覗のぞき込む。後ろ姿しか見えない救世主は、金色の髪かみを揺らしていた。

　ジェバの気配に動どう揺ようが混じり、苦々しい声が零こぼれる。

「大たい佐さ。何度言ったら分かるんです？　安全なところにいてくださいと──」

「人殺しなんて私は絶対に許しません！　血で築いた国に幸せはありません！」

　声から察するに、救世主は女の子なのだろう。芯しんの強いその声に、大きなため息を零したジェバが浅く目を閉じて持ち上げた掌てのひらで自らの顔を覆おおい隠かくす。

「わかって、くれますよね。ジェバさんなら」

　微かに声を和やわらげ、少女が緊きん張ちようを緩ゆるめる。それでも首を縦に振らないジェバに、少女は堪たまらず駆かけ寄よると、強い意志を込めてジェバの身体に抱だきついた。

「おねがい……ジェバさん。これ以上、あなたの心を殺さないで」

　耳ではなく、鼓こ膜まくではなく、心に突つき刺ささる辛つらい声。懇願する少女に、掌で覆われたジェバの口から深い深いため息が漏もれる。

　まさか、その手が自分の首筋を打ち据すえるなど、彼女は夢にも思っていなかっただろう。

「──ぁ──」

「申し訳ありません、大佐。その命令は──聞けません」

　より一層表情を殺したジェバが、縦ではなく横に首を振る。その唇から漏れた硬かたい声は、殺された表情に抗あらがうように、深い苦く悩のうと強い覚悟を宿していた。

　ただ、ジェバも非情にはなりきれなかったのだろう。倒れ掛けた少女が必死に彼のズボンにしがみつき、浅く開いた瞼まぶたの奥の双眸で訴うつたえる。

「ジェ……バ……さ──」

　涙なみだを含ふくんだ声は、再び振り下ろされた手刀によって断ち切られた。そして、少女を抱えるジェバの双眸を覗き込んだレインの魂たましいは、かつて無いほど凍こおり付いた。

　レインとジェバの双眸が交差する。灰色の瞳の奥には、魔獣錬磨師モンスタートレーナーという枠わくには当てはまらない、強い覚悟が潜ひそんでいた。

　少女の意識を刈かり取った歪ゆがみからだろうか。その根底にあるものに、レインの意識が僅わずかに触れる。少女とジェバがどんな関係なのか、レインはもちろん知るよしもない。ただし、ジェバは怒いかりや一時の感情で少女を突き放したのではないことが、その瞳を通してレインに伝わってきた。

　同時に、ジェバがその灰色の双眸の奥に押し殺した葛かつ藤とうが、懊おう悩のうが、宿望が、レインの魂に突き刺さった。

　──敵かなわない。こいつだけには、絶対に。

　心の底から負けを認めてしまったレインに、今度こそデュラハンの漆黒の刃が振り下ろされる。




　そんな決定的な斬首を嘲あざ笑わらう快音が、路地の壁を殴りつけた。

　路地を隔へだてていた闇の壁が千の欠片かけらに粉ふん砕さいされ、目を焼き切るような閃せん光こうに一つ残らず飲み込まれる。

「ハッハハハハ。脆もろい、脆い、脆すぎるぞ！」

　意識を手放す寸前、傲ごう慢まん不ふ遜そんな哄こう笑しようがレインの耳を貫いた。




　　　　＊




「レイン・エルハルト！　レイン・エルハルトっ！　くっそ。なんなのだこの壁は!?」

　路地を遮さえぎった闇の壁に、エルニアが胸を焦こがす怒りを叩き付ける。キールの火か炎えんにも、レオンの冷気にも、目の前に立ちはだかる壁はびくともしない。

　エルニアが思考を目まぐるしく稼か働どうさせ、一気に進行した現状を把は握あくする。攫さらわれたペムペム。レイン一人を飲み込み寸断する闇の壁。そして、闇の斬撃を残して飛び降りてきた首なしの騎き士し。全すべての要素が、昨日の予選レースでエルニアたちを襲った襲しゆう撃げき者たちへと帰結する。

　早くしなければ、レインの身が危ない。

「ええい！　こんな時になぜガゼット・ガールバレスはおらんのだ！」

　眼鏡の修しゆう繕ぜんのために別行動を取っているアリカの幼おさな馴な染じみへ、エルニアが抑おさえきれない焦しよう燥そうを爆ばく発はつさせる。頭の回るガゼットならば、電磁波を読み取ることのできるピックと共に、この壁がなんなのか看破出来ただろう。

「レイン君。大だい丈じよう夫ぶかな」

「婿むこ、様」

　突とつ破ぱすることの出来ない壁に、アリカとジナがエルニアと同じく不安を募つのらせる。

　しかし、不安に暮れる時間は、長くは続かなかった。

「にっひっひ。さっすがジェバ先せん輩ぱい。うまく分断したッスね」

　屈くつ強きような身体を持つワーウルフが路地の上から地上へ飛び降り、その広い肩に肩かた車ぐるまされた少女が緊張感のない笑いを漏らす。

　見覚えのある少女に、エルニアは反射的に声を張り上げた。

「貴様は、昨日の猫ねこ耳みみ娘むすめ！」

「どもーッス」

　まるで町で偶ぐう然ぜん友人を見かけたかのように、ワーウルフの肩から飛び降りた少女が親しげに微ほほ笑えむ。

　その屈くつ託たくのない笑みにエルニアが一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせていると、路地の奥から《剣けん狼ろう族》を引き連れる柔にゆう和わな青年がひょっこりと顔を覗かせてきた。

「これで、契約の報ほう酬しゆうは貰もらえたかな？」

「うそ！　何でドルフ先輩が!?」

　アリカが口元を押さえ、頰ほおを強こわばらせる。ドルフは一見して好青年だが、アリカに対して異常な執しゆう着ちやくを見せ、それが故ゆえにレインに叩たたきのめされた過去を持つ男だ。この状じよう況きようから考えれば、まず間違いなくエルニアたちの敵だろう。

　そして、明らかに敵と分かる二人と対たい峙じしたからこそ、エルニアの怒りは即そく座ざに感情の沸ふつ点てんを凌りよう駕がした。

「貴様ら！　レイン・エルハルトをどうするつもりだ！」

　エルニアの双そう眸ぼうが二人を射い貫ぬく。その声に込められた怒ど気きは猫耳娘とドルフを一瞬たじろがせるほどの凄すさまじい迫はく力りよくに満ち、ドラゴンの紋もん章しようが鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの燐りん光こうに包まれた。

「今すぐにレイン・エルハルトを解放しろ！　さもなくばっ！」

（我が炎ほのおの餌え食じきとなるぞ！）

　エルニアの言葉を引き受けたキールが足を踏ふみ鳴らし、その口こう腔こうに灼しやく熱ねつの業ごう火かを蓄たくわえる。

　その時、路地の壁かべを覆っていた影かげの一部が盛り上がり、キールの目の前に滑すべり込んだ。

（何!?）

　虚きよを突かれたキールが目を見開き、その竜りゆう眼がんを盛り上がった影の中に潜む闇の瞳が覗き込む。次の瞬間、大きく飛び退のいた影が粘ねん土どのようにうねったかと思うと、キールと瓜うり二ふたつの姿を持つ影のドラゴンへと姿を変えた。

「ひゃーっはっはははは。貰ったぜ、テメーのドラゴン！」

　耳みみ障ざわりな笑い声が路地に響ひびき、影の中から溶とけ出すように一人の少年が姿を現す。趣しゆ味みの悪いドレッドヘアーに髪を整えた少年は、意地の悪い笑えみをエルニアに向かって振ふりまいた。

「新手か!?　構うなキール。諸もろ共ともに焼き尽つくせ！　【ブレススパイラル】！」

　エルニアが朱色の燐光を滾たぎらせ、キールが口腔に蓄えた炎を一気に放出する。螺ら旋せん状の炎が狭せまい路地を席巻し、大気を一気に焼き焦がす。

　迫せまり来る螺旋の炎に、ドレッドヘアーの少年はニヤリと口元を歪めた。少年の掌に刻まれたゴーレムの紋章が影色の燐光を纏まとい、影のドラゴンの口先が虹にじ色いろの輝かがやきに包まれる。

　影のドラゴンが躊ちゆう躇ちよなくその顎あごを大きく開き、迫り来る螺旋の業火を待ち受けた。

　バカな、とエルニアが息を吞のむ。

　影のドラゴンが、螺旋の炎を喉のどが焼けることも厭いとわず飲み込み始めたのだ。

　長い首を大きく反らした影のドラゴンが、キールが吐はき出した炎の最後の一条を溢こぼすことなく飲み込む。そして、次の瞬間。影のドラゴンの口腔から影と炎の二重螺旋が、エルニアたちに向かって迸ほとばしった。

「なにっ!?」

　炎と影が混ざった息吹いぶきが押し迫り、エルニアが口元を歪ませる。即座にキールとレオンが炎と氷の防ぼう壁へきを展開したが、炎えん影えいの螺旋はその防ぼう御ぎよを軽々と食い破った。炎影の螺旋はそのまま一気にエルニアたちを飲み込み、闇やみの壁にぶつかって爆散する。

　熱と轟ごう音おんに包まれる路地裏に、ドレッドヘアーの少年の狂くるった哄笑が木こ霊だました。

「ひゃーっははははは。最高だな！　キメラ細さい胞ぼうに適合したこの【ドッペルゲンガー】のジャウリンに、勝てる敵なんかいやしねぇ！」

「ちょ、ちょっとちょっと。やり過ぎッスよ、ガズゥ！　木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んじゃったじゃないっすか！」

　爆炎に包まれる路地奥に、猫耳娘が大おお慌あわてで声を張り上げる。同時に、鋭するどい剣角の切っ先が、ドレッドヘアーの少年の喉を浅く切り裂さいた。パートナーの剣狼に剣角に付いた血ち糊のりを払はらわせながら、ドルフが鬼き気き迫せまる双眸でドレッドヘアーの少年の胸むなぐらに摑つかみかかる。

「お前！　なぜアリカ君を巻き込んだ！」

「っは。何キレてんだよ？　アイツらを追い込めって言うのが俺たちの任務だろ。このくらいしないでどうするんだよ」

　小こ馬ば鹿かにするようにドレッドヘアーの少年が鼻を鳴らし、ドルフの手を振り払う。

「それとも、俺の邪じや魔まをするってか？　いいぜ、俺は別に。死体が一つ二つ増えても、ちゃんとその辺の虫が処分してくれるだろうからよ」

　路地のどこかから聞こえる虫の羽音に耳を傾かたむけながら、ドレッドヘアーの少年がドルフを挑ちよう発はつする。その凶きよう気きに応こたえるように、少年のパートナー、キールの姿を投とう影えいした影のゴーレムに当たるドッペルゲンガーが、炎影の残ざん滓し燻くすぶる口腔をドルフへと傾けた。

　そんな凶気と狂きよう気きをぶつけ合う二人の間に、うきうきと笑みを浮うかべる猫耳娘の声が割り込んだ。

「ストーップ。その辺にするッスよ。どうやら、目標が出てきたみたいッスから」

　猫耳娘の声に、ドレッドヘアーの少年とドルフが、互たがいを牽けん制せいしながら視線を路地の奥へと傾ける。濛もう々もうと湧わき上がる煙けむりの奥から、傷一つ負っていないエルニアたちを包み込む温かな虹色の球体がその姿を現した。

「やれやれ。間かん一いつ髪ぱつじゃったの」

「くぉーん」

　幼さと英知が同居する声が路地に響き、パラパが額に嵌はまる宝玉を虹色に輝かせながら声を上げる。パラパは一見してただの子犬だが、その正体は生命の誕生と加護を司つかさどる幼神だ。パラパが生み出す虹色の球体は、あらゆる攻こう撃げき意志を退ける。

　パサッと犬耳フードを脱ぬぐパラパに、エルニアは突とつ如じよとして疼うずき始めた右みぎ腕うでを抱だき締しめながら、感謝の言葉を絞しぼり出した。

「恩に着る。フェル・ルン・エルクード」

「はっはっは、堅かたっ苦しく呼ぶでない。フェルで良いぞ」

　どこか年寄り臭くさい話し方をするフェティのもう一つの人格、キメラ細胞の生みの親である天才魔ま獣じゆう学者のフェルが、わざわざフルネームで呼ぶエルニアに向けて擽くすぐったそうに細めた目を傾ける。

　フェルはチラリとエルニアの手首に向けて増ぞう殖しよくする無数の紋章に視線を落とすと、そのことには何も触ふれずに、瑠る璃り色いろの瞳ひとみを襲撃者たちへと傾けた。

「して。どうやら、私の生みだしたキメラは、またとんでもない奴やつらの手に渡わたってしまったようだな。どうじゃ、ここは一つ、生みの親の元にそれを返す気はないか？　今なら、無む償しようで引き取ってやるぞ」

「ちょっと、フェルちゃん!?」

　天てん真しん爛らん漫まんなフェティとは対照的に、フェルが上から目線でドルフたちへ交こう渉しようを持ちかける。そのあまりに堂々とした態度にアリカが慌あわてて小さな身体からだを抱き締めると、大きな胸に背中を埋うずめたフェティが不満そうに声を張り上げた。

「こりゃ、なんじゃ！　なんの嫌いやがらせじゃ！」

「お子ちゃまは黙だまって、る！」

「誰だれがお子ちゃまじゃ！　これ、放せ！」

　ジナとアリカに子供扱あつかいされたフェティが、ばたばたと両手を大きく振り回して身を捩よじる。その姿は完全に子供そのものだが、敵はそんなフェルに心を和なごませるほど甘くはない。

「ほら見ろ。俺のおかげで目標が出てきたじゃねえか。さっさと任務を遂すい行こうしようや。あのガキをコピーすれば、後は殺して構わないんだろ？　行け、ジャウリン！」

「はぁ、やっぱりレミさんはあんたが嫌きらいッス……。でも、今は任務を優先するッスよ。パンフォット！」

「アリカ君だけは僕が貰うよ。イーブル！」

　残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべてぺろりと唇くちびるを舐なめたドレッドヘアーの少年に続き、猫耳娘とドルフが次々にパートナーをエルニアたちにけしかける。

「パラパ。【スパセェーニエ】」

「くぅーん！」

　迫り来る脅きよう威いに、パラパが高らかに鼻を鳴らす。すると、エルニアたちを包み込んでいた球体が、より一層強い虹色の輝きを放った。全すべての攻撃意志は、この光球の前に意味は無い。

　だが、口元に淡あわい桃もも色いろの燐光を放つドッペルゲンガーは、パラパの放つ神の威い光こうを食い破りながら前進すると、光り輝く光球を力の限り嚙かみ千切った。

「なっ!?」

　フェティの喉から驚きよう愕がくが漏もれる。フェティが生み出したキメラの片へん鱗りんは、その母であるパラパの神力にも容易に牙きばを剝むき襲おそいかかってきた。同時に、フェティを背後に庇かばったエルニアの喉から苦痛が漏れる。キメラ細胞の接近で一気に増殖し始めた紋章が、エルニアの意識を食い破る。

　その瞬間、エルニアの双眸が鮮烈な闘とう志しに燃え上がった。

「嘗なめるな！」

　エルニアが奥歯を嚙み締める。掌てのひらから手首へと広がる紋章の痛みを気高い気力で圧殺する。ドラゴンの紋章の裏に後天的にキメラの紋章を刻まれたエルニアは、キメラと対峙した島で、そしてトーナメントの予選で、二度にわたって手に蔓延はびこるキメラの紋章に身体の自由を奪うばわれた。

　だが、もちろんエルニアはそれを良しとしなかった！

「そうなんども、屈くつして堪たまるか！　レインが、私を待っているのだ！」

　エルニアが自分自身を鼓こ舞ぶし、暴走する紋章を握にぎり込む。一瞬遠のきかけた意識をありったけの闘志で繫つなぎ止め、エルニアはその喉を震ふるわせた。

「キール。【エクスプロークロー】！」

　パラパの光球が霧む散さんすると同時に、キールが爆ばく砕さいの爪つめを壁に突つき付ける。その爪を始点に真紅のヒビが壁を覆おおい尽くし、轟音を伴ともなって内側から爆発した。降り注ぐ瓦が礫れきの雨。キメラ細胞はあらゆるモンスターの攻撃を吸収するが、モンスターの力が宿っていない瓦礫の前にその能力は無意味だ。砕くだけた瓦礫が制限無く降り注ぎ、敵の行く手を阻はばむ。

　しかし、手て練だれの魔獣錬磨師モンスタートレーナーとそのパートナーの前に、ただの瓦礫など小細工でしかなかった。

「蹴け散ちらせ。ジャウリン！」

　影のドラゴンの放つ息吹が、降り注ぐ瓦礫の雨をまとめて吹き飛ばす。その間に、強きよう靭じんな脚きやく力りよくを見せる剣けん狼ろうが瞬またたく間にエルニアたちへと間合いを詰つめてきた。

「【グラディウス】！」

「ガァウ！」

　剣狼が鋭い気合いを放ち、その剣角が肉厚の剣へと成長する。突とつ進しんの勢いを乗せて放たれた剛ごう剣けんの太刀たち。その太刀を、極限まで水分を圧結させ鋼鉄の硬こう度どにまで達した氷の兜かぶとが受け止めた。

「ひゅぅ。さすがだよ、アリカ君」

「ドルフ先せん輩ぱい。私、先輩に言いましたよね。次は容よう赦しやしないって！　レオン、【ブレイブフォース】！」

　戦いの決意を固めたアリカが、重い剣角を弾はじいたレオンに【勇ゆう狼ろう丸がん】を投げ渡す。鋭い牙で丸薬を嚙み砕いたレオンの身体が戦せん闘とうに適したものに成長し、雄お々おしい冷気に包まれた。一いつ瞬しゆんにして路地裏の熱を奪い去ったレオンが、激しいブリザードをドルフに向けて解き放つ。

「パンフォット。【ハードハウリング】！」

　激しい人狼の咆ほう哮こうが、凍こおり付く大気を震わせた。激しい空気の振しん動どうが熱を生みだし、吹き荒あれるブリザードを押し返す。

　弾けたブリザードが粉雪へと変わり、その中をルルの分ぶん裂れつ体を踏ふみ締めたジナが駆かけ抜ぬける。跳はね上がった牙や爪をすり抜けたジナの拳こぶしが、吸い込まれるようにドレッドヘアーの少年の頰ほおへとめり込んだ。

　ジナの拳をまともに受けた少年の口に浮かぶ不敵な笑えみ。

「軽いな」

　その言葉は、唸うなる拳と共にジナに襲いかかった。咄とつ嗟さにルルが飛び出してその拳を弾くが、その流れる拳の勢いに逆らわず、ドレッドヘアーの少年が足を跳ね上げる。軸じく足あしが路地の地面を抉えぐり、ガードした腕うでを意に介かいさず、鋭い蹴けりがジナの身体に突き刺ささった。細い身体がその蹴りに吹き飛ばされ、路地の壁かべに衝しよう突とつして耳の痛い音を響ひびかせる。

　呻うめき声を漏らすジナの顎あごを、そこへ歩み寄った少年が嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべながら持ち上げた。

「へぇ～、可愛かわいい顔してんな。俺の女になるなら生かしといてやるぞ」

「死んでもや、だ！」

「ああ、そうかよ」

　はっきりと応こたえたジナに、少年が再び蹴りを放つ。今度はルルが滑すべり込み緩かん衝しよう材ざいとなったが、それでも殺しきれなかった衝しよう撃げきがジナの身体を再び木の葉のように吹き飛ばした。【契けい約やくの絆きずな】によるゴーレムの剛ごう力りきを還かん元げんしていることもあるのだろうが、少年の放つ鋭い蹴りは常人のそれを遥はるかに凌りよう駕がしている。

「フェル・ルン・エルクード。ジナを頼たのむ！」

「フェルでいいと言っておろう！　パラパ！」

　路地で転がされるジナの姿に咄嗟に叫さけんだエルニアに応え、フェルがパラパに声を掛かける。パラパの額に嵌まる虹にじ色いろの宝玉が瞬き、ジナの身体が加護の光に包まれた。追撃を加えようとした少年の蹴りが自らその軌き道どうを逸そらし、ブーツの爪つま先さきが硬かたい壁に突き刺さる。

　キメラの細さい胞ぼうを介さない攻撃なら、加護の光によって逸らされる。

　だからこそ、攻撃の意志とは無関係の動きに、パラパの反応は追いつかなかった。

　いつの間にか、ドラゴンから蛇へびへと姿を変えていたドッペルゲンガーがパラパの足あし下もとに這はい寄り、隙すきを見てその身体を跳ね上げる。突如目の前に現れた影かげ色の蛇にフェルが目を見開き、その瑠璃色の瞳と視線を通わせたドッペルゲンガーが蛇からフェルへとその姿を変態させた。いや、姿だけではない。その闇やみ色の双そう眸ぼうは、フェルの瞳に宿る深い英知までをも鮮せん明めいに投影している。

　フェルの姿を奪ったドッペルゲンガーが傍かたわらに駆け寄ったワーウルフに抱かかえられ、一気にドレッドヘアーの少年の元へと後退する。

　一方、ドレッドヘアーの少年は、ジナを蹴りつけた足をユラユラと揺ゆらすと、自らが手に入れた成果に酔よいしれた。

「よーし、よしよしよーし。これで、あのガキは用済みってことでいいんだよな。全員まとめて、ぶっ殺していいんだよな！」

　凶気的な快楽で瞳を濡ぬらし、少年の口元が凶気を孕はらんで吊つり上がる。そのあまりの残虐非道な笑みに、エルニアやアリカが思わず身を竦すくませた、まさにその時。

「誰が誰をぶっ殺すって？」

「コラコラ。子供がそんな危ない言葉を口走るもんじゃないですよ」

　硬い拳を打ち鳴らす音と老成した声が路地に響き、エルニアたちの目の前が蜃しん気き楼ろうの如ごとく揺らめいた。

「お、お前たちは!?」

　空間に生まれた鬼き門もんから現れる二人の魔獣錬磨師モンスタートレーナーと一体の鬼おにの姿に、エルニアが目を見開く。荒あら事ごと慣れした雰ふん囲い気きを纏まとうタンクトップ姿の女性と、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶりこの暑い中でもコートを羽織った老紳しん士し。かつてドルフやフェルと共にキメラ細胞を作り出した二人の登場に、アリカに抱だかれたフェルがやれやれと肩かたを竦ませる。

「これ、遅おそいぞ。ガリア、グレイス」

「こっちはハルの阿あ呆ほうを誤ご魔ま化かすのに必死だったんだよ。ちょっとは許してくれてもいいだろ」

「怒おこらないでくださいよフェル博士。これでも、虫の知らせを聞いて飛んできたんですから」

　非難の声を漏らすフェルに、ガリアと呼ばれた女性が豪ごう快かいな笑みを浮うかべ、グレイスと呼ばれた老紳士が困ったように目め尻じりの皺しわを深くする。そんなグレイスに呼応するように、彼の袖そで口ぐちが大きく揺らめいた、袖の奥に潜ひそむ魔ま虫ちゆうの繭まゆから奇き声せいが響き、もぞっとフェルの袖口から小さな羽をリーンと震わせる虫が顔を出す。

　その虫を目にしたドルフが、やられた、とばかりに顔を顰しかめた。

「【呼こ鈴りん蟲ちゆう】。予あらかじめ雄おすを持たせた仲間に危機を知らせる雌めす虫、でしたよねグレイスさん」

「おお。覚えていてくれたとは光栄だね、ドルフ君」

「また、まんまと嵌はめられたわけですね。どこからがあなたの謀ぼう略りやくだったんですか」

「はっはっは。それは企き業ぎよう秘密かな」

　先ほどよりも油断無く構えるドルフに、グレイスが芝しば居い掛がかった口調で微ほほ笑えむ。

　そんなドルフを馬ば鹿かにしたように、ドレッドヘアーの少年は呆あきれた笑みを浮かべると、その喉のどを震わせた。

「おいおいおいおい。何ビビってやがんだ。ただの老いぼれとヤンキー女が出てきたからどうだってんだ!?　どんなモンスターが相手だろうと。その姿を投とう影えいして、キメラ細胞の力を上乗せできる俺たちに敵なんていねぇんだよ！　ジャウリン！」

　力に酔った少年が高らかな声を上げ、ドッペルゲンガーがその姿をフェルから再びキールへと変態させる。確かに、敵のモンスターの能力を写し取り、吸収した攻こう撃げきに自らの力を上乗せ出来るとあっては、並なみ大たい抵ていのモンスターでは全く歯が立たないだろう。

「ひゃーっははははは。さぁ、最初に血祭りに上げられたいのはどこのどいつだ！」

「ほぉ──威い勢せいのいいやつがいるな」

　特別荒あらげたわけでもないその声は、一瞬にしてその場のあらゆる意識を押し潰つぶした。

「な！　だ、誰だれだ!?」

　余よ裕ゆうを振ふりまいていた少年が、その身に叩たたき付けられた桁けた違ちがいの覇は気きに慌あわてて身を翻ひるがえす。不ふ遜そんな口元を吊り上げたその男は、この薄うす暗ぐらい路地すらも彼のために作られたのではないのかと思うほどの王おう威いを纏って現れた。

「ゴルド・Ｌ・ディバード!?」

「私もいますよ」

　目を大きく見開いて声を上げるエルニアに、ゴルドの背中からひょっこりと顔を覗のぞかせたレーニェが親しげに手を揺らす。その路地の薄暗い闇の中でも色いろ褪あせない美び貌ぼうに、本能的にゴルドとレーニェの力量を察知したドッペルゲンガーが先制攻撃を繰くり出した。

　影と炎ほのおの二重螺ら旋せんが二人の王族に殺さつ到とうする。

「御おん前まえに失礼いたします」

　メイド服の胸むな元もとに小さな虫を乗せたレーニェの侍じ女じよ悪あく魔ま、ミフェリアが迫せまり来る影と炎の業ごう火かに向けて無造作に平手打ちを振り抜く。その掌てのひらに、一体いかなる力が付ふ与よされていたのか。その指先は煙けむりでも払はらうようにあまりにも呆あつ気けなく、そして文字通り跡あと形かたもなく竜りゆうの息吹いぶきを消し飛ばした。音もなく、存在を否定されたように消え去った攻撃に、ドレッドヘアーの少年の邪じや気きが一気に薄うすくなる。一瞬にして彼を黙だまらせた圧あつ倒とう的な力と存在感は頼もしい限りだ。

　しかしなぜゴルドたちはこの場に駆けつけたのだろうか。

　その疑問がエルニアの口から零こぼれるより早く、ゴルドが親しん戚せきを見つけた子供のように無邪気な笑みを浮かべて片手を上げた。

「よぉ～、グレイスのじじい。よくも、こんな陰いん気きなところに俺様を呼んでくれたな」

「お兄様。グレイスおじさまに失礼ですよ」

「いやいや、二人とも大きくなって。昨日は挨あい拶さつできずに済まなかったね」

　敬意よりも親しみを声に乗せるゴルドと、ため息交じりに兄の口調を窘たしなめるレーニェに、グレイスが相そう好ごうを崩くずして目を細める。まるで、久しぶりの孫との再会を喜ぶようなその態度に、エルニアが怪け訝げんな視線を傾かたむけた。

「お前たち、知り合いなのか？」

「ああ、まぁね。彼の父上には私も世話になったものだよ。私が喧けん嘩かで勝てなかった数少ない友人さ」

「今は俺様の方が強いぞ。試ためしてみるか」

　肉にく食しよく獣じゆうの子供が親にじゃれつくぐらいの気持ちで、獰どう猛もうな笑みを湛たたえたゴルドがグレイスを挑ちよう発はつする。一方グレイスは困った表情を浮かべて肩を竦めると、戦う前から降参とばかりに両手を上げた。

「止やめてくれ、ゴルド君。老いぼれは労いたわるものだよ」

「お前のどこが老いぼれだ、どこが。たく、そのチビを攫さらうように親おや父じに頼むだけじゃなく、こんな面めん倒どう事にまで巻き込みやがって」

「いやいや。私は攫ってくれじゃなくて、匿かくまってくれと頼んだはずだが」

「女を国に連れて行くなら、匿うのも攫うのも同義だろ」

「ふむ。君にはやはり武芸よりも先に良識を教えるべきだったか」

「ちょっとまて、お前たち。なんの話をしている!?　匿うとはどういうことだっ!?」

　エルニアが声を荒げてグレイスを糾きゆう弾だんする。グレイスは、あちゃーっと芝しば居いがかった仕草で顔を覆おおうと、悪戯いたずらがばれた子供のように、口元を隠かくすダンディーな髭ひげの間からちょろっと舌を覗かせた。

「その、まぁ、保険というヤツだよ。いや、別に君たちのことを信用していないわけではないのだが。フェル博士とフェティの安全を保障する担保は大いに越こしたことはないだろう」

「こら、グレイス。私はあんな筋肉だるまは好かんぞ！」

「安心しなさいフェル博士。身の安全が保障できた後に予定している外交トレードの材料はもう十分に揃そろえてある」

　年とは不ふ釣つり合あいな茶目っ気のある笑みの中に凄すごみのある声こわ色いろを織り交ぜ、グレイスが自分の右胸をトントンと叩く。

　その時、完全にないがしろにされていたドレッドヘアーの少年が自分を奮い立たせるように腕を薙なぎ、硬く握にぎった拳こぶしを路地の壁に叩き付けた。甲かん高だかい音が狭せまい路地に反はん響きようし、煉れん瓦がの壁がただの拳の一撃を受けて陥かん没ぼつする。

「おいこら、何くっちゃべってやがる!?　俺を無視すんじゃねぇっ！　さっきのはまぐれだ。女や老いぼれが一人二人増えたぐらいでいい気になってんじゃねぇぞ。さっさとまとめて掛かってこい！」

「おい、そこの縄なわ頭あたま。この俺様を数から外すとはどういう了りよう見けんだ？」

　闘とう争そうと蹂じゆう躙りんを待ち望む少年に、ゴルドがピクッと眉まゆ尻じりをはね上げる。一方、少年は苛いら立だちを露あらわに歯を剝むくと、泰たい然ぜんと腕を組むゴルドを指さし罵ののしった。

「モンスターを連れてない馬鹿が舐なめた口をほざいてんじゃねぇよ。王様気取りの世間知らずは、脇わきで膝ひざでも抱えてろ」

「王様気取りではなく王だ。そして、この俺様が配下を連れずに歩くと思うか？」

　見下すように口の端はしを吊り上げたゴルドが、ごそっと懐ふところから何かを取り出す。それは菱ひし形がたに成型された鏡の板だ。

　その鏡の中には、憤ふん激げきに竜眼を輝かがやかせるゼノが眩まばゆいばかりの閃せん光こうを大きく開いた口こう腔こうに蓄たくわえていた。

「まずい！　ガリア君。皆みなを！」

　いち早く危険を察知したグレイスとガリアが手分けしてエルニアたちを壁かべ際ぎわへと追いやり、続けて圧倒的な力量差を嗅かぎ取ったワーウルフと剣けん狼ろうが主あるじたちを背負って路地の壁を駆かけ上がる。

　だが、ただ一人。ドレッドヘアーの少年だけは無む謀ぼうにもその場に居残った。ドッペルゲンガーにキールの身体からだを再び投影させた彼の口元には、早々と嘲ちよう笑しようが浮かんでいる。おそらく、攻撃が通じずに愕がく然ぜんとするゴルドの姿を想像しているのだろう。

　そんな彼の嘲笑は、ゴルドが掲かかげた鏡の板から迸ほとばしる乱光を極限まで凝ぎよう縮しゆくしたドラゴンの息吹によって一いつ瞬しゆんにして瓦が解かいした。

「っ！　飲み込めジャウリン！」

　キールの炎とは比較にならない圧倒的な閃光の洪こう水ずいに少年の顔が強こわばり、ドッペルゲンガーが無理矢理顎あごを外して限界までその顎を押し開く。

「無む駄だだっ！」

　冷静に、冷れい淡たんに、冷れい酷こくにゴルドが吼ほえる。ゴルドは別にゼノを連れていなかったわけではない。ただ、狭い路地にはゼノが大きすぎたので、鏡の世界に待機させていただけだ。

　迸る乱光の嵐あらしは、王の言葉を現実に変えた。

「─ＧＵ─っ!?」

　不ふ明めい瞭りような悲鳴を上げて、ドッペルゲンガーの身体が光の洪水に飲み込まれる。キメラ細さい胞ぼうは一瞬乱光を飲み込んだものの、それ以上の抵てい抗こうを見せることは出来なかった。キメラ細胞を搭とう載さいしているとは言え、ドッペルゲンガーの身体は大半がもとの細胞だ。キメラ細胞が如何いかに乱光を飲み込み適応しようとしても、押し寄せる暴力的な衝しよう撃げきにドッペルゲンガーの肉体の方が耐たえられなかった。

　ドッペルゲンガーを飲み込み、余波で少年の身体を壁に叩き付けるだけでは飽あき足らず、乱光渦うず巻まくドラゴンの息吹が路地を遮さえぎる闇やみの壁に激げき突とつする。次元を隔へだてる闇の壁に、大きな亀き裂れつが走った。合わせ鏡による次元活性化のエネルギーが、闇の壁を中和し、ガラスの破は片へんの如く破は砕さいする。

「ジャウリン！　ジャウリンっ!?」

　身体を起こした少年が必死にパートナーの名前を呼ぶ。その声に、過ぎ去った乱光の息吹の奇き跡せきに残された小さな影かげが応こたえた。上半身部分がねじ切れ、キールの足だけとなった影が集合し、少年の影の中へと逃にげ込んでゆく。

　一撃で全すべての自信を打ち砕くだかれパートナーまでも無力化され愕然とする少年に、ゴルドはつまらなそうに荒くその鼻を鳴らした。

「ふんっ。噂うわさに聞いたキメラとやらの力も大したものではなかったな」

「お兄様が圧倒的すぎるんですわ」

　虚むなしそうに肩かたを竦すくめるゴルドに、困った表情を浮うかべたレーニェがその肩をぽんと叩く。

　一方、エルニアはそんな二人から視線を切ると、一秒でも惜おしいとばかりにその視線を砕け散った壁の奥へと走らせた。

「レイン・エルハルト！　無事……か──」

　エルニアの言葉が急速に力を失う。ペムペムを抱だき抱かかえるレインは、夥おびただしい血の海に沈しずんでいた。一瞬遅おくれてアリカの悲鳴が路地を貫つらぬき、ジナが声すら上げられずにぺたんと腰こしを落とす。

　生きているのか死んでいるのかすら定さだかでないレインの傍かたわらには、灰色の髪かみを残風に揺ゆらし、首なしの騎き士しを従える男が佇たたずんでいた。

「き、きぃさぁまぁあああああああああああああああああ！」

　エルニアの喉から絶ぜつ叫きようが溢あふれ出し、その激情に応えたキールが螺旋の炎を男に向けて解き放つ。迫り来る業ごう火かに掲げられる漆しつ黒こくの剣けん。その刀身が手てつ甲こうから漏もれ出した虹にじ色いろの輝きに包まれたかと思うと、その切っ先から先ほどゼノが繰り出したものと同じ乱光の嵐が迸り、迫り来る業火とぶつかるや否いなや目を焼くような爆ばく発はつを生みだした。

　吹ふき荒あれる衝撃にも微び動どうだにせず、男が灰色の双そう眸ぼうを壁の上に避ひ難なんしたレミへと傾ける。

「足止め一つできんのか」

「いやいやいやいや、無理ッス無理ッス無理ッス無理ッス！　反則ッスよあんなの！」

　指を壁に突つき刺さしぶら下がるワーウルフに抱えられた猫ねこ耳みみ娘むすめが、もげんばかりに首を横に振る。完全に怯おびえ戦おののく少女に男は小さく嘆たん息そくを零こぼすと、フェルの姿を確かく認にんしながら、今度は、恐きよう怖ふに打ち拉ひしがれる少年へと視線を傾けた。

「最低限の任務ぐらいは果たしたんだろうな」

　静かな殺気を込こめ、灰眼の男が少年に問う。任務を果たしていなければこの場で切り捨てるという苛か烈れつな意志が込められたその問いかけに、少年は屈くつ辱じよくに唇くちびるを歪ゆがめながら、それでも辛かろうじて顎を引いてみせた。

「ならば、もう用はない。──行くぞ、【死路の三角穴トイフエル・トライエツク】」

　男の言葉に、デュラハンの首から立ち上る靄もやが頷うなずくように揺らめく。同時に、デュラハンは凄すさまじい太た刀ち筋すじで空間を何重にも切り裂さき、路地の暗闇にいくつもの三角陣じんを切り結んだ。亜あ空間へとつながるその三角形の穴は、グレイスやゴルドが放った攻こう撃げきを巧たくみに回避すると、ドルフ、猫耳女、ドレッドヘアーの少年、そして灰眼の男が背にする壁際で蹲うずくまる少女を次々に穴の奥へと飲み込んでいく。

「おい、待て。この俺様が出向いてやったというのにもう帰るのか？　そんなつまらない真ま似ねはするな」

　最後に穴へ潜もぐろうとした灰眼の男を、ゴルドが挑発的な眼まな差ざしで呼び止める。その獰猛な双眸には、ゼノの息吹いぶきをも吸収したデュラハンへの賛辞を含ふくめつつも、一いつ切さい自分の勝利を疑わない揺るぎない自信が込められていた。

　闘争心を剝むき出したゴルドが、掛かかってこいと言わんばかりに顎をしゃくる。

　しかし、その燃え滾たぎるような闘とう志しにも、男の灰色の双眸は一切の熱を浮かべなかった。

「生あい憎にくと、引き際は心得ている」

　感情を窺うかがわせない声と共に、男の姿が次元の奥へと搔かき消える。その瞬間、エルニアは全ての呪じゆ縛ばくが解かれたかのように、レインの傍そばへと駆け出した。後を追いかけてきたアリカやジナと共に、ぐったりとしたレインの身体を抱き起こす。

　レインとその腕うでに抱えられたペムペムの姿に、常に飄ひよう々ひようとした態度を崩さないグレイスまでもが息を吞のんだ。ペムペムの身体はその半ばまで無残に切り裂かれていた。なんとか細胞同士を結合させようとしているが、傷口に纏まとわり付いた黒い靄が回復を阻そ害がいしている。絶え絶えの息はいつ止まってもおかしくない。

　そして、そんなペムペムを抱くレインもまた、予断を許さない状態だった。口から溢れるドロッとした血が気管を塞ふさいでいるのか呼吸すらしておらず、唇が紫むらさき色いろに、顔色が土色に変わり始めている。

　エルニアの頰ほおから一気に血の気が引いた。

「おい……。おいっ、レイン！　しっかりしろ、目を、目を覚ませ！」

「レイン君お願い！　目を開けて！」

「婿むこ、様。婿様、婿様、婿様っ！」

　アリカが涙なみだを零しながら懇こん願がんし、ジナが何度もレインの名前を連呼する。そんな三人の間に、血相を変えたフェルが飛び込んできた。

「皆みなの者どくのじゃ！　パラパ、【リェチェーニエ】」

「くぉん！」

　パラパがレインの胸に飛び乗り、その額の宝玉から生命を癒いやす七色の光が溢れ出す。その優やさしくも力強い輝きは、荒れ果て踏ふみ固められた路地の地面に一瞬にして無数の花を咲さかせ、満開の花畑を生みだした。

　虹色の光に包まれたレインの顔が、徐じよ々じよに活力を取り戻もどす。

　見守るエルニアたちは、ただただ祈いのるしかなかった。







　　　エピローグ
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　振ふり下ろされた漆黒の刃やいばが自分の額を割る寸前、レインは断だん末まつ魔まの悲鳴と共に覚かく醒せいした。被かぶせられた布ふ団とんをはね上げ、限界まで競せり上がった横おう隔かく膜まくに息が詰つまる。吸い込んだ息を吐はき出すことが出来ずもがき苦しんだあげく、レインは再びベッドに倒たおれ込んだ。背中を打ち据すえた衝撃に肺から空気が押し出され、なんとか息を吐き出し呼吸を取り戻す。

　全身から噴ふき出す大量の汗あせ。断続的に息を吐きながら、レインが両目を限界まで見開く。ベッドに寝ねかされているのだと理解するのにすら、かなりの時間が掛かった。

「こ、ここは？　俺は……？　ペムペムは……？」

　意識が定まらず視界が虚うつろになる中、レインが必死に記き憶おくの糸をたぐり寄せる。首なしの騎士。漆黒の剣。虹色の手甲。灰色の瞳ひとみ。金色の髪の少女と切り裂かれたペムペ──

「ペムペム!?　おい！　どこだ、ペムペム!?　返事をしろ！」

　レインが再び上半身を持ち上げる。その瞬間、ブチッと何かが切れる音が身体から響ひびき、生暖かい熱がお腹なかの辺りに広がった。初めは生暖かった熱は次の瞬しゆん間かん灼しやく熱ねつに変わり、レインの痛覚に襲おそいかかる。

　声も上げられずに、レインが身体からだをくの字に折り悶もん絶ぜつする。

　ちょうどその時、がらがらっと部屋の扉とびらが横に滑すべり、カランと硬かたい何かが床ゆかを打ち据えた。

「レイン君！」

　耳を打つアリカの声。レインが微かすかに首を捻ひねり、駆かけ寄ってくる姿をその目に捉とらえる。なんとか応えようとするが腹部を貫く痛みが喉のどを焼き、思うように声が出てこない。

「傷が開いちゃったの!?　大変！　レオン、お願い！」

　レインの苦しみようから事態を察したアリカが、一いつ緒しよに部屋の中へ飛び込んできたレオンに声を掛ける。レオンはくの字に折れたレインの腹部に強ごう引いんに口先をねじ込むと、一気に冷気を吐き出した。血液諸もろ共とも傷口が凍こおり付き、極度の低温がレインの痛覚を麻ま痺ひさせる。

「待ってて、レイン君。すぐにお医者さん呼んでくるから！」

　レインの顔を覗のぞき込んだアリカが、慌あわてて身を翻ひるがえす。レインは咄とつ嗟さに手を伸のばすと、アリカの手首を摑つかみ引き留めた。

「レイ──」

「ハァ……ハァ……待って……くれ、アリカ。何があった？　ペムペムは？」

　荒あらい息を吐き出しながら、レインがぎゅっとアリカの手首を握にぎり締しめる。アリカはその手を振り払はらわずに口元を結ぶと、優しくレインの身体をベッドに戻しながら、一つ一つ説明してくれた。

　レインと分断された後に自分たちも襲しゆう撃げきを受け、グレイスやゴルドたちに救われたということ。ペムペムは絶対安静で今もパラパが生命力を注ぎ込んでいるということ。レイン自身も生死の境を彷徨さまよっていたということ。今はもう日付が変わる間ま際ぎわだということ。自分と、エルニアと、ジナが交代交代でレインのことを看病しているということ。

　話を聞き終える頃ころには、レインの呼吸もだいぶ落ち着いてきた。レオンの止血のおかげで痛みも少ない。

　ただ、少しだけ、少しだけ時間がほしかった。

「悪い、アリカ。少しだけ、部屋の外に出ててくれないか」

「え……でも……」

「頼たのむ。一人にしてくれ」

　なんとか持ち上げた右腕を目の上に乗せながら、レインがアリカに懇願する。看病してもらっておいてわがままな願いだが、今、レインは誰だれかに傍にいてもらう方が辛つらかった。

　しばらく間を置いて、アリカの髪が左右に揺ゆれた。

「無理、かな。レイン君を一人に出来ないよ」

「どんなに頼んでもか？」

「どんなに頼んでも」

「えっと……次はアリカの言うことを聞くから、それでもダメか」

「ん……ぅ、ぅぅ…………………………………………………………………だめ」

　ものすごく悩なやんだアリカが、悩み抜ぬいた末に再び髪を左右に揺らす。カーテン越ごしの月明かりに照らされた柔やわらかいオレンジ色の双眸には微かな未練が泳いだが、それでもアリカは決して首を縦には振らなかった。

　近くの丸いすを引き寄せて、アリカがちょこんとレインの頭のすぐ隣となりに腰こしを下ろす。

　部屋の中に満ちる静せい寂じやくに、レインが顔をクシャッと歪める。

　甘えが、悔くやしさが、唇くちびるを突く。

　ダメだダメだと念じても、決定的な敗北は、直じかに突き付けられた死の感かん触しよくは、そして、ジェバの双眸に秘ひめられた覚悟は、どんな苦境も、どんな敗北も笑って乗り越こえてきたレインの精神力を、自尊心を、粉々に、徹てつ底てい的に、それこそ完かん膚ぷなきまでに打ち砕くだいた。

　心が、完全にレインの負けを認めてしまっていた。いや、負けを認めることは今までに何度もあっただろう。その敗北を糧かてに、レインはここまで上り詰めてきた。

　そう、レインが認めてしまったのはただの敗北ではない。

　レインが認めてしまったのは、レインが今まで決して認めることのなかった自分自身の力への限界だ。

「ちく、しょう……」

　弱音が、頰を濡ぬらす涙と共にレインの口から溢あふれた。むせび声と共に嗚お咽えつが漏もれ、情けない声が喉から際限無く漏れ続ける。

　泣きたくない。そんな強がりは胸から込み上げる熱に押し流された。それでも、レインは懸けん命めいに唇を噤つぐんだ。下唇を嚙かみ締め、意に反して跳ねる胸に合わせて漏れそうになる声を嚙み殺す。

「レイン君」

　耳を撫なでたアリカの声に、レインが小さく身体からだを震ふるわせる。こんなみっともなく泣くなんて、きっと軽けい蔑べつされてしまっただろう。頼むから、部屋を出てってくれ。こんな自分を見ないでくれ。こんな深夜に看病しに訪おとずれてくれたアリカに、レインがずらした腕の下から理り不ふ尽じんな願いを送り続ける。

「レイン君」

　躊躇ためらいがちにもう一度レインの名を呼んだアリカは、そっと肩かたの力を抜いて、本当に優しく微ほほ笑えんだ。

「甘えても──いいんだよ」

　必死に取り繕つくろった心は、その一言であっと言う間に決けつ壊かいした。

　レインは、その甘い言葉に遂ついに挫くじけてしまった。

「ちく──しょう、ちくしょうちくしょうちくしょうっ！　ちくしょぉおおおおう！」

　傷口が疼うずくのも無視して、レインが喉を震わせる。他の言葉は出てこなかった。ただただ、同じ言葉だけが延々と胸を突つき、喉を焦こがし、嚙み締めた歯をこじ開ける。

　どれだけ、同じ言葉で自分を罵ののしっただろうか。

　はぁっと、レインの口から情けない吐と息いきが零こぼれた。

「ダメだな。完全に負けちまった。ありゃ、勝てねぇわ」

「どど、どうしたのレイン君!?　らしくないよ！」

　自じ嘲ちようを浮うかべるレインに、アリカが泣きそうな表情を浮かべて身を乗り出す。アリカはぎゅっとレインの手を取ると、指先が白くなるほど握り締めた。

「そんなことない！　絶対に、絶対勝てるよ。レイン君なら、いつかはきっと、最後は絶対に勝てるんだから」

　訴うつたえかけるアリカに、レインはそっと首を横に振った。

　自分の力の限界だけではなく、レインはもう一つ認めざるを得ない敗北を胸に抱いだいていた。

「いや、ダメだ。俺、完全にアイツに負けてるもんな。いや、アイツらに、かな？」

　レインの脳のう裏りをジェバ、ゴルド、ギンジの姿が次々に掠かすめる。

　そう、レインは──

「魔獣錬磨師モンスタートレーナーとしてじゃなくてさ──」

　彼らに負けていた。

「男として」

　言葉にした瞬間、レインの胸を腹部を切り裂さかれたとき以上の痛みが貫つらぬいた。トドメを刺される直前止めに入った少女に手刀を落としたジェバの姿が、鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　ジェバの灰色の双そう眸ぼうは、底知れない男の覚悟に固められていた。たとえ、大切な者を傷付けたとしても、何かを摑み取ることを決めた男の目。それは、男の価値を語るギンジやゴルドに通じるものがあった。

　彼ら三人にあってレインにはないもの。

　男としての夢や野望、そして覚悟が、レインには決定的に欠けていた。

　デビルトレーナーである前に、ギンジは一人の男として国くに盗とりの夢を語った。

　ドラゴントレーナーである前に、ゴルドは一人の男としてこの世の全すべてを手中に収める野望を語った。

　アンデッドトレーナーである前に、ジェバは一人の男として、何かを成し遂とげんとする覚かく悟ごをレインに見せ付けた。

　だがレインは、スライムトレーナーである前に、一人の男としての語る夢を持ってはいなかった。スライムトレーナーとしてペムペム共に神を凌りよう駕がしたいという夢はあるが、魔獣錬磨師モンスタートレーナーという上着を脱ぬいだレインに目指すべき目標は何一つ残ってない。

　自分が思う以上に、レインはスライムトレーナーであることに寄りかかり、大切なものを取り残していた。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーとしての実力でも負けた。

　男としての覚悟の差でも負けた。

　じゃあ、レインに一体何が残る？

「薄うすっぺらかったんだな、俺は」

　自分の人生の希き薄はくさを自覚したレインが、はぁ～っとペムペムのことを思い出しながら申し訳なさそうにため息を零こぼす。こんな中身のない主あるじをもったペムペムは、なんて可か哀わい相そうなことだろうか。

　スライムトレーナーである前に男として何も取り柄えのない自分を自覚したレインが、全てを出し切るように肺に残った空気を吐はき出す。

　しかし、レインが最後の空気を、大切な何かを吐き出す前に、アリカの叫さけび声が部屋の中に響き渡わたった。

「そんなことないよ！」

　ばんっとベッドの端はしを叩たたき、アリカが椅い子すを倒たおしながら立ち上がる。覆おおい被かぶさるようにレインの顔の両側に手を突いたアリカは、すぅっと息を吸い込むと、甘い香かおりと熱い憧あこがれを纏まとった想おもいを吐き出した。

「レイン君は薄っぺらくなんかないよ！　私知ってるもん！　レイン君がどれだけ今まで頑がん張ばってきたか、私知ってるもん」

「じゃあきっと、努力が足りなかったんだろうな。それか、努力する方向を間ま違ちがえちまったか？」

　必死に訴えるアリカに、レインは自分でも馬ば鹿かだなぁと思いながらそんな言葉を投げ返した。

　確かにレインは努力を積み重ねてきた。

　それでも、ジェバには届かなかった。

　努力では越こえられない壁かべがある。もちろん、レインは目の前に立ちはだかる壁を今まで何枚も打ち砕いてきた。何枚も、何枚も、何枚も──

　目の前の壁を破ることに必死すぎて、なんで自分が壁を破るのかを考えたことなんて無かった。

　とんだお笑いぐさだ。あれだけ努力してきたのに、魔獣錬磨師モンスタートレーナーでなくなったとき、ペムペムが傍かたわらにいなくなったとき、レインには何も残ってはいなかった。

　はぁっと、レインが疲つかれたため息を零す。

　そんなレインの口から漏れた熱を逃のがさないように、ぐっと顔を近づけたアリカが、レインの口から漏れたため息を吸い込んだ。

「レイン君！　努力に方向なんて無いよ！　努力に間違いなんて無いよ！　諦あきらめずに努力を積み重ねてきたから、レイン君はジナちゃんの村を救えたんでしょ！　エルちゃんを助けられたんでしょ！　学園祭で、私を、私を護まもってくれたんでしょ！」

　零した弱音をまとめて強い言葉に変えてしまったアリカに、レインが啞あ然ぜんとしながら、まだ胸の奥に残っていた負い目を弱々しい声に乗せて吐き出す。

「で、でもアリカ。俺、男としての夢なんて語れないし──」

　舌に弱音を乗せながら。レインが苦々しい表情で言葉を切った。よく考えてみれば、アリカはレインと違って、母と同じ魔ま獣じゆう食育師フードプランナーを目指すという大きな夢を抱いていた。

　だから、アリカの眼まな差ざしはこんなにも力強いのだろう。その双眸を見続けられなくなったレインが、逃にげるように顔を背そむける。

　そんなの許さないとばかりに、アリカはレインの顔を自分の方へと引き戻もどした。

　アリカの大きな双眸に、レインの情けない顔が映り込む。

　さらに顔を顰しかめたレインに構うことなく、アリカは声を、想いを響ひびかせた。

「夢がないくらいでなんだっていうの！　夢は語るためにあるんじゃないよ！　夢は目指すためにあるんだよ！　目指す夢がないなら、今から見つければいいじゃない！　きっとレイン君なら、誰にも負けない夢を見つけられるよ！　それに夢なんか見つけてなくても、レイン君は十分に男の子として魅み力りよく的だよ！」

　ベッドに飛び乗りレインに跨またがったアリカが、スライムの紋もん章しようが刻まれた手を引っ摑つかみ、自分の大きな胸に押し付ける。

　その胸を叩く鼓こ動どうは、レインの胸で跳はねる鼓動に負けじと加速していた。

「ねぇ、レイン君聞いてよ！　ほら、私こんなにドキドキしてるんだよ。信じてよ、レイン君！　何度負けたって、誰に負けたって。夢なんかなくたって、たまには甘えて泣いちゃったって。弱音を吐いちゃったって、自信をなくしちゃったって。私に勇気をくれたレイン君は、いつもペムちゃんと一いつ緒しよに走り続けてきたレイン君は、この世界で誰だれよりも魅力的な男の子なんだよ！」
















　レインの掌てのひらをさらに強く胸に押し付けながら、アリカがこれ以上言わせないでと言わんばかりに荒あらい息を繰くり返す。

　そんなアリカに、レインは尋たずねずにはいられなかった。

「ど、どうしたんだよアリカ。なんでそこまで俺を──」

　励はげませるんだ──と続くレインの言葉は、もういい加減にしてとばかりに叫んだアリカの悲鳴に、喉のどの奥へと押し戻された。

「レイン君が好きだからに決まってるじゃない！」

　怒ど濤とうの如ごとく降り注いだ言葉に続き、アリカの身体が勢いよくレインに倒れる。柔やわらかな唇くちびるがレインの唇を塞ふさぎ、唇と唇の隙すき間まから熱い息が微かすかにレインの身体の中へと舞まい込んだ。

「ン！　ンン!!　ンンンンンッ!?」

　控ひかえ目なアリカからは想像も出来ないほど情熱的な接せつ吻ぷんに、レインがまだ自分が夢でも見ているのかと錯さつ覚かくする。だが、指先を動かす度たびに伝わる柔らかな感かん触しよくが、鼻先を擽くすぐる荒い吐息が、レインにこれは現実だという事実を突き付けた。

　ようやく唇を離はなしたアリカが吹っ切れたように清すが々すがしく微笑みながら、胸に押さえつけていたレインの手を解放し、代わりに柔らかな掌でそっとレインの頰ほおを包み込む。

「ずっと……ずっと好きだったんだよ。レイン君。スライムトレーナーとしてじゃなくて、一人の男の子として。私は、アリカ・セクスレンは、ずっとずっと昔からレイン君が好きでした」

　レインの頰の熱を確かめるように掌に力を込こめ、アリカがそっと目を閉じる。一度目は抑おさえきれない情熱を、二度目は抑え続けてきた恋こい心ごころを込め、アリカが再びその唇をレインの唇へと重ね合わせる。

　それは、レインの人生が決定的に変わった瞬間だった。







　　　あとがき




『本屋』

　基本的に、本屋に行ったら全棚たなをぐる～っと一周します。漫まん画が・小説コーナーから始まって、専門誌コーナーや画集、ネタ系までともかく一周見て回る。そうすると、意外な本との出会いがあるんですよね。

　基本的に作者は雑食なので、漫画や小説では今まで見たことのないのをインスピレーションで買いますし、専門誌コーナーでは小説のネタや参考資料になりそうな本を中心に見て回りつつ、ビビッと来たのを手に取っています。天気や色、化学や迷信、心に響ひびく言葉や家庭の医学まで至るまで何でもござれ。

　しかし、ただいま作者の家の本ほん棚だなはおかしな環かん境きようになってきました。

『○○幻げん獣じゆう大全』『○○神話』『伝説の動物○選』『世界の怪かい物ぶつ第○号』『化け物古今東西』etc……（ここに列挙した題名はたとえですのでご了りよう承しようを）

　完全に幻獣、魔ま獣じゆう、神しん獣じゆうに浸しん食しよくされつつある我が本棚。

　その片かた隅すみにきらりと光る、『料理に使えるハーブ○集』『今日の献こん立だて○品』『初心者から始める料理のいろは○○』（例によって、題名はあくまでたとえですどうかどうかご了承を）

　我が本棚の良心。そしてレインに向けられた飽あくなき献けん身しん。

　ぐいぐい前へ出る恋こいのライバルたちに負けてられない、魔獣食育師フードプランナーアリカの告白劇。

《祝》攻せめアリカ爆誕！

　劇的ビフォーアフターここに極めり。

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー７』でした。




　皆みなさんお久しぶりです、見波タクミです。

　ついにアリカがやってくれました！　そして、レインに訪れるキス祭り。だいぶ久ひさし振ぶりの本編発行となりましたが、お待たせした分の期待に応こたえられましたでしょうか？

　そして、ストーリー進行の限界に迫せまらんばかりのバトルバトルバトル。五人対五人の団体戦はかなり冒ぼう険けんでしたね。どこからか「この作者に常識は無いのか？」という冷静な突つっ込こみが多数寄せられそうですが、ここでハッキリと反論しておきます。

　常識はあります！　ただ、上回っちゃっただけなんです。

　バトルを書きたいという情熱が！

　妖よう魔まを操るギンジチームとレインチームのメンバーによる一いつ騎き打うち。その誰だれのバトルをカットすることが出来ようか？　いや、出来まい！

　というわけで、無む謀ぼうを承知で五試合全すべてを全力で書き上げてみました。無事に全戦を書き入れることが出来て感無量です。

　さてはて、今回はなんと６ページも後書きがあるので、プロフィールでも触ふれた作者の執しつ筆ぴつにおける調子の良し悪しについてちょこっとお話ししようかなと思います。（ほぼ、作者の主観ですので話半分で読むことを推すい奨しようします）

　ステージ『１』　イメージやキャラクターが頭の中でアニメの映像のように動かしながら、パソコンへ向かう。しかし、指はキーボードを叩たたかない、イメージばかりが先行して文章化できなかったり、集中力が続かない不調期。

　ステージ『２』　キャラクターをストーリーの中でどう動かそうか考える前に、キャラクターが自分から動いてストーリーを作ってくれる好調期。キャラクターが活き活きしてるのが自分でも分かります。

　ステージ『３』　キャラクターのセリフが脳内再生されて、声が自然とイメージできます。漫画を読んでるときにキャラクターのセリフに自然とキャラクターに合う声を自分の中で作り出してるのとたぶん同じ。バトルシーンも躍やく動どう感が出るし、キャラクター（特にヒロインズ）が作者の想像を超こえて動いてくれる絶頂期。この時はとにかく先を書きたくて書きたくて執筆が止まらなくなります。

　ちなみに、１、２、３のステージの他ほかに『裏』ステージとして〆切り間際の強制覚かく醒せい期もあります。休みません、止まりません。いや、休めません、止まれません。もう書くしかありません。直すしかありません。時計の針が異様に早く過ぎていきます。まさに逆精神と時の部屋。気がついたら午前３時とかざらにあります。この時はキャラクターたちも必死です。追い込まれてるシーンがとてもリアルに書けます。

　だいたい一冊書いていると、ステージ『１』が６割、ステージ『２』が３・５割、ステージ『３』が１割、『裏』ステージが０・５割ぐらいですね。とくに、作者はムラが多いのでステージ『１』の不調期・停てい滞たい期がけっこうあります。

　……担当のＳ様。毎度毎度本当にすみません。

　でも、この書けないステージ『１』があるからこそ、書けるステージ『２』以降の時期が本当に楽しいんですよね。ステージ『１』は所謂いわゆる力を溜ためている時期で、執筆におけるバネなんです。バネ！　この時期が長ければ長いほど、乗りに乗ったときに書きまくれ──

　あ、はい。すみません担当様。精進します。もっと、コンスタントに書けるようになります。はい。すみません。はい……

　謝ってばかりでもいけないので、そろそろ謝しや辞じにまいります。

　過去最強クラスの停滞期に突とつ入にゆうして全まつたく書けない作者を、ちゃんと完成まで導いてくれた担当のＳ様。今回は今まで以上にご迷めい惑わくを掛かけました。精進しますというのは噓うそじゃありません。次はもっと安定して書けるように努力します。努力はします！

　月刊コミックアライブ様にて、『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』コミカライズの連れん載さいを手がけていただいているＹＵＩ様。風のドラゴン格好いいです！　エルニアのオリジナルシーンのセリフには胸を打たれました！　バトルシーンでもちゃんとペムペムが可愛かわいいままで凄すごい！　今後ともよろしくお願い致いたします！

　次から次へと増えるキャラに作者の想像を超える血肉を与あたえてくださる狐こ印いん様。ジェバとデュラハンのイラストは、担当と二人で「このコンビの方が主人公っぽい！」と絶賛でした。既き存そんのキャラたちに負けない新規キャラを次々に生み出していただいて、本当に感謝が耐たえません。シリアスな構図から、ドラマガ特典の正月イラストのような和なごみまで、本当にいつも完成を楽しみにしています。

　新章に突入した『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』を、今までに続き手にとってくださった読者の皆さん。作者がどんな停滞期に突入しても諦あきらめないのは、皆さんが読み続けてくださっているからです。よろしければ、今後ともペムペムたちの活かつ躍やくにお付き合いください。




　あと、この場を借りてちょっとしたサプライズをば。




　中学からの地元の友人ズの一人、車と音楽を愛すＵ君。結けつ婚こんおめでとう。

　これからの人生を歩むパートナーと末すえ永ながくお幸せに！







　さぁ、本編ではいよいよレインが逃にげられなくなってきました。いままで数々のアプローチを勘かん違ちがい、冗じよう談だんと受け取ってきた男に遂ついに決断の時が迫る。魔獣錬磨師モンスタートレーナーではなく一人の男として、レインはどこに向かうのか。優勝を競うライバルたち、キメラ細さい胞ぼうに翻ほん弄ろうされる者達との戦いは!?




　そして、最後にこれだけは言いたい。

　豆まめ粒つぶペムペムうちにも欲しい！


二〇一七年五月　見波タクミ




























見波タクミ

●みなみたくみ



第27回富士見ファンタジア大賞金賞受賞『できそこないの魔獣錬磨師』でデビュー。コレを書きたいと考えながら書いている時は不調。考えた時には既に書けている時は好調。書き進めながらセリフを叫んでいる時は絶好調。絶好調の時はキャラクターのセリフがそれぞれの口調で聞こえてきます。「ぴぎーっ！」と鳴くあいつのセリフが、実は一番難しい（笑）


















カバー・口絵・本文イラスト／狐印

カバーデザイン／伸童舎
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